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　空が暗くなり、明るくなるまでの時間を、幾いく度どこの森で過ごしただろうか。

　フィオナが履はいていた靴くつは、気づいたときには片方がすでになく、衣服の片かた袖そでは破れてちぎれ、ひどい有様だ。

　手先はひび割れ、爪のすき間にまで泥どろが詰つまっている。髪はあちこち埃ほこりでもつれ、絡からまっていた。

　六歳になったばかりのフィオナの心は、恐怖でいっぱいだった。

　木の実をかじり、朝あさ露つゆを舐なめ、寒さに凍こごえながら森をさまよいつづけて、体力はとっくに限界を超えていた。

　──捕つかまれば、殺される。

　いまはその恐怖だけがフィオナを突き動かしている。

　生まれ育った村には、生いけ贄にえの儀ぎ式しきがあった。

　貧まずしい村で人々が生き延びるため、日々の糧かてを得るため、森に棲すむ聖せい獣じゆうに穢けがれのない少女を差し出すのだ。

　このあたり一帯の森を支配し、力を持つと伝えられる聖獣は、人々に森の恵めぐみを分け与える代わりに生け贄を要求した。

　捧ささげられた少女たちは、誰ひとりとして村に戻ることはなかった。

　フィオナが暮らすロージェス大陸には、そうした力ある存在がいるのだと物語に聞かされて育てられた。

　──追いつかれたら、食べられる……。

　走りつづけ、細く切れる息は白く曇くもり、夜の森がしんしんと冷えこみ始めたのがわかる。

　誰も助けてくれない。

　村の大人たちによって生け贄に差し出された自分は、両親にも見放されたのだ。

　自分たちが助かるために、フィオナが犠ぎ牲せいになればいいと放り出された。

「死ねばいい」と言われたも同然の現状に、フィオナは深い悪夢に突き落とされた気持ちだった。

　浅い眠りから目を覚ますたび、現実を突きつけられ嚙かみしめて、フィオナは怒いかりを奮ふるい立たせることで逃げ回ってきた。

　だが、すでに足の痛みも体の疲つかれも限界だ。

　恐怖のなか、追ってきたものに体を突き飛ばされ押さえつけられ、手足を振り回して暴れた。

　やがてドン！　と衝撃があり、フィオナの体は地面を転がる。

「じっとしていろ」

　突とつ如じよ聞こえた言葉に、フィオナは驚おどろいて顔をあげた。

　そこにいたのは、初めて目にする美しい生き物だ。

　ところどころ銀毛が光をちらつかせる黒い毛並みの獣けものの体には、楕だ円えんの複雑な紋もんが浮いている。

　額ひたいには雷かみなりのような銀色の細い傷が、斜めに走っていた。

　だがその大きさも身にまとう風格も、野の獣とは別べつ格かくだ。

「聖獣？　生け贄を、食べにきたの？」

　フィオナの質問に、黒い獣は鼻はな白じろんだように顎あごを引いた。

「間抜けな質問だ。人を食らう聖獣などいない」

　そう答えると、獣は自みずからの背に乗れと言わんばかりに、フィオナの前でぺたりと座りこんでみせる。

　大きく広い獣の背は、なめらかな毛並みがふかふかと心地ここちよさそうだ。

　フィオナは吸い寄せられるまま、獣の背に手を伸ばしていた。

　ふわっとした手触りは見た目よりしっとりと温かく、無意識に頰ほおを寄せる。

　するとフィオナの体をすくい上げるように獣は立ちあがり、小さな体を乗せたまま大地を蹴けり走りだした。

　どこへ向かうのかもわからぬままだったが、いまの自分に帰る場所などない。

　もう二度と、家に戻ることは叶かなわないのだと思うと涙がにじんだ。

　フィオナを背に乗せ、黒い風のように木々の間を駆かけ抜ける黒い獣は「人を食べない」と答えたが、人じん語ごを話すということはやはり聖獣なのだろう。

　両手で触れている黒いなめらかな毛皮の温かさだけが、いまや唯ゆい一いつ、すがりつけるものになっている。

　太く力強い脚が大地を蹴り、崖がけを跳とんで降り立ったのは、森のなか細い道の奥まった位置にある隠かくれ家がめいた民家の前だ。

　聖獣の背を下りたフィオナは、しげしげと建物を眺ながめた。

　傾かたむいて半なかばひしゃげている屋根は、載せられた干し草の間に芽が吹き、苔こけむしており、細い煙えん突とつから煙けむりがたっている。

　廃はい屋おくと見まがうボロ家だが、煮に炊たきをしている人が暮らしているようだ。

　黒い獣が、低く一声唸うなる。

　すると背をぐっとそらし、その姿はたちまち人の青年のものへと変化した。

　上うわ背ぜいのある、がっしりとたくましい両腕に抱きあげられ、フィオナはぱちくりと瞳を瞬まばたく。

　聖獣が人の姿になることにも驚いたが、ほかにすがるものはないと気づき、青年の腕にしがみつく。

「落ちてた……診みてやってくれ」

　人語を口にした青年の前には、しょぼくれた建物から出てきたひとりの男の姿があった。

　藁わら色いろの髪を雑に伸ばして結ゆわえ、うっとうしげな前髪は目元にかかっているが、その下の眼光は鋭するどい。

「ふん、人の子など専門外だ」

　まったく気のない声で薄はく情じように言ってのける男に、人の姿をとった聖獣は拳こぶしをつき出して開いてみせた。

　そこに載せられているのは、小鳥の卵ほどの不思議な色合いの石だ。

　複雑にひび割れた水晶のように透すき通った石は、中央に明めい滅めつする青い光を内包している。

　じっと石を注視すると、男はため息をついてフィオナを指さした。

「これと一緒に引き取れってことか」

　うなずいた青年が低い声で、フィオナのことを男に説明する。

　近隣の村から生け贄として差し出され、森に置き去りにされたこと。

　もう生家に戻るすべはなく、身寄りがないことを口にされる間、フィオナは自分がひどくみじめで恥はずかしい存在に思えてうつむいた。

　黙だまって話を聞いていた男は、大きなため息をつくと、絶望したように両手で顔を覆おおってうつむく。

　しばらくの沈ちん黙もく後、やおら石を手に取ろうとした。

　だが青年はさっとその手を引っこめると、フィオナに視線を移す。

「くっそ、こいつを引き取るのが先だってか」

　石を手に入れる条件をつきつけられ、仕方ないとばかりに男は無ぶ遠えん慮りよにフィオナに手を伸ばす。驚いて身をそらそうとしたフィオナは、懸けん命めいに肩をすくめた。

　だが逃のがれることは叶わず、そのまま顎をつかまれて「むぎゅぅ」と声をもらす。

「名前は……なんだ」

　つっけんどんに言われ少女は困こん惑わくしたが、今度は鼻をつままれそうになり、慌あわてて顔を背そむけて答えた。

「フィオナ」

　ためつすがめつフィオナの目をのぞきこんだ男は、厳きびしい表情でにらみつけた。

「いいか、俺はリシア・ミアウルフ。偉い大だいにして絶大な医術の力を持つ、孤こ高こうにして伝説の聖獣医ホーリーメイカーだ」

　男の尊そん大だいな自己紹介に、いささかめんくらいつつフィオナは小さくうなずく。

「おおよその事情はこいつから聞かせてもらった。お前を殺そうとしたのも獣なら、助けたのも獣だ」

　突然の言葉にフィオナは、はっとしてミアウルフと名乗った男をにらみ返す。

「やっぱり聖獣……？」

「いや、正確には違うな。お前が生け贄に捧ささげられた相手は聖獣じゃない。ただ年月を経た獣のなかには人語をまね、知恵のまわるものがいる。妖獣だな。いまだに悪知恵の働く獣と聖獣の区別がついてない奴やつらがいるとは……頭の痛い話だ。目の前のこの黒くろ豹ひようみたいなのは聖獣だが、こいつらは人を殺すことはあっても食べやしないからな」

　わかるか？　と言いたげなミアウルフの視線に、フィオナは深くうなずいた。

「あなたは黒豹……っていう、聖獣なの？」

　フィオナは青年の衣服の裾すそをしっかりと右手で握にぎって尋ねる。

「あぁ、黒豹自体は本来もっと南の大陸にいるはずの獣だがな。こいつはその生き物に似てるってことだ。で、どうする。お前は村へ戻りたいか？」

　そもそも相手は聖獣ではなく、生け贄など必要としないと言うミアウルフに、フィオナはしばし考えた。

　だがゆっくりと首を横に振る。

　村人や両親と以前のように暮らせるわけもない。真実がどうであれ、もう自分に帰る場所などないのだ。

　フィオナの答えを予想していたのか、ミアウルフは面倒そうに小さく息をつく。

「いいか、お前を捨てたのは人。いまからお前の面倒をみるはめになる俺もまた人だ。わかるか……なにを信じ、疑うたがって生きていくのかは……お前が決めろ」

　突き放すように口にした男は、有無を言わさずフィオナの口をひろげ、まぶたをひっぱりと、したい放題を始めた。

「……むっ！　っぎゃ……じぶんって……む、やめ……!!」

　真剣な表情ながら、ふざけているようなミアウルフの行為に、フィオナはもがいて逃げようとした。

「よし、病気もちってわけでもないな」

　納得したようすでミアウルフはうなずくと、フィオナの手をつかみ屋根の傾いた小屋へと入っていく。

「なに、お前まで来んの？」

　ミアウルフが眉まゆをひそめたのは、フィオナが青年の衣服の裾をつかんだままのため、青年も一緒に家に入ってきたからだ。

「せめて、名乗ってから入れ」

「……ディアルマだ」

　無ぶ愛あい想そに答えられた名前に、ミアウルフは小さく鼻を鳴らすとそのまま扉とびらの中へと入っていく。

　結局、フィオナは自分でなにを決めることもできないまま、その日からミアウルフのもとで暮らし始めることになったのだった。
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　ロージェス大陸にはこれまでに幾いくつもの国が興おこり、長い年月の流れる間に領土を変え、そのあり方を変えてきた。

　なかでももっとも歴史の長いランズウッド王国は、独自の信しん仰こうを持っている。

　かつてこの大陸に多く生せい息そくしていた、人じん智ちを超えた力を持つ聖せい獣じゆうと呼ばれる生き物と王家が誓せい約やくを交かわし、その恵めぐみをもって栄えてきたのだ。

　聖獣は野に生きる獣けものや鳥、ときには爬は虫ちゆう類るいや、多くの生き物が複合されたかのような姿をしているとされ多種多様だ。

　しかしランズウッド王国を守護してきた聖獣は、長きに亘わたる年月にあるものは絶命し、また自みずから去っていくものもあった。

　そうして時の流れと共に、ロージェス大陸からも聖獣の姿は徐々に消えていった。

　やがて多くの国の人々の間でそれは伝でん承しようとして形を変え、過去の信仰の象徴として語られるようになっていった。

　そんななかランズウッド王国においては、いまだ聖獣と国王の誓約は継続されており、民たみが王家を崇すう拝はいする理由のひとつとなっている。

　だがここ数日、ランズウッドの王都であるフィルトの街のあちこちに、ひるがえっているのは真っ黒な旗はただ。

　絹きぬ地じのなめらかな光こう沢たくを放つ生き地じには、銀ぎん糸しでいくつもの馬ば蹄ていが重ねられ、葡ぶ萄どうのように連なった紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。

　黒は喪もに服す意味を持ち、それはランズウッド王国のエドワルド王の葬そう儀ぎが行われたことを示すためのものだった。

　普段はにぎやかな王都だが、いまは街角に行き交かう人の姿もなく、商人たちすら商あきないを自じ粛しゆくしている。

　王宮では国こく葬そうが終わったばかりのしめやかな空気のなか、同じ敷地にある聖堂にふたりの王子の姿があった。

　高さのある丸屋根の天てん井じようは、竜巻の襲しゆう撃げきを受けたかのように屋根が吹き飛び、青空がのぞいている。

　大だい理り石せきの床には、ガラスがとび散ちり、さんたんたる有様だ。

「……で、聖獣のスレイプニルは戻ったのか？」

　おおぶりな剣を腰にはいた青年は、ランズウッド第一王子のジェレミーだ。

　風に乱みだれたままのダークブロンドは、こざっぱりと襟えり足あしが整えられ、日によく焼けた肌は見るからに健康的だ。

　日頃から騎き士し団だんを指し揮きし、いかにも武ぶ人じんらしい体格だが、明るい緑の瞳は目尻がやや下がっており、どこか可か愛わいげがある。

　ジェレミーの問いかけに、離れた位置に立っていた第二王子のロイドが、眉まゆをひそめてため息をついた。

「報告はとっくにあがっている。捜そう索さく隊たいが戻るより先に、スレイプニルが城へ駆け戻る姿を遠目に見た者がいる」

　こちらは対照的に、陶器のような白い肌はだに、青みを帯びた黒い髪。

　整った面おも立だちをしているが、感情の起き伏ふくがわかりづらい。

　ランズウッド王国の民ならば知らぬ者はいない、異い母ぼ兄きよう弟だいであるふたりの王子の周りはつねに噂うわさに事こと欠かかない。

　王おう位い継けい承しようについてはもちろん、性格や行動も対極的なだけに不仲説が絶たえなかったが、それを否定する者もいないのだった。

　そんなふたりの王子が、同じ場所で向かいあって話しているというのは珍ちん事じといってもいい状況だ。

　だが、王家にとって何より重要である聖獣が逃げ出したという非常事態とあっては、互たがいの体面など気にしていられない。

　その聖獣スレイプニルが姿を現し、聖堂の彫ちよう像ぞうを蹴けり壊こわして空へ駆かけ去ったと報告があったのは、国王の葬儀が終わったあとだった。

　苛いら立だちをあらわにしたロイドは、刺とげ々とげしく口をひらく。

「しかし、報告によると戻ったスレイプニルはふらついていて、身を隠かくしたまま姿を現さない……怪け我がか病気もある。……にしては、ずいぶんと暴れ回ってくれたようだが」

「確かに、ここだけ竜巻が何往復もしたみたいだ」

　ジェレミーはもはや感心したように聖堂を眺ながめ回す。

　祭さい壇だんがあったはずの場所には、徹底的に破は壊かいしつくされた大理石の欠片かけらが積み上がっている。

　本来ならそれは、このランズウッドに恩おん恵けいを授さずけてきた聖獣スレイプニルの姿をかたどる石像だったものだった。

　馬の頭部と体に、八本もの脚を持つのが、聖獣スレイプニルだ。

　白銀のたてがみをなびかせ、雲や風を従えると伝えられる神の馬。

　置かれていた彫像は、肩から背にかけてついたなめらかな筋肉と、艶つや光びかりする馬体の息づかいまで再現した素晴らしいものだった。

　神こう々ごうしく美しい聖獣だが、その本性は気むずかしく、ときに荒あら々あらしい。

　ロージェス大陸に現存すると伝えられる聖獣のなかでも、王家と直接誓約を交わしている希け有うな存在だ。

「いいか、問題はそこじゃない」

　小さくつぶやいたロイドの声に、ジェレミーが顔をあげる。

「問題は、スレイプニルが王子である私たちの前に姿を現さず逃げ出したことだ。外部に知られればいらぬ噂うわさがたつことになる」

「……そうだな。確かに、次期国王となる人間の前に一度も姿を見せないままっていうのは問題だな」

　ロイドの懸け念ねんはもっともだった。

　代々、聖獣と王の誓約は尊重され、民の誇ほこりでもあるため、両者の結びつきは絶対に必要なものとされてきた。

　しかし実際に王子であるふたりともが聖獣を目にしていないという事実は、互いの立場が等しいことも表している。

「第一王子だというのに、聖獣に認められていないようでは……周囲が騒さわぎ立てるのも無理はないな」

　冷ややかな態度のロイドに、ジェレミーはまったく頓とん着ちやくしていないようだ。

「うーん、そうかな。何か不満があるのか……どちらにせよ誰にも会いたくないってことなのかもしれん」

　のんきなジェレミーの態度はいつもと変わらず、嫌いやみが通じない。ロイドは、ふいとそっぽを向いた。

　するといつの間に近づいたのか、ジェレミーが間近に立ちロイドの顔をのぞきこむ。

「どう思う？　スレイプニルの具合が悪いとかだったら心配だろう」

　ロイドは動どう揺ようを押し隠かくせずに、大きくあとずさると眉をつり上げた。

「そんなこと！　私に聞かれて、事情がわかるはずもないだろう。陛へい下か亡なきあと、聖獣が姿を現したということは、兄上か私との誓約をせねば、このランズウッドへの恩恵も失われるということだ」

　罵ののしるように声を荒らげてロイドは告げた。

　そう苛いら立だつなというように、ジェレミーがため息をついて瓦が礫れきを足でつつく。

　互いの胸中に、暗あん雲うんが立ちこめるような不安が押し寄せている。

　王子たちの父親である国王エドワルドが、領内の狩しゆ猟りよう場ばで馬から落ち、あっけなく生しよう涯がいを終えることになるなど、誰も予想できないことだった。

　突然のことに王城が混乱に陥おちいるなか、葬儀を執とり行うことに奔ほん走そうしていた王子ふたりのもとに、『聖獣現る』と『聖獣暴れて逃走』の二つの報が届けられたのだ。

「で、お前はそのさまを目にしたというのだな？」

　犬けん猿えんの仲が噂される王子ふたりの間近にきまずそうに控ひかえていた衛えい兵へいに、ロイドが問いかける。

　気の毒な衛兵は、緊張のあまり跳はね上がるように背筋を正した。

　この衛兵を務つとめる男は、国王の葬儀後の打ち合わせのため聖堂に向かった先で、騒動に出くわしたのだ。

「はい、それはもう……この世のものとは思われぬような光景で……突然屋内に現れた姿は、石像のスレイプニルが生身になり、大きな蹄ひづめを踏ふみ鳴らしているように見えました。人智を超えた怒いかりとでも申しましょうか……」

　青ざめてそう口にする青年に、ロイドはすっと表情を硬かたくした。

「それは、聖獣がこの国に対して怒りを向けていると？」

「いっ……いいえ！　めっそうもございません。決してそういう意味では」

　激しく動揺する衛兵に、ジェレミーが助け船を出す。

「誰にも事態がわからないんだ。いっても始まらないだろう。とにかく、陛下が亡くなられて……我が国の聖獣は、怪我をしたか病やまいなのかもしれない。万にひとつ、聖獣が落命するようなことがあれば、俺たちはどちらも世よ継つぎと認められるのが難しくなる。恵みを失った王子として、後世に名を残すだろう。何よりここまで国を守り導いてくれたスレイプニルを、苦しませておきたくない」

　決していい状況でないことはわかっていると、ジェレミーは衛兵の肩を叩いてうなずいてみせる。

「そう思っているなら、少しは頭を使うんだな」

　ロイドは苛立ちを隠さず口にして、けぶる長いまつげの下、冬空に似た深みのある瞳を細める。

「手はある……ただし、交渉は簡単ではないだろう」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるジェレミーに、ロイドは聞かせるのが惜おしいとばかりの口調で伝える。

「この国には『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』なるものがいるらしい」

「『伝説の』？　……って、そりゃ聖獣自体がほとんど目撃されないわけだからな。その医者なんてものが……ほんとにいるのか怪あやしい話だな」

　何しろランズウッド国の王子ふたりが、いまだに国を守護する聖獣を目まの当たりにできていないのだ。

　王城のいたる場所にレリーフとしてその姿は残されているが、スレイプニルが姿を現すのは王族の誕生や即位、そして死にまつわる機会であるという。

　王族のそばに姿を現した聖獣は、助言や予言、災害を退ける力を持つと伝えられる。

「突然のことだったからな。だが、調べていくとなかなか興味深いこともわかった。王族と誓約している聖獣はまれだが、他国では一部の貴族や資産家が、聖獣と契約していることもあるらしい」

「他国には聖獣が多くいるのか？」

　ジェレミーの問いに、ロイドがうなずく。

「ただし、王家と誓約するような力を持つ聖獣ではない。生まれて日が浅く、力やもたらす恵みも限られた聖獣ばかりだそうだ」

　だがそうした聖獣は存在すらあまり公おおやけにされることはなく、それぞれの家の守り神としてひっそり契約がなされることが多いとロイドは告げる。

「なるほど、それなら『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』とやらは、王家とつながりがあるんだろう？」

　ジェレミーの問いにロイドはゆっくり首を振る。

「いや、いま王城に専任の者はいない。王家の聖獣は気位が高い上、その『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』とやらも主あるじに仕える主義ではないようだ。患者も報酬も自分で決めるという噂がある」

「すごいな、ロイド。この短期間にそれだけ調べたのか」

　嫌みのない、ジェレミーの素直な感かん嘆たんの言葉に、ロイドは苛立ちを嚙かみしめる。

「兄上のぼんやりした考えで理解しておられるかは疑問だが、私たちのどちらが王座にふさわしいか、陛下はご意志を示されないままお隠れになった。ということは、臣しん下かのほとんどが、聖獣こそがそれを見定める力があると信じているのも確かなことだ」

　ぴしりと言ってのけると、ジェレミーは苦笑して己おのれの髪をくしゃっとかき上げた。

「そうだな。ふがいない話だが、よくよく心に留めておこう。俺もスレイプニルのためにできることに手を尽くす。何かわかれば、すぐにロイドにも知らせよう」

「ちょっ……！」

　にこやかに告げたジェレミーは、言い返そうとするロイドを残して片手をあげると、足早に自分が指揮をとる騎士団の宿舎へと戻っていく。

「……兄上からの情報などいらないというのに。わかっているのか？　あの人は、いつもいつもこちらの気も知らず」

　どれほど嫌みと悪あく態たいを織り交まぜても、ジェレミーがそれに堪こたえるようすはなく、むしろ自分ばかりが消しよう耗もうさせられている気分になる。

　いまいましい気分を振り払うように、ロイドは王宮へときびすを返すと、馬車の支度をさせることにした。

「聖獣医ホーリーメイカー……ミアウルフ。必ず見つけ出す」
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「フィオナ！　お前！　また行商人に罠わなを仕掛けたな!?」

　薪まきを両手に握りしめた格好でいきりたっているのは、フィオナが暮らす家の主あるじであるリシア・ミアウルフだ。

　幼かったフィオナが、森の傾いた家で暮らし始めて十年ほどの年月が流れていた。

　生いけ贄にえにされるなどという恐ろしい目から逃のがれられたものの、ここでの暮らしも平へい穏おんとは言い難がたい。

「いーか、いくら来客が怖いからって、来る奴来る奴全員に罠を仕掛けようとするんじゃない！」

　どうやらミアウルフは自分の暮らす小屋のそばに、丸木の先を削けずって槍やり状じように仕掛けた罠と、巨大な落とし穴を見つけたらしい。

　怒りに眉をつり上げるとフィオナの襟えりをひっつかみ、現場近くまで引きずっていく。

　覚えがありまくりの罠を目にして、フィオナは「あー……」と小声でつぶやきその効果を確認した。

　落とし穴は底に泥と水を溜ためたもので、上に落ち葉を丹たん念ねんに被かぶせ見つけづらくしてあった。

　そこにはすでに人が落ちた跡あとが残っており、周囲の土には、もがきよじのぼった泥水の跡もあった。

　自分のしたことをよく見ろと言わんばかりに、ミアウルフがフィオナをぐいっと落とし穴へと突き出す。

　だがフィオナは固く唇を結んだままだ。

「炭すみ屋やのおやじが足を痛めたから、今日から若手が配達にくるといって……あぁ、そういや、いうつもりでいってなかったか」

　自分の落ち度を思い出してしまったことにうんざりしつつ、ミアウルフはフィオナの頰ほおをぎゅっとつまんだ。

「いいや、俺が何を伝えていようがいまいが、そもそも、人を罠にかけるな」

　思い切り耳元ではきはきと告げられた注意に、それでもフィオナはじっとりと足あし下もとを見つめている。

「ったく、お前の耳の通気性の良さといったら、俺の言葉の八割は流れ出しちまってるんだろうな、あぁ!?　律りち儀ぎに欠かかさず客人を罠にはめて追い返してたら、俺が生活にこ・ま・る・ん・だっ！　それに……まさか依頼者まで追い返したりしてないだろうな」

　鬼き気き迫せまる勢いでフィオナを持ち上げにらみつけたミアウルフは、目の前の明るい青の瞳が揺ゆらがないのを見て、トンとその体を突き放す。

　そして自分たちが暮らす、やや屋根が傾いた建物の周辺に、ぐるりと巡めぐらせてあるらしい罠を探し出そうと目を凝こらした。

「トラばさみが……八つ。落とし穴が五つ、跳ね上げ吊り輪が……十二って……お前な。そのうち本当に森の殺人鬼として手配されて、山やま狩がりに遭あうぞ？」

　仕掛けた罠を正確に言い当てられ、フィオナは顔をゆがめた。

　いくらミアウルフが森での暮らしに慣れているとしても、視線だけで罠を残らず関知されるとは思わなかったのだ。

「もちろん依頼者を罠にかけてしまったらすぐに助けます！　人間はともかく聖獣に罪はないもの、患者が最優先ですよ」

　当たりまえのことだと、フィオナは自分の胸を叩いて請うけ合う。

「いいかフィオナ、正しいことをいってるつもりだろうが、わりとそうでもないからな。とにもかくにも…………その人間嫌いをいい加減なんとかしろ」

　複雑な生おい立たちを知るだけに、ミアウルフの声からわずかに険けんが消えたことに気づいてフィオナはうなだれた。

　──わかってる。こんなことじゃ駄だ目めだって。自分が傷つくのが怖いからって、人を傷つけていいわけじゃないもの……。

　いつまでも変われない、未熟な自分への自じ己こ嫌けん悪おにフィオナはさらにうつむく。

　するとミアウルフに髪をぐしゃっと押さえられ、小屋の裏庭へと連れていかれた。

　そこには森での暮らしには欠かせない、薪が積み上げられている。

「いいか、くだらん仕掛けに使う時間があるなら、薪のひとつも割っておけ。まったく『タダ飯食らいで、人間嫌いで人間不信の、役立たず』とそろっちまうなんて、どーしようもない居い候そうろうだな！」

　遠えん慮りよなくフィオナへの不満をあげつらったミアウルフに、視線をあわせぬままフィオナも言い返す。

「師し匠しようだって…………拝はい金きん主しゆ義ぎの、ボッタクリの、人道的常識皆かい無むの人じゃないですか」

　むしろミアウルフを目にして育ってきたからこそ、自分のこの価値観は形成されたのだとフィオナはひそかに確信している。

「なんだと？」

　まったく遠慮のないフィオナの言葉に、ミアウルフはひくっと眉尻をつり上げる。

「一人前みたいな口をきくなら、自分の食い扶ぶ持ちぐらい稼かせいでからにしろ。人間不信が極きわまってるお前のせいで、俺がどれだけ迷惑したと思ってる！」

　一見年ねん齢れい不ふ詳しようだが、さすがに青年とは言えない年齢なのだろう。ミアウルフが険けわしい表情をつくると、鋭するどい目つきと眉み間けんのしわでなかなかの迫力になる。

「よく聞け、死に損ぞこない。お前もじきに十六歳だ。無能なまま歳としだけくって手にできたものがあるか？　力もない、身寄りもない、権力も遠い、貧乏で疑り深い空っぽの自分だけだろう」

　容よう赦しやなく現実を突きつけられ、フィオナはふいっと横を向く。

「お前は死にたくないからここへきた。生きたいんだろう？　だったら、とにかくこの世は金だ。大抵の欲望や問題については金で解決できる。生き延びるためには稼かせげ、身を売ってでもだ!!」

　こと金銭にかけては、誰よりも情熱と執しゆう着ちやくを見せるミアウルフに追いつめられ、フィオナは逃げ場を失った。

　そんなフィオナの隣に、いつの間にか現れたのは銀毛の交じった黒くろ豹ひようの姿だ。



















　ほとんど無意識に手を差し伸ばしたフィオナは、しなやかに筋肉の張った背中に腕を回して身を寄せる。

　ミアウルフは厄やつ介かいなと言いたげに眉をひそめた。

「ディアルマ……甘やかすな。だいたい、この厄やつ介かい者ものをもちこんだのはお前だろう。責任とって、金きん鉱こうか金銀財宝の在あり処かのひとつぐらい、俺に差し出すのが筋ってもんじゃないのか？」

　ディアルマと呼ばれているのは、ランズウッド王国の森に棲すむ聖獣だ。

　フィオナが知る限りだが、これまで誰とも誓約を交わしたことはないらしく、自由に野を駆け回っている。

　そんなディアルマは、ミアウルフの言葉にまったく取り合うようすはなかった。

　ただ気持ちよさそうに、フィオナの指に撫なでられるまま、長い尾をゆるりと左右に振っている。

　黄金の瞳をちらりと動かすと、馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「俺が貴様に渡した石。あれならば、人の子の三人は生涯面倒みられるほどの値がつくはずだが……」

「はっ、一般水準で話をするな。俺を誰だと思っているんだ、これほどの頭脳と技術を持つ聖獣医ホーリーメイカーは、この世にただひとりしかいない、国の宝。ランズウッドの価値ある偉人、生きた伝説だぞ」

　陶とう酔すいしきったようすでそう告げるミアウルフに、フィオナとディアルマはまた始まったとばかりに冷ややかな視線を向ける。

　うっとうしいほど自信に満ちあふれたミアウルフは、聖獣に関わる金持ちや貴族に名を知られた聖獣医ホーリーメイカーだ。

　何年もミアウルフの治療をそばで見てきて、すでに助手のようになりつつあるフィオナは、その腕前の確かさだけは認めている。

　それでも決して専属契約や王室おかかえの立場にならないのは理由がある。

　人と契約を交わさない、自由に生きる聖獣もまたミアウルフの患者だからだ。

　権力に支配されたくはないと口にするミアウルフは、決して自分から売りこみはしなかった。

　かといって、聖獣の命を救う行為と人格が、良い方向で比例するとは限らないのもまた現実だ。

　ミアウルフは依頼人からは金銭を。聖獣そのものの治療の際には、彼らが知る希少な鉱石や薬の材料を受け取る。

　治療の代価として、報酬を手にすること自体は罪ではないが、がめつい態度が問題なのだ。

　その後もたっぷりと自分を褒ほめ称たたえたミアウルフは、ごそごそとマントを肩にかけ旅たび支じ度たくを始める。

　通行証の札を革かわ紐ひもで首にかけたところをみると、どうやら他国まで遠えん征せいすることになるらしい。

　生きた伝説という大げさな言葉を裏づけるように、ミアウルフは特例といってもいい複数の国への通行証を与えられている。

　存在自体が希まれな聖獣医は、求められれば多くの場所への出入りが許されていた。

「いいか、今回は俺ひとりで十分手は足りる。フィオナは俺が留守の間にそこの薪棚をいっぱいにしておくんだ。炭と野菜が届いたら、今度こそちゃんと貯蔵小屋にいれておけ。あとは……家か畜ちくの世話と畑の管理、薬草の乾かん燥そうと貯蔵も忘れるなよ。それと……用心は忘れるな」

　目いっぱいの用事を言い残すと、ミアウルフは繫つないであったロバにまたがり森の小道を進んでいった。

　あとに残されたフィオナは、ため息をついてその背中を見送る。

　最後に付け加えられた『用心は忘れるな』は、一応年頃の娘でもあるフィオナを、森にひとり留守番させることを気にかけての言葉らしい。

「用心……っていっても、罠は禁止されたばっかりだし」

　フィオナはつぶやきつつ、それでもいまの自分の格好を見れば女性としての心配はあまりないようにも思えた。

　腰にまかれたスカートはエプロンの役割を果たし、土と埃ほこりにまみれて汚よごれている。

　足下が泥に汚れた長靴を履はいており、ロバに乗ることが多いため、男の子のように幅広のズボンを身に着けていた。

　髪も無造作に編あみこんだ上に帽ぼう子しを被かぶっているので、一見したところ性別はわからないだろう。

　それでも、こんな森の深くに現れる輩やからとなれば、用心するに越したことはない。

　フィオナの背中に向かって、聖獣のディアルマが語りかけた。

「フィオナ、いまだに不安があるってんなら、幼い頃お前を苦しめた妖よう獣じゆうを始末しておこうか？　少しは気が晴れるかもしれないだろ？」

　物ぶつ騒そうなことを提案してくるディアルマの鋭するどい瞳は、どこまでも本気だ。

　夜眠っているフィオナが、幼い日の夢にうなされることを知っているせいだろう。

「うぅん。それより、そばにいて。ディアルマがあの場所にいくほうが嫌だもの」

　フィオナは少しだけ声を落として告げると、黒くなめらかな毛皮をそっと撫でた。
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　ミアウルフが出かけてしまってから二日目。

　留守番のため残されたフィオナが、積み上げられた用事を片づけようと、小屋の裏手にしぶしぶ薪を取りに向かったときだった。

　複数の馬の蹄ひづめが、いくつも近づいてくる気配を感じる。

　足を止め、緊張したフィオナの背後をディアルマが守るように立つと、「排はい除じよするか？」とささやいた。

　しばし沈黙したあと、フィオナは首を振る。

　先ほどミアウルフが口にした言葉を全面的に認めるわけではないが、確かに自分はもう十六になるのだ。

　これから先も、近づく人間すべてを罠にはめていくわけにはいかない。

　──わかってる……わかってはいるのよ。この大陸中の人間を消してしまいたくなる日だってあるけど……。昔、師匠がいったみたいに、『何を信じて信じないか』は自分で決める、それをしなくちゃいけないんだって。

「まずは、ようすをみるわ。師匠にも見つけられたし、残りの罠をどけてきてくれる？」

　ディアルマはわずかに躊ちゆう躇ちよしたようだが、フィオナの決意をこめた声にうなずくと、流れる影のように素早く姿を変えた。

　落とし穴を埋め、地面のトラばさみを跳ねさせ、木々に張り巡らせた縄を断ち切ってしまう。

　フィオナが長い時間をかけて管理してきた罠は、瞬く間に無害なものになった。

「本当にいいんだな？」とディアルマが心配するように視線を寄こし、フィオナも落ち着かない気持ちになる。

　これでいまや誰であっても、小屋に近づいてこれるのだと思うと不安が渦うず巻まく。

　フィオナは薪割りに使っている斧おのをそっと手に取って後ろ手に持つと、木々の間をやってくる騎き馬ばの一団を待ち受けた。

　長靴を踏ん張り、いつでも飛びかかれるように力をこめる。

　生おい茂しげった木々を避さけて細い道を現れたのは、ずいぶんと豪ごう奢しやな身なりをした人物たちだった。

　先頭をいく葦あし毛げの馬にまたがっているのは、落ち着いた色味の金の髪に、大きな口元の青年だ。

　腰に剣を吊るしており、堂々とした振る舞いで馬を下りた。

　大柄な青年が一歩踏み出し、フィオナは思わず一歩後ずさる。

　青年は緑の瞳でじっとフィオナを見つめると、思わぬことを口にした。

「こんな男の子が……『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』？　ひょっとして、ひとりでここで暮らしてるのか……？」

　一定の距離で向き合うふたりに、馬の足音と馬車の車輪が立てる騒音が近づく。

　フィオナも青年も音のするほうへ視線を凝こらした。

　木の枝をはねのけて現れたのは、重厚な焦こげ茶色をした箱馬車だ。

　馬を操るのは金の房ふさをつけたお仕着せの服を着た御ぎよ者しやであり、いかにも身分ある人物が乗っていることがうかがえる。

　あまりに森に似つかわしくない立派な箱馬車の登場に、フィオナはぽかんとしてしまった。

　悪あく路ろに泥を跳ねながら、馬車が狭苦しい草地に停とまる。

　すると御者は速すみやかに飛び降りて、踏み台を準備してから恭うやうやしく扉を開く。

　降り立ったのは、目の覚めるような美び貌ぼうの青年だった。

　身に着けている上着には繊せん細さいな縫ぬい取りがされ、磨みがかれた革靴はとても泥道を歩くためのものには見えない。

　警けい戒かい心しんが強まるフィオナに向かって、明らかに身分の高そうな麗れい人じんが近づいてくる。

　すると曇くもった冬空のように、深い灰色の瞳が遠慮なく向けられた。

「ここが、『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』……ミアウルフ殿どのの住すみ処かか」

　しかしフィオナのそばに立つ、金髪の青年の姿に気づくと、遅れて到着した青年は険悪な表情を浮かべる。

「なぜ、兄上がここにいる」

「ロイドがきたってことは、ここで間違いないってことだな」

　ロイドと呼ばれた青年の刺とげ々とげしい態度をものともせず、大柄な青年はにこにことうなずいている。

　ロイドは不機嫌そうだが、どうやら目的は同じなのか、ふたりともがフィオナをじっと見下ろす。

　フィオナを見つめた金髪の青年が、不思議そうに首を傾げる。

「聖獣医ホーリーメイカーって、こんな子供なのか？」

「見た目に振り回されるなど、愚おろか者のすることだ。幼くとも、実際に聖獣らしきものを従えている。ミアウルフ医師に間違いないのだろう？」

　フィオナの背後にいるディアルマを見つめてそう口にするロイドにも視線を注がれ、フィオナの緊張は高まりっぱなしだった。

　本当に獣であれば、牙きばをむき、毛を残らず逆立てている状態だ。

「……ゥ……ウゥゥ」

　思わずもれた唸うなり声だったが、目の前の青年たちはフィオナの隣に立つ、ディアルマが威い嚇かくしたのだと思ったらしい。

　だが彼らは、そんなフィオナの心境など知るよしもなく、声をひそめて言葉を交わしている。

　やがてロイドが一歩前に進み出た。

「初めてお目にかかります。私はランズウッド王国の第二王子、ロイド・ランズウッドです。ミアウルフ殿、貴方あなたが報ほう酬しゆうによってしか依頼を受けない人物だということは聞き及およんでいる。従って不満はないように取りはからうと約束する。これでいかがです？」

　──王族!?

　彼らの身なりはフィオナがこれまで目にしたことがないほど洗せん練れんされたものだったが、こんな森深くに王族が自ら出向くなど聞いたことがない。

　だがロイドと名乗った王子が取り出した紙片には、さらにフィオナを驚かせる報酬が記されていた。

　文字の読み書きや、簡単な計算をミアウルフに教えこまれていたフィオナが、初めて見る桁けたの数字だ。

　思わず警戒がゆるみ、後ろ手にしていた斧を取り落とすと無意識に身を乗り出す。

　彼らふたりの身分について十分説得力がある額面だった。

　師匠であるミアウルフがいたならば、千せん載ざい一いち遇ぐうの貴重な客人だ。

　これまでにも、依頼者を脅おどかしてしまったことのあるフィオナの脳のう裏りに、ミアウルフの言葉が思い浮かぶ。

『身を売ってでも金を稼げ』

　そうまで言われたなか、王族だと名乗るふたりが提示する金額は、この国の人間なら数十年暮らすに十分な報酬だ。

「ほぅ、興味をお持ちいただけたようだ」

　ささやくようにロイドが口にすると、もうひとりの青年も歩み出た。

　フィオナに近づくと、ぱっと明るい笑顔を見せる。

「そうだ、まだ名乗ってなかったな。俺は第一王子のジェレミーだ。我が国の聖獣の具合を診みてほしい。具合といっても、まだ詳くわしくはわからないんだが、調子が悪いならなんとかしてやりたい……って、愛馬みたいに診みるわけにはいかないだろうけど」

　そう口にしたジェレミーが乗ってきた馬は確かにとても毛け艶づやがよく、大事にされているのがわかる。

　たてつづけに王子と名乗るふたりに話しかけられて、フィオナは困こん惑わくするばかりだ。

　──えっと、なんでこんな森のなかに王族が……!?　しかもどっちも王子っていってるけど……それに師匠のことを捜してるって……。

　何しろ聖獣医ホーリーメイカーであるミアウルフが留守にしてから二日は経たっている。これまでの経験からしても、当分戻ってこれないことはわかっていた。

　フィオナが戸と惑まどってディアルマを振り返ると、黒豹の姿のまま警戒を解とかずに唸りに混ぜて問いかけてくる。

「どうする、このふたり殺しておくか？」

「っ！　駄目よ……まだもう少し話を聞いてようすをみるわ」

　──そうよ、本当の王族なのかどうかまず確かめなきゃ。本物だからって信用できるとも思えないけど、いつまでも逃げてばかりじゃ儲もうけ話も逃げていく。そうなったら、師匠のいう通りだわ。

　立派な身なりに多くの供ともを連れているとはいえ、ふたりの青年の言葉を鵜う吞のみにしたわけではない。

　だが、ここまできて小ずるい悪事を働くには、あまりにもふたりの振る舞いは自然で、身なりも立派なのだ。

　何より王城に苦しむ聖獣がいるのだと聞いては、このまま放っておくことなどできない。

　──そうよ、師匠は戻ってこれないし、いまは私がミアウルフだって思われたまま診させてもらえば、少しは聖獣の力になれるかも。

　フィオナがあれこれ考えている間にも、王子と名乗るふたりの青年はさっさと事を運ぶつもりらしい。

　第二王子だというロイドは、自分が乗ってきた馬車の扉を開かせると、フィオナを招くようなそぶりを見せた。

「…………え？」

　どうやら馬車に乗れというつもりらしい。

　初対面の人間と密閉された空間にふたりきりでいるなど、考えるだに恐ろしいことだ。

　フィオナが沈黙したまま全力で拒否していると、いつの間に近づいたのか、ジェレミーがぽんぽんと肩を叩いてエスコートするように歩きだす。

「なんだ、馬車が苦手なら俺の馬に乗せてやってもいいぞ？」

「っえ……？　あぅ、……や、い……いいですっいらない！」

　驚いてまともに答えることもできないフィオナは、慌あわてて背後に向けて手を振りディアルマが飛びかかろうとするのを制した。

　どうやらジェレミーには、フィオナが幼おさない子のように見えているようだ。

「そうか、馬も苦手か。うーん、あ、じゃあこうしよう」

　何ごとかひらめいたように表情を明るくしたジェレミーは、あろうことかフィオナをひょいと抱きあげて、自分も一緒に馬車に乗りこんでいく。

「!!　待て、兄上に馬車への同乗を許可した覚えは──」

　ロイドが慌ててあとを追って馬車に乗りこむと、事態は思わぬことになった。

「…………せまっ」

　大の男ふたりに両側からぎゅぎゅっと挟はさまれてしまい、フィオナは自分がひしゃげていくのに声もあげられない。

　だがジェレミーは気づいていないのか、フィオナの頭越しに明るい声でロイドに話しかけている。

「お、いいな。俺の馬は従者に預けていくから、城までひさびさの馬車旅だ。兄弟でゆっくり話でもするか」

「なっ、冗じよう談だんではないぞ！　兄上は自分の馬で戻ればいいだろう。だいたい、なんで三人とも同じ側に座ってるんだ」

「とかいって、最後に乗ってきたのはロイドじゃないか。ほんとはお兄ちゃんの隣に座りたかった。そうだろう？」

「お兄ちゃんとか……そんなわけがあるか!?」

　いささか錯さく乱らん気味にロイドが言い返す。
















　どうにも見苦しい会話を始めた兄弟をよそに、フィオナはなんとかロイドの肩の向こう側にある、馬車の小窓へ必死に視線をやった。

　そこから見える木の陰に、ディアルマの姿がある。

「わかっている」とばかりにうなずく姿に、すぐに馬車を襲おそうつもりはないようだが、何かあればその爪と牙をふるうだろうと伝わった。

　森を自在に駆け回れる聖獣のディアルマならば、馬車を追うことぐらいわけはない。

　ディアルマの存在があることで、フィオナは混乱する気持ちを少しずつ落ち着けていったが、頭上でうるさく交わされる王子たちの会話に顔をしかめた。

「とにかくだな、こうして伝説の聖獣医ホーリーメイカーを城に招けるならひと安心だろ」

「まだ聖獣の具合もわからない状況だ。だいたい兄上は昔から脳のう天てん気きすぎる……」

　どちらも一方的な会話しかできないらしいふたりの間で、フィオナは改めて馬車の乗り心地ごこちの良さに驚かされていた。

　贅ぜい沢たくな箱馬車は、内装もすべて天鵞絨ビロードのクッション張りとなっており、フィオナが知っている尻をすりむくようなロバの鞍くらとは、比べものにならない。

　──ディアルマに運んでもらってるときは飛んでるみたいだけど、これは揺ゆれまで優雅な気分。このふたりに挟まれてなければもっと素敵なんだけど……。

　心にわずかにゆとりができると、フィオナはいまさらのように気づいてはっと口元を押さえた。

　──そういえば……この人たち、私をミアウルフ師匠だと思ってるのよね!?

　彼らの身分や言葉が真実であるならば、その報酬はとんでもないことになる。

　だがこのまま王族をたばかったとすれば、罪状はどんなものになるのか……。

　フィオナの脳裏に、縛しばり首から、張りつけや八やつ裂ざき、果ては火ひ炙あぶりまで想像が広がりだす。

　おぞましい知識は、すべて師匠であるミアウルフの書棚に並んだ書物から得たものだ。

　基本的な読み書きを叩きこまれたあとは、一室にぎっしりと積められた書物を片っ端から読むように言われていたのだ。

　それはミアウルフからの言いつけのなかで、唯ゆい一いつフィオナが嫌いではない役目だった。

　──いけない。報酬に目がくらんで……追い返したら駄目だって、そっちにばっかり気がいってた。

『師匠は他国へ仕事に出ている』、そんな簡単な事実を伝え損ねたばかりに、フィオナは大きな誤解をされたままだ。

「あ……ぁあ、あの～」

「見ろ、ロイド。あまり悲観的なことばかりいうから、聖獣医ホーリーメイカーの少年が気分を悪くしてるようだぞ。顔色が悪い」

「違います……というより、あの窮屈すぎなんですけど」

「兄上の強引さに辟へき易えきしているだけだ。まったく、こんな狭苦しい馬車で三人も顔をつきあわせる必要はないだろう」

　また喧けん々けんとした会話が始まるのを前に、フィオナは力なくため息をついて、なんとかふたりの間から抜け出そうとしたが、力強いジェレミーの腕に引き戻されてしまう。

「ん？　どうした、馬車は揺れるからな。危ないぞ」

「ちが……だから……誰かが向かい側に座ればいいと思うの……」

　フィオナの願いも叶かなわず、そして根本的な勘違いも正されないまま、馬車は森を抜けて三人を王都へと運んでいった。










[image: ]










　ランズウッドの王都、フィルトの街は城下にぎっしりと民家や商店が並び、豊かさにあふれていた。

　その中央の高台にある王城は、高さのある尖せん塔とうを持ち、威い厳げんある趣おもむきだ。

　窮きゆう屈くつすぎる馬車のなか、フィオナは王子ふたりに挟はさまれた位置から逃のがれ、窓の外をのぞいていた。

　フィオナが景色を見たいのだと気づくと、ジェレミーもそれ以上邪魔をするつもりはないのか、放っておいてくれた。

　窓まど枠わくにしがみつくように街並みを眺ながめていたフィオナは、徐々にその体がすくんでいくのを感じていた。

　聖せい獣じゆうの治ち療りようのためと、決意と勢いで森を出てきたものの、これほど多くの人が暮らす場所に来るのは生まれて初めてのことなのだ。

　フィオナは故こ郷きようのことを、断片的にしか思い出せない。

　瘦やせた土地に、無理矢理耕たがやしたわずかな畑。

　王都から遠い辺境にある故郷には、楽しかった記憶が何ひとつなかった。

　人が立ち入ることを禁じられた森のそば、限られた土地で営いとなまれる人々の閉へい鎖さ的てきな暮らし。

　だが同じ国だというのに、王都にいる人々はこの豊かさに恵めぐまれている。

　そのことに気づくと、フィオナの表情はふいに曇くもった。

　馬車は城じよう壁へき沿ぞいに駆かけ、やがて巨大な鉄てつ柵さくの正門が見えてくると、両開きの門がゆっくりと開かれた。

「ようやくついたぞ」

　せいせいするというようにロイドが口にすると、さっさと降りろとばかりにジェレミーをにらみつける。

　思いのほか騒そう々ぞうしかった兄弟のやりとりも、ようやく終わってくれるらしい。

　ジェレミーは自みずから馬車の扉とびらを開くと、見た目からは想像し難がたい身軽さで地面に着地した。

　残るロイドの前には、馬車のすぐ下に踏ふみ台が用意された。

　先に降りていくロイドのしなやかな物腰を目にしつつ、フィオナは内心途方にくれていた。

　──とうとう王城についちゃった。本当にふたりとも本物の王子だったのね。私は師し匠しようじゃないって黙だまってるの……大丈夫かしら。

　これまでにもミアウルフを訪ねてくる客人には貴族や豪ごう商しようが多かったが、王族というのは初めてだ。

　馬車から降り立つと、ジェレミーに向かって駆けつける一団がある。

「殿でん下か、お待ちしておりましたぞ！」

「もう、勝手な行動はおやめくださいとあれほど……まだ午後にも予定が詰つまっているのですから」

　騎き士しらしき制服に身を包んだ者たちは、口々にジェレミーに言葉をかけると両側から引き立てるように当人を連れていく。

　ジェレミーは苦笑しながら振り返り、フィオナに小さく手をあげた。

「それじゃ、これからよろしく頼む！　俺は一いつ旦たん騎士団の宿しゆく舎しやに寄ってから王城へ戻る。任まかせたぞ、ロイド」

　明るく声をかけたかと思うとすぐに駆けだし、じきジェレミーの姿はみえなくなった。

　強引なところもあるが、どうにも悪気がないのが伝わるだけに、憎にくめない性格の持ち主ぬしのようだ。

　残されたフィオナの前には、微び妙みように険けわしい表情のロイドが立っている。

　つられてフィオナも眉まゆ根ねを寄せると、ロイドの灰色の瞳が見ている先を追った。

　そこには長年の森での暮らしでくたびれきった、フィオナの履はいている革かわ靴ぐつがあった。

「…………？」

　さらにロイドの視線は、フィオナが降りてきたばかりの馬車の踏み台へと流れる。

　そこにはフィオナの靴から落ちた、泥どろや落ち葉のくずが汚よごれとなって散ちらばっていた。

　フィオナのつま先から髪までを、じろじろと見つめてロイドが口をひらく。

「なんとも、汚きたないな。いくらミアウルフ殿が伝説の人物なのだとしても、我が国の聖獣を診みてもらうためには、身を清きよめていただかねばならん」

「あの、じつは……私ミアウルフじゃな──」

　王城の雰ふん囲い気きに気け圧おされて、本当のことを打ち明けようとしたフィオナがロイドの意い図とを理解できたのは、湯ゆ気げがもうもうとこもる建物に連れていかれてからだ。

　いつの間にかロイドの姿は消えており、フィオナは数人の女性に取り囲まれていた。

　目の前に立っているのは、唇がぽってりとした愛らしいお仕着せのドレス姿の侍じ女じよが、腕まくりをしてうふふと笑う。

「あら、可か愛わいい子ね。とにかく綺き麗れいにしてやってくれってロイド様からお達しよ」

「むいちまいな！　すぐにこのたわしでピカーッとさせてやる！」

　答えた年ねん輩ぱいの女性は犬の子でも扱うように、フィオナの襟えりをぐいっとつかむと器用に上着を脱がせてしまう。

「……っ、な！　わっ……やめ……!!」

　必死になってもがくフィオナは、恐怖で死にものぐるいになる。

　──まずい、ひょっとしてこのままひんむかれて、切って売られて食べられちゃうとか!?　だって私、金目のものなんて持ってないし、あるのはこの体ひとつっきり。

　長年森の深くに暮らしていると、目の前にあるものが、『食べられるか、食べられないか』がひとつの基準になっていた。

　フィオナ自身、毎日何かを食べて生き、そして森のなかでは食べられる危険にもつねにさらされているのだ。

　殺やるか、殺られるか。

　常に頭においてきたその言葉に、フィオナはぎらりと目をひらき、思い切り侍女の腕に嚙かみついた。

「アイタ！　やったわね、小僧。ちょっとそんなに暴れちゃ……っえ!?　女……の子なのかい？」

　肝きもの据すわった侍女のひとりが、性別の間違いに気づくと同時に、フィオナは手近にあった棒きれを手に取って振り回した。

　途と端たんに息を吞のむ空気が生まれ、周囲はぎょっとしたように硬こう直ちよくしている。

　フィオナは自分が握にぎったものが、蒸むし風呂に焼き石を入れて温度調節に使うための、先が真まっ赤かに燃えた鉄の棒だと気づいた。

　周囲の人間の緊張とおののく空気に、フィオナはしめたとばかりに棒を体の前にかざして身を守る。

　──ディアルマ、どこにいるの!?

　下着も同然の薄布一枚の姿のまま、フィオナは侍女たちを押しのけて湯ゆ殿どのをとび出そうとした。

「……っぎゃっ!!」

　戸口から踏み出した途端、壁のようなものに視界をふさがれて、フィオナは思いきり床に尻しり餅もちをついてしまった。

　驚いて見あげると、そこに立っているのは先ほどまでいたはずのロイドだった。

「なんの騒ぎだ」

　不ふ機き嫌げんそうにひそめられた眉の下、冷たい色の瞳がフィオナにとまる。

　すっと手を横にあげると、人払いをしたようだ。

　侍女たちは沈ちん黙もくすると、気配を消してするりとその場から下がる。

　森で暮らしていたミアウルフの住まいの倍はあるだろう広い湯殿に、フィオナはロイドとふたりきりになってしまった。

　つかんでいた鉄の棒も、ぶつかったはずみで反対の壁際に転がっている。

「ウ…ウウゥ」

　無意識に威い嚇かくして唸うなってしまったが、ロイドは不可解そうに首を傾かたむけてフィオナに手を差し伸べた。

　その指先がフィオナの髪かみに触れて気づいた。フィオナが自分で髪を編あみこんで結ゆわえてあった髪紐ひもが切れてしまったのだ。

「立て。まさか……女だったとはな。ミアウルフは男性だと聞き及およんでいたから、少年なのだとばっかり……」

　ロイドの言葉と表情から、フィオナは自分が女であると知られたことで身み元もと詐さ称しようがばれたのだとわかった。

「どうした、まともに話せないのか？」

　問いかけるロイドがそれ以上距離を詰めてこないことで、フィオナは少しだけ落ち着きを取り戻す。

「ミアウルフは……私の師し匠しようよ。勝手に勘かん違ちがいしたのはそっちでしょう」

　いまさら訂てい正せいし損そこねたとも言えずに開き直ると、ロイドは一瞬押し黙り「確かに」とつぶやく。

「師匠はいま、隣国へ治療に出ているから、しばらくは戻ってこないわ」

　これまでミアウルフと聖獣のディアルマ以外、まともに口をきいてこなかったフィオナは、王族を前にどう話せばいいかわからず言葉を探す。

　ついつい声もしりすぼみに、小さくなっていった。

　ミアウルフの遠出を聞かされたロイドは、やや考えこんだあと、今度は不ふ思し議ぎそうに反対側に首を傾かしげた。

「ところで、いまひとつ君の素す性じようがしれないな。それに妙みよう齢れいの女性が、裸はだか同然の格好で異性の前にいるというのはどうなんだ」

「どうなんだって、勝手に人をひんむいたのはそっち……」

　怒いかりに口をひらいたフィオナの前にロイドが突然しゃがみこむと、視線の高さを合わせ、触れたままの髪を軽く引く。

　涼すずしげな目元が、ふっと意地悪い笑みに細められた。

「君は、まるで獣けもののようで身なりも汚い。だからこそ余計に少年かと思ったんだ。その警けい戒かい心しんの強さは、女が森で暮らすためのものか？」

　どことなく嫌いやな予感にフィオナは身を引こうとしたが、今度は手首をつかまれ引き寄せられる。

　ロイドからわずかに香った花の匂い。それはエリューシアと呼ばれる、寒冷地の稀き少しような花を使った高価な香油だ。

　かたや泥と埃ほこりまみれの自分は、身分以前に人としての有様があまりにみじめだ。

　ロイドの言葉通り、まるで己おのれは野に暮らす獣だと思い知らされた気分になる。

　しおれたフィオナの耳元に、落ち着いた声が聞こえた。

「いいか、妙齢の女が男の前で肌を見せるということの意味。君の身にこれから起きるかもしれない恐ろしい事態は──このまま手込めにされる。だけではなくて、さらに売り飛ばされ、奴ど隷れいにされ、●◆が◇◇したうえ、子供までもが△△が××されて──◎◎を縛られたあと……□□をひっくり返して裏返しみたいな目に遭あうかもしれない」

「そ……そんなことをする人間が、この世に……!?」

　あまりのことに、呆ぼう然ぜんと聞き返してしまったフィオナは、世界には未知なる恐怖が満載なのだと、打ちのめされた。
















　──まさか……まさかと思うけど、王族で美形なのにこの人もそんなことを!?

　想像してみると、整いすぎたロイドの冷たい美び貌ぼうの下には、温かい血を好む恐ろしい一面があるのかもしれない。

　フィオナは青ざめ、じりじりと後退を始めた。

　そして脱がされてしまったボロ布のような自分の衣服をかき集めると、必死に体を隠かくそうとする。

「と、とにかく師匠はしばらく戻らないわ。聖獣のことを診られるのも私しかいない。おかしなマネをしたら……」

　動どう揺ようしつつ口にしたものの、ロイドはもはやフィオナ自身になど興味がないのか、どこか遠い視線になるとぽつりともらす。

「そうだ、君の名前はなんという？」

　そう口にして、すっとフィオナに視線を移す。

　恐ろしいことを口にするロイドに名を教えるのは怖い気がした。しかし黙っていればさらに恐怖のどん底に突き落とすと目で語られ、フィオナは口を割った。

「フィオナ……です」

「フィオナ、君がミアウルフでないというならば、どうしてここまでついてきた？」

　黙って連れてこられた理由を問う瞳に、フィオナの脳のう裏りに人を小こ馬ば鹿かにしたようなミアウルフとのやりとりが思い起こされる。

『生き延びるためには稼かせげ、身を売ってでもだ!!』

　そんな言葉も、ロイドから世界の恐ろしい暗部を聞かされたいまとなっては、どんな末路が待っているのかと身み震ぶるいする。

　──本当にお金が大好きな師匠だから、私がこのまま稼げなかったら、きっととんでもない手段をとるはず……。

　こうなるとミアウルフを納得させる手は、自分が彼に匹ひつ敵てきする金きん子すを稼ぐことだけなのだろう。

　──それに、王族と誓約している聖獣なんて見たことがないもの。容態だって気になるわ。

　フィオナの胸のなかではさまざまな思いが入り乱れ、うまく言葉にまとめられない。

「詳細は長くなるから話したくないわ。とにかく聖獣のことが気になるし報酬も必要なの。でなければ……師匠が……」

　最後は口ごもるようにしてつぶやいたフィオナは、自分の気持ちが思った以上に追いつめられているのだと気づいた。

「私は、師匠が聖獣を治療するのを見てきたの。少なくとも人間の医師よりは、聖獣に詳くわしいといえるわ。それに、少しなら人のことだって──」

　フィオナは馬車のなかから気になっていたことを、迷いつつ口にした。

「貴方あなたは……あまり体が丈夫ではなさそうね」

「なぜ、そう思う」

　フィオナはロイドの顔をじっと見つめると、先ほど逃げようとしていたことも忘れて相手の手首に触れた。

「あまり日を浴あびていない肌と冷たい皮ひ膚ふ。すごく手先が冷えて、血の巡めぐりが悪いのね。空気の温度差で咳せきはでない？　あまり眠れていないみたい……」

　師匠であれば、そのまま診しん察さつする対象のまぶたを引き下げ、舌を見て、胸の音を聞いたりするのだが、さすがにそこまで相手に触れられない。

　フィオナは簡単に、目で見てわかることだけを告げてみたが、ロイドはしばらく沈黙したあと苦笑をもらした。

「なるほど、確かに君は山やま猿ざるのように世間知らずで、森のなかしか知らないようだな。それでも医術の知識は多少あるようだ」

「？」

　何かまずいことを口にしただろうかとフィオナが答えに困っていると、ロイドは少しだけ楽しげになった。

「べつに間違ってはいないさ。君が口にしたことは全部本当のことだ。だが、この国の王室に仕つかえる忠ちゆう臣しんや医師たちは、王おう位い継けい承しよう権けんに限りなく近い人間に、真実を告げられなかったりするものだ。私にとっては、もはやどうでもいいことでもあるが……」

　王族を相手にありのままを告げた自分は、本来ならかなり失礼ではばかることを口にしたらしい。

　微妙な威い圧あつ感かんに、フィオナはようやくはっとした。

　そして戸惑いのあまり、さらに失言を重ねてしまう。

「……あぁ、だからロイド様とジェレミー様はご兄弟で仲が悪い……というか、しっくりいっていないのね？」

「そう見えたわけだ」

「…………違うの？」

「いや、まったく違わないね」

　いささか食い気味に即答され、フィオナは一瞬言葉に詰まる。

「そ、そうよね。継承権がどうとかじゃなくても、ふたりはあまり似ていないし、気も合わなさそうだと思ったわ」

　この場合、変わっているのはジェレミーなのだろう。

　第一王子だというのに、あまりにあけすけで素直であり、気さくすぎる人ひと柄がらだ。

「ロイド様に対する態度が、ものすごく計算しつくされた嫌がらせならたいしたものなのかも」

　だが馬車に乗っている間いくらか観察してみたが、とてもそうは思えなかった。

　ロイドもフィオナに同意するようにうなずく。

「本当にな、いっそそうあってくれたらといつも願っているが、現実はあの有あり様さまだ。何より、私たちは母親が違うからな。似たところはあまりない」

　どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑みを浮かべると、ロイドはフィオナの顎あごにすっと指を添えた。

「さて、ジェレミーとは違うが、君も思ったことをそのままにしか口にできないらしいな。百年前に廃はい止しされた口くち裂さきの刑が復活される日も近いかもな」

　あながち冗じよう談だんでもなさそうな口調に、フィオナは自分の口元を覆おおう。

　異母兄弟だという複雑な事情にも驚いたが、王族への遠えん慮りよと礼れい儀ぎに則のつとってどう言葉を選ぶべきなのかがわからない。

「あの……私、本物の王族と会うなんて初めてで、どうやってご機嫌をうかがったらいいのかわからないの。不ふ快かいにさせたならごめんなさい」

　フィオナの言葉に、ロイドがすっと目を細める。

「不快になったら、何十倍にでもしていい返すさ。べつに媚こびへつらってもらいたいわけじゃない……むしろ、新しん鮮せんだといえるな」

　──この人、ほんとジェレミー様とは対極ってぐらいに、ひねくれてそうだわ。

　フィオナは過去の己おのれの不勉強を少し後こう悔かいしていた。

　ミアウルフの書棚にあったのは、実用的なものや、記録書がほとんどだった。

　なかでも、ロージェス大陸の王家の興こう亡ぼうについてつづられた歴史書のなかには、王国の成り立ちや滅亡、戦争や内乱について触れているものもあった。

　──でも国のことなんて、自分には関係ないと思ってたから……詳しく知るつもりなんてなかった。

　辺境の村で捨てられた自分が、王室の人間と関わる日がくるなど想像できるはずもない。

　しかし現実にふたりの王子が現れ、しかも異母兄弟だということを考えると、第二王子を名乗ったロイドと第一王子のジェレミーは、王位継承について血で血を洗う憎しみの渦うずにいるかもしれないのだ。

　悶もん々もんと妄もう想そうを始めたフィオナに、ロイドはすぐに察さつしたのだろう。

「陛へい下かが逝せい去きよされたばかりのなかで聖獣の具合が悪いと聞けば、誰もが想像を膨ふくらませるだろうな。私たちの周囲はつねに互いについての嫌な噂うわさが絶たえない。そして国の守護者である聖獣に関わることとなれば、どちらの王子にとってもこれは一大事になる。肝かん心じんの伝説の聖獣医ホーリーメイカーとやらは留守のようだが……」

　その言葉に、ついフィオナは口をひらいた。

「そうよ。だから、私にまかせてみるのはどう？」

「ほう、君に？」

　悪いた戯ずらを打ち明けられるような妖あやしい光を湛たたえた瞳で、ロイドが声をひそめる。

「そう、いくら貴方がたが王族だといっても、いまから師匠を呼び戻すのは簡単ではないわ。師匠は金の亡もう者じやだけれど、一度治療に取りかかった患かん者じやを簡単に見放したりしない。治療後にここへ向かうのでは時間がかかるもの。私なら師匠のそばで治療を見てきたから。何かできることがあるかもしれない」

　そう口にしたフィオナは、ロイドに腕をつかまれて立たされる。

「……？」

　じっと顔をのぞきこまれると、相手の複雑な深みを見せる灰色の瞳に縛られたように緊張していく。体を硬くした途端、ぽいっと勢いよく突き放された。

　バシャンと激しくしぶきがあがり、フィオナは湯を張った巨大な風呂に倒れこんだのだと気づく。

「何……するっ！」

　怒いかりのままぱっと見上げると、ロイドの顔が間近にあり、濡ぬれた髪をぐいっと引かれた。

「せいぜい、綺麗にしてもらうことだ。君は不ぶ作さ法ほうものだが、年頃も見た目も悪くはない。伝説の聖獣医ホーリーメイカーを名乗るというのならば、せめてはったりを利きかせるぐらいは頭を使え」

　怖いぐらいの真顔で告げられ、フィオナは言い返せなくなる。

「君がミアウルフの偽物だということは、ひとまず私の胸にしまっておいてやる。確かに私には……聖獣の治療ができる人間が必要だ。それが本物の聖獣医ホーリーメイカーであれ誰であれ、結果が同じならば問題はない。どう立ち回るかは、君次第だ」

　ロイドが振り返りもせずひとり湯殿をあとにすると、入れ替わるように侍女たちが戻ってきた。

　フィオナは抵抗をやめ、おとなしく身を任せることにした。

　人の手で洗われ、衣服を着せられていくのは、身動きもまともにできない病人のようでげんなりしたが、それもこれも己が決めたことなのだ。
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　ようやく湯殿を出ることが許ゆるされたフィオナは、宮きゆう殿でんの一室に連れていかれた。

　大だい理り石せきの柱が等とう幅はばにある回かい廊ろうや、天てん井じように美しい細工が施ほどこされた部屋も、目に映るすべてが明るく広く、落ち着かないことこの上ない。

　──なんて場所なの。どこもかしこもこんなに明るいなんて、身を隠かくすところもろくにないじゃない。それにこの動きにくい格好ったら……。

　フィオナは先ほどから歩きにくくて仕方のない、華やかなレースの重たいスカートを指でつまみ上げる。

　これまで貴婦人のドレスなど着たこともないフィオナは、コルセットの紐ひもを締められる間、このまま絞しめ殺されるのではないかと取り乱しそうになった。

　ろくに手入れをしてこなかった金の髪も、何度も湯で洗われて櫛くしで香油がすりこまれてゆるくまとめられている。

　後おくれ毛げが花の香りと共に、ふわふわと首筋や肩に触れてこそばゆい。

　部屋まで送り届けてくれた侍女が、椅い子すに座ったフィオナのドレスの裾すそを直すと眉をひそめて口にした。

「ほんとに、こうしていればお人形のようですのに」

　さらにフリルを整えようと近づく侍女に向かって、ドレスの窮きゆう屈くつさに不機嫌なフィオナは、歯をむいて威い嚇かくする。

　侍女はヒイッと悲鳴をあげ、小走りに部屋を出ていった。

　ふぅ、と大きく息をつき、完全にひとりになったことを確認すると、フィオナはバルコニーにつづく窓に気づいて近づいた。

　建物の二階にある部屋の外を見ると、王宮の別べつ棟とうが遠くに見え、周囲は木々で整えられた中庭のようになっている。

　窓を開け放つと、葉ずれの音と共に、手すりに黒い獣の影が素早く現れた。

　それはぐにゃりと液体のように形をゆがめたかと思うと、人の姿に変化した。

　すぐに周囲を見まわし、警戒するように鋭するどい視線を巡めぐらせる。聖獣の姿よりは目立たないと考えたのだろう。

「……ディアルマ、一緒にきてくれてないのかと思った」

　いつもならフィオナの危機には必ずディアルマがいてくれた。離れている時間はわずかだったが、おかげで湯殿ではロイドとふたりきりというはめになったのだ。

　するとディアルマは、額ひたいの傷を覆う前髪を払うようにゆるく首を振る。

「無茶をいうな。この王城の周囲には、特とく殊しゆな結界がある。この城に力ある聖獣がいる証しよう拠こだ。余よ所そ者ものの俺が入ることを歓迎していない」

　聖獣であるディアルマだからこそ気配を感じるのか、ぴりぴりとした緊張感を漂ただよわせていた。

「そういう……ものなのね」

　思えば師匠のミアウルフのもとで暮らしている間は、治療にあたる聖獣は王族との誓約などないものばかりだった。

　ランズウッドでは、国の成り立ちに聖獣が関わっていると伝えられ、その存在は特に神聖視されている。

　しかし他国では、貴族や豪商が自家を栄えさせるために、聖獣を探し出し誓約を交わすことがほとんどだ。

　何百年も王族と誓約してきた聖獣ともなれば、格が違うのだろう。

　聖獣の種類や力の強さはさまざまだが、決してその数は多くない。

　そのためいつまでたっても、聖獣についての知識はあやふやで、生態については半ば伝でん承しようめいており、ミアウルフのように聖獣医ホーリーメイカーと呼ばれる技術をもつ者はさらにごくわずかだった。

「王族と誓約した聖獣と、ディアルマとは大きく違うの？」

「さぁ？　どうだろうな……ただ力があるものは、大食らいだ」

　大食らいといわれ、フィオナは首をひねった。

　ディアルマは、人と同じものを食べていたように記憶している。

　フィオナは自分の知識を確かめるようにディアルマに話しつづけた。

「聖獣のほとんどが、大地にある自然物を食べるのよね。それは生き物であれ、石であれ、水であっても時間を重ねたものほど力になる……えぇと、大きな木になる果実だったり、何千年も経へた大たい樹じゆそのもの。化石や結晶、醸じよう造ぞうに時間をかけたお酒なんかもそうね。それを人が与えるんだとすると…………なかなか大変よね」

　簡単には手に入れられないうえ、値が張るものばかりだ。

「だから俺たちは互いの縄張りにうるさい。力ある聖獣ほど権力者や財力を持つ者と誓約し、自分の食い扶ぶ持ちを確保する代わりに恩おん恵けいを授さずける。それが人間と誓約を交わす聖獣たちの生なり業わいってわけだ」

　俺はまっぴらごめんだがな、とつぶやくディアルマはどこか不機嫌そうだ。

　聖獣の世界にも、生き方はそれぞれの価か値ち観かんがあるらしい。

「とにかくあの王子たちの用があるのはミアウルフなんだろ。だとしたらフィオナがここにいることはない、森に帰ろう」

「ディアルマは王族が嫌いなの？　それともほかの聖獣がいる場所が嫌なの？」

　答えは返らなかったが、その両方なのは明らかだ。

「厄介事になる……王族に関わるってのはそういうことだ」

　吐はき捨てるように口にすると、ディアルマはフィオナの腕を取ろうとする。

「帰らないわ」

　身をよじって逃げたフィオナは、小声ながらも決して譲ゆずらないという意志をこめて、はっきりと口にした。

　ロイドとのやりとりで、これは大きなチャンスなのだと気づいているのだ。

　──ロイド様は、私が本物の聖獣医ホーリーメイカーではないと知っていても、治せれば報酬を約束してくれるはず。

「ディアルマだって聞いてたでしょう？　あの森でずっと師匠のもとにいたら……そのうちほんとに身を売られかねないわ……それにいまさら私が本物のミアウルフじゃないって知られたら……やっぱり、売られるかも!?」

　それもロイドが教えてくれたような、女としての自分をなのか、単なる肉としての重量で値をつけられるのもわからない有様だ。

「それにロイド様は、私が師匠じゃないってわかっても治療をさせてくれるって」

　口にして改めて気づく。もうひとりの王子であるジェレミーは、いまだフィオナが伝説の聖獣医ホーリーメイカーだと信じているはずなのだ。

「王城の聖獣を治療だなんて……本気か!?」

　非難のこもる悲鳴じみた声のディアルマだったが、王城へ来る直前のミアウルフとフィオナのやりとりが、いつになく苛か烈れつだったことは覚えているようだ。

　盛大にため息をつき、感心しないと言いたげながらも、フィオナを無理に連れ去ることは諦あきらめたらしい。

「王城にいる聖獣を診られる機会なんてめったにないでしょう？　じゃあ、さっそく治療の参考にディアルマに聞きたいんだけど──」

「知らんぞ。この城にとどまるだなんて、俺はまったくもってひと欠片かけらも賛成なぞしていないからな!!」

　断固として言い切るディアルマを、フィオナはじっとりと見上げた。

「私だって、これまで師匠の治療には同行してきたわ。普通の人よりは聖獣のことも目にしているつもりよ。役に立てるなら聖獣の助けになりたいの。それにロイド様が黙っていてくれる限りは、私がミアウルフなんだって押し通さないと」

「……押し通すも何も、そりゃミアウルフの名を騙かたるだけだ」

　痛いところを突かれ、フィオナは胸元をこぶしで押さえたが、諦める気にはなれない。

「…………師匠なら、報酬のためにそれぐらいしてみせるはずよ」

　険悪な空気のなかでこれ以上話しても無む駄だなことは、これまでのつきあいで互いにわかっている。

　幼い頃自分を苦く境きようから救い出してくれたディアルマは、いつだってフィオナの味方でいてくれる存在だった。

　それだけにいつもフィオナに危険が及びそうなことを極端に嫌がる。

　とかくフィオナを、無防備な状況におくことを恐れているのだ。

　──いままでだって、私が来訪者に罠を仕掛けたり、警戒してるうちは協力してくれたけど……。

「ディアルマは、ずっと私を大事にしてくれてる。感謝してるわ……私の味方は貴方だけだって、そう思ってきた」

　そうつぶやいて手を伸ばすフィオナの前で、ディアルマは完全な黒くろ豹ひようの姿へと変化した。なめらかな毛並みに指を埋うめられ満足そうに目を細める。

　毛並みの下にある、熱の通った硬い筋肉は、野に生きる肉にく食しよく獣じゆうをはるかに凌りよう駕がする力を秘めていた。

　頰ほおが触れているディアルマの首もとから、グルルとわずかな低い唸り声が響く。

「卑ひ怯きようだぞ……フィオナ。泣き落としなどこの俺に……くっ！」

　そしてふいに体が離れると、ディアルマは軽やかに床を蹴けり、大きな黒い肢し体たいを手すりに乗せて視線を逸そらす。

「ディアルマ、私そういうつもりじゃ──」

「俺は、納得してはいない。お前に何かあれば、関わった奴やつらはすべて八つ裂きにする」

　ディアルマが物ぶつ騒そうな言葉を口にした直後、部屋の扉がノックされた。

　フィオナは振り返ると、「どうぞ」と答えて一度屋内へと戻る。

　扉が開かれる前に、視線をバルコニーに戻したときには、すでにディアルマの姿はなく、庭園沿いに植うえられた木の枝がわずかに揺ゆれていた。

　部屋を訪おとずれた侍じ従じゆうは、丁寧な物腰で告げる。

「どうぞ、こちらへ。殿下おふたがたがお待ちです」

　侍従に案内されるままに王宮の回廊を歩きながら、フィオナはひたすら視線をあちこちへと巡めぐらせてしまう。

　──ほんとにお城ってきらびやかなのね。ランズウッドがこんなに裕福だったなんて知らなかった。

　フィオナの故郷の耕こう地ちに適していない土ど壌じように暮らす村の人々は、厳きびしい環境に耐たえうる芋いもや麦だけを植えて細々と暮らしていた。

　凶きよう作さくの年には、日々口にするものも満足にない困こん窮きゆうから、禁断の森へ入る者もいた。

　そうした者はうまく獲え物ものを手にして帰ることもあれば、それきり戻ってこないことも多かった。

　同じ国のなかだとは思えない光景を目にしながら、フィオナは履き慣なれない貴婦人用の靴でなんとか侍従についていく。

　真まっ白しろに磨みがき上げられた大理石の敷しかれた王宮の廊ろう下かがまばゆく感じられて、フィオナは天井へ視線を向けた。

　そこには細かく彫ほられたレリーフが長々とつづいている。

　かつてこの王城に聖獣を招くために、王がいかなる冒険を重ねてきたのかが表されていた。

　──ふぅん？

　最初に抱いた疑問は、レリーフが時系列なのだとすれば、まるで聖獣との出会いが何度もあったように描かれていることだ。

　聖獣の姿は馬に酷こく似じしているが、雲や雷かみなりを従えて描かれていたりするため、全身ははっきりと見えない。

　──でも、何より王様の姿が微妙に違う、ような？

　これまで国王に興味を持ったこともなかっただけに、フィオナにはいまだに自分が王城にいること自体信じられない。

　だからこそ、この国に伝わる建国神話にあまり関心をもったことはなかった。

　──なんだか、単に緊張してるっていうのとも違う。……この国の王族がどんな人たちなのかなんて、これまで考えないようにしてきたのかも……。

　王子ふたりと謁えつ見けんすることになる広間の前に立ち、心の底がぴりっとする。

　自分が生まれ育った村にあった、恐ろしい因いん習しゆう。

　森でディアルマに拾われて、引きあわされたミアウルフに告げられた言葉を、フィオナは何度も考えてきた。

　自分を捨てたのは親だ。

　だがそうさせるだけの環境があの村にはあった。

　周囲の圧力があったから、両親はそれに逆らえなかった。

　村のなかでもとりわけ貧まずしく、幼子が多いフィオナの家は家族を養やしなうために、必要とされる生いけ贄にえを差し出すほかなかったのだ。

「貧しい村があるのは、誰が悪いの？」

　拾われてから、ひとつ屋根の下で暮らし始めたミアウルフに、フィオナは問いかけずにはいられなかった。

　普段は饒じよう舌ぜつで辛口なミアウルフだが、沈ちん黙もくのあと重苦しい口調で答える。

「まだ、お前には理解できないかもしれんが……誰かひとりが悪いわけではない。状況を変えるとすれば、この国のあり方が変わらなければならんだろう……物語みたいな勇者を期待するぐらいなら、為い政せい者しや……王家が動くほうが現実的だ」

「…………王家」

　幼い頃は、言われた言葉の意味を半分も理解できていなかった。

　それでもミアウルフの言葉に、自分の親が悪いのではないと、自分がいらない子だから捨てられたのではないと思えた気がして、フィオナは少しだけ気持ちが軽くなった。

　──王家が悪いって思っていれば、気が済んでいたのかもしれない。

　それ以来、フィオナはミアウルフの書棚を眺めることがあっても、自国の歴史にまつわる事柄を避けるようにしてきた。

　王家について知りたいと思う半面、彼らに罪があるのかないのかを知るのが怖かったのかもしれない。

　──まさか、王族当人たちが森に現れるなんて思ってもみなかったけど。

　こうして目の前に姿があれば、自分が顔も知らない人間に、やみくもに責任を押しつけようとしていたのだとわかる。

　自分の気持ちを整理できないまま、フィオナの目の前の扉が開かれた。

　そこはかなりの広さがある豪ごう奢しやな接見の間だった。

　部屋の最さい奥おうの壁には天井まで届く大窓があり、広間全体に明るい光が行き届いている。

　聖獣にまつわることだからか、従じゆう者しやや衛兵は廊下に置かれ、人払いがされているようだ。

　室内に置かれている飴あめ色いろをした革かわ張ばりの椅い子すには、先ほど湯ゆ殿どので遠えん慮りよのないやりとりを交わしたばかりのロイドが、衣装を改めて座っていた。

　銀ぎん糸しの縫ぬい取りがされた天鵞絨ビロードの上衣に、しなやかな革の長靴を履いた足を優ゆう雅がに組んでいる。

　その隣の椅子に座るジェレミーは、衝しよう撃げきを受けたように立ちあがっていた。

「まさかミアウルフ殿は……女の子……だったのか？」

「私、一度も自分から男だなんていった覚えは……」

　自分を湯殿に放りこんだロイドもそうだったが、そうまですんなり少年だと思いこまれるのも複雑だ。

　不本意のあまり、つぶやきも恨うらみがましくなってしまう。

　しかしいまのフィオナは、どこから見ても立派な淑しゆく女じよだろう。

　何しろ王宮の侍女たちが数人がかりで着つけてくれたドレスは、首筋が綺麗に見えるレースが縫い取られたもので、きつくしぼられた腰まわりからボリュームのあるシルクのスカートが重ねられている。

　これまでフィオナが目にしたことがある、ミアウルフの上客の貴族や富ふ豪ごうでも身に着けていないような品だ。

「ミアウルフ殿の名は、フィオナというそうだ」

　端的にそれだけを口にしたロイドは、フィオナが『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』ではないことをやはり黙だまっていてくれるようだ。

　するとジェレミーは、どこかわくわくした子供っぽい表情で、フィオナに興きよう味み津しん々しんの視線を注ぐ。

　しかしすぐに真顔になり、あれ？　というように首を傾げた。

「……あれだよな。伝説の聖獣医ホーリーメイカーが女医だったことも驚おどろきだけど、そもそもかなり年齢も若いような……伝説っていうからには、もっと年かさなのかと思ってたんだが……」

　最初に気づくべきところに今頃思い至いたったらしいジェレミーに、ロイドがぼそりと顔を背そむけてつぶやく。

「兄上のくせに、そんなところに気づくなんて──」

　フィオナは思い切り背筋を伸ばして威厳が出るようにと、顎をわずかに引く。

「ジェレミー様、私の年齢が見た目通りだとでも？　女性の年齢を気にするなんてはしたないことです。私はとっくのとうに一人前を通り過ぎてしまっていますわ。『伝説』とまでいわれるのだから、見た目のままのはずがないでしょう？」

　笑わせる、とばかりに堂々と言い放ったものの、さすがに無理があることはフィオナも承知なのでまっすぐジェレミーを見ることができない。

「そうか、なるほどな！　伝説の聖獣医ホーリーメイカーってのは、すごいんだな。まるで昔いたという魔女みたいだ」

　非常に楽しげな声で納得されてしまい、フィオナはもはやあと戻りはできないと腹をくくる。

　片手で目元を覆っているロイドの嘆なげきはともかく、フィオナはジェレミーの素直さに救われたのだ。

　しかしホッとして顔をあげたのもつかの間、思わぬものを真正面の大きな窓に見つけてぎょっとする。

「あっ……あの、えぇと。少し、お待ちください」

　フィオナは王子たちふたりの前を横切ると、そのまま大きな窓を開けにかかる。

「「？」」

　何をするつもりなのかと、ロイドとジェレミーは不ふ審しんげだったが、フィオナが開けた窓の外を見ようと立ち上がった。

「一体、何を？」

　興味を引かれたのか、ジェレミーが大おお股またで踏み出したときだった。

　テラスに立ったフィオナのそばで、地響きが起きる。

　重たいものが落下してぶつかる衝撃に、周囲にもうもうと煙けむりがあがった。

　大きな窓は硝子ガラスが割れて落ち、吹き荒れた突とつ風ぷうが渦うず巻まいている。

「なん、だ!?」

　とっさにロイドの前に立ったジェレミーは、腕で己の目元をかばいつつ視線を凝こらす。

　そこに立っているのは、全身黒ずくめの衣装に身を包んだひとりの青年だ。

　黒髪の下からのぞいているのは、色の濃こい金の瞳。

　だがその瞳どう孔こうは明らかに人のものではなく、明るい空の下できゅっと引き絞しぼられ細く見える。

　窓に駆け寄っていたフィオナは、しかし傷つくこともなく、すっぽりと青年の腕に抱き上げられていた。
















「ディアルマ……こんなところまで押しかけて」

　王族の前で無茶な振る舞いをすれば、その身を追われるかもしれない。

　不安になるフィオナをディアルマはそっと下ろすと、手を取りその場から連れ去ろうとする。

「帰ろう。こんな場所はフィオナのいる場所じゃない」

「ちょっ、駄だ目めだってば。さっき話したでしょう？　……いまから大事な話をするところなの、絶対に帰らないってば」

　再び室内に戻るため、フィオナが強引にディアルマの手を離そうとしたときだった。

　ディアルマが激しく降り立ったときの衝撃でテラスの床が崩くずれ、ふたりの体が大きく傾く。

「きゃっ！」

　ディアルマの人型の影が、突とつ如じよ霧きりのように形を膨ふくらませ変化した。

　すかさずフィオナの体の下へもぐりこみ、崩れる足場を蹴けりつけて、器用に王宮の広間へと着地する。

　乗り慣なれたディアルマの背にしがみつくようにして、フィオナはほっと胸を撫なで下ろした。

「び、びっくりした……駄目じゃないディアルマ。床をこんな──」

「お前を連れ帰ろうと思って人の格好できたが、つい力みすぎたんだ」

　きまりの悪そうなディアルマに苦笑して、フィオナははっと顔をあげた。

　ロージェス大陸ではめったに目にすることができない生き物だけに、ふたりの王子は目を見張っている。

　明るい日差しが注そそぐなか、艶光りする毛並みに浮かび上がる豹ひよう紋もんまでもが見て取れた。

　森で見たときと違い、はっきりと人前に姿を現したディアルマは、フィオナの体をゆうに覆い尽くして余るほど大きく、ただの獣でない力を持つのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「そういや、初めて目にした聖獣はこの黒豹だったな」

　見み惚とれるように、どこか子供っぽい期待を滲にじませた表情でジェレミーが口にする。

　ロイドは警戒を解かず、じっと視線を据えていた。

　そんな王子ふたりを威嚇するように、ディアルマは広間の空気を震わす咆ほう哮こうを響きわたらせる。

　するとカタカタと異様な物音が起き、崩れ落ちたテラスの瓦礫がれきや割れた硝子が、不規則に浮き上がる。

「聖獣には、こんな力が……？」

　茫ぼう然ぜんとつぶやくロイドの背後で、突然の音と騒さわぎに、広間の入り口には衛兵と侍従が駆けつけた。

　王宮の、しかも王子たちがいる部屋での異変ともなれば当たり前のことだ。

　フィオナがディアルマを案じてその首を抱き寄せると、ロイドが再度人払いを徹底するよう指示を出した。

「……やはり聖獣は特殊な力があるんだな」

「しかも人の姿になれるなんて、初めて知った」

　感激したようすで、近寄ろうと足を踏み出したジェレミーに、ディアルマが激しく牙きばをむく。

「気をつけて。ディアルマは気むずかしいの」

　さすがに王族に危害を加えれば、聖獣であってもディアルマがただでは済まないとわかるだけに、フィオナは腕をあげて動きを制する。

　ディアルマの力に畏い敬けいとも言うべき表情を浮かべている王子ふたりを前にして、フィオナはそっと前に進み出る。

「聖獣はとても誇ほこり高くて、力の強い生き物よ。だからスレイプニルが姿を見せない理由がなんなのか調べたいんです。病気だというのなら、きちんとした治療が必要だわ」

　少しでも迷いが表に出ないよう、フィオナは努つとめて硬い口調で告げる。

　ロイドに言われた通り、伝説の聖獣医ホーリーメイカーらしい威厳を感じさせることで、ジェレミーに自分がミアウルフだと信じさせなければならないのだ。

　──ひょっとして、ディアルマがこのタイミングできてくれたのって……私としては、むしろ助かっちゃったのかも……？

　ディアルマがこうして姿をあらわし、なおかつ力まで発はつ揮きしてくれたおかげで、改めて聖獣の力を目にしたふたりのフィオナを見る目は明らかに変わったからだ。

　事情を知らないジェレミーはもちろん、フィオナがミアウルフではないと承知のロイドですらもだった。

　連れ戻す気であらわれたのに、明らかに自分の存在が逆効果を与えてしまったと気づいたのか、ディアルマは逆立てていた毛をしおしおとさせうなだれている。

「なんてこった。俺としたことが……」

　ショックを受けた上に、フィオナの説得は無理だと悟ったのか、ディアルマは壊こわれたままの窓枠を蹴ると、そのまま外へ飛び出していってしまう。

　二階の高さなどものともせず、植えられている木々の枝を駆けていく姿はまるで飛んでいるようだ。

　フィオナはその背を見送って「ごめんね、ディアルマ」と内心つぶやいた。

　部屋の惨さん状じようをどう詫わびたものかと、王子たちを振り返ろうとしたときだった。

　突然ジェレミーに腕を引かれて「ふぎゃうッ」と悲鳴がもれる。

　だがジェレミーはフィオナの驚きにも構わず、肩に回した腕で体を引き寄せた。

「フィオナはすごいな！　そんな細っこい体で聖獣と通じあえてるなんて！　やっぱり伝説だっていわれるだけある」

　興奮気味に口にするジェレミーの声ははずみ、そのままフィオナの腰をひょいと抱き上げると、まるで子供にするように頭を撫でる。

　おまけにクルクルと回り始めるに至って、フィオナの顔は引きつった。

「……っ、や！　やめ……て!!　離してったら」

　必死にもがいてジェレミーの腕から逃れたフィオナは、ぽんと床に飛び降りると転がるようにして距離をとる。

　そして、先ほどのディアルマ以上に警戒心をむき出しにして、髪の毛を逆立てそうになった。

　フーフーと息をもらすフィオナに、ジェレミーとロイドはあっけに取られている。

　幼い頃から森で暮らしてきただけに、危険な野生動物と遭そう遇ぐうしたときなど、ついつい己も獣のように張りあい、唸り返したり威嚇を試みてしまうのだ。

「もはや、どっちが獣かわからんな」

「えぇーと、その……俺がいきなりで悪かった。なんていうかフィオナは、思いきり撫でたりしちゃ、いけない生き物だったんだな」

「相手が誰であれ、女性を突然撫でたりするなど失礼の極きわみだ」

　一体いくつになったんだと、ロイドはやや軽けい蔑べつ気味の視線でジェレミーを憐あわれむ。

　少しずつ呼吸が落ち着いてきたフィオナは、不思議な感覚に囚とらわれていた。

　日頃と違って頭がぐらついてふわふわするのは、ジェレミーがくったくなく触れて撫で回した手の感触のせいだろうか。

　恐怖と怒りがやわらぐと共に、胃いのあたりがこそばゆいような不可解な浮遊感に、フィオナはひどく戸と惑まどった。

　騒動を冷ややかに見ていたロイドが、目を厳しく細めて言い放つ。

「確かに、君が聖獣と近く暮らしてきて我々より彼らに詳しいのは事実のようだ」

「何しろ伝説の聖獣医ホーリーメイカー様だからな」

　事情を知らないジェレミーの隣で、ロイドはフィオナの秘密を胸に抱えたまま告げた。

「ミアウルフ殿の報ほう酬しゆうについては、診しん察さつの結果がすべてだ。いまから聖獣と接見する機会が与えられるが、本来なら王族以外のものが近づくことは考えられない。まずはスレイプニルが姿を現すかどうかだ」

　フィオナは神しん妙みような顔つきで深くうなずく。

「もちろん。聖獣医ホーリーメイカーとしての仕事を果たした暁あかつきには、そのお約束をお忘れないよう」

　決意を変えるつもりはないフィオナは、ロイドとジェレミーのふたりの顔をそれぞれに見て、「ぜひ、スレイプニルに会わせてください」と口にした。
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　聖せい獣じゆうがいる場所へと向かう前に、フィオナはいくつか用意してもらいたいものを告げておいた。

　城へ連れてこられたときに身に着けていた衣服には、いくつか治ち療りように使える道具が仕込まれていたが、それだけでは足りないのだ。

　準備ができるまでの間、フィオナは小部屋で待たされることになった。

　王子たちがいた広間はテラス周辺が大だい惨さん事じとなってしまったため、廊ろう下かを慌あわただしく片付けの人が行き交かう気配がある。

　ひとりになったフィオナは、ひとまず治療に取りかからせてもらえることになり、大きく安あん堵どの息をつく。

　──良かった、ロイド様が黙だまっていてくれて。これであとは私がちゃんとスレイプニルを治療できたなら、何よりよね。

　ロイドは言葉はきついが、自分の言葉には責任を持つ人物だと思える。

　ただ騙だますような形のままジェレミーと接していることは、フィオナの気を重くした。

　椅い子すにもたれかかると、天てん井じようを見あげて肩を落とす。

「ジェレミー様もそうだけど、私ディアルマにも謝あやまらないと……」

　偶ぐう然ぜんだったとはいえ、あの場でディアルマの力を誇こ示じするようなことになり、当人にとっては不本意極きわまる事態だったはずだ。

　せめて気配ぐらいわからないだろうかと、フィオナは窓辺に近づくと庭へ視線を巡めぐらせて思い出す。

　──そうだった。もともと王城の敷地に入るにも、スレイプニルの結界みたいなものに邪魔をされて苦労したっていってたもの……このまま実際に聖獣のそばにいくなんて、ディアルマには大変なことなのかも。

　自分のわがままにつきあわせている自覚があるフィオナは、ディアルマに負ふ担たんになることをさせたいわけではなかったと、後こう悔かいのため息をもらす。

　考え事に没ぼつ頭とうしていたフィオナは、部屋の扉とびらの前がざわめく気配に気づいて顔をあげた。

　すると何のうかがいもなしに、突然扉がバーンと開け放たれた。

「こんな場所なの……？　聖獣医ホーリーメイカーを名乗る者はシランにもおりましたけど、身元の怪あやしげな者が多いのです。私が確かめておきますわ」

　鋭するどい口調でまくしたてながら現れたのは、大だい理り石せきで作られた薔ば薇らのような貴婦人だった。

　抜けるように白い肌と、みがき抜かれた美び貌ぼう。

　玲れい瓏ろうたる美しさではあるが、棘とげと毒をはらむような敵意を振りまいている。

　つかつかと足早に近づいてきたかと思うと、フィオナを一いち瞥べつしてから部屋を見渡した。

「……あの……？」

「『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』とやらが招かれたと聞きましたわ、どこにいらしているの？」

　深い菫すみれ色の瞳に睨にらまれ、フィオナは体を引きかけたがなんとか踏ふみとどまる。

　ちらっと入り口に視線をやると、あとを追いかけてきたらしき侍じ女じよが「ランズウッドの王妃リランメリ様であらせられます」と来客の身元を告げた。

　──王妃……ってことは、ジェレミー様かロイド様の母親ってこと？

　驚きのあまり言葉のでないフィオナの前で、王妃は苛いら立だつようにドレスの裾すそを引いて空あいている椅子に腰掛けた。

　王妃が身に着けている衣装は、フィオナが初めて目にするものだ。

　腰を締めつける形ではなく、細身の体に沿そうように色違いの薄うす絹ぎぬが重ねられ、襟えり元もとは合わせるようになっている。

　腰高に巻かれた織りの帯に、複雑な綾あや紐ひもと玉を連ねた飾りが巻きつけられていた。

　さほど年かさという容姿でもなく、結ゆわえた艶つやのある黒髪には金粉を散ちらした玉の櫛くしが刺ささっていた。

　リランメリは、手にした扇おうぎをさっとひらくと、口元にあて眉まゆをひそめる。

「ひょっとして……貴女あなたがその聖獣医ホーリーメイカーだなんてことは」

「えぇっと……その、まさかのそうです」

　答えるフィオナの声が尻しりすぼみになる。

　まだ年の近そうな王子ふたりは会話もしやすかったのだと、思い知らされた気分だった。

　何しろリランメリはフィオナを軽けい蔑べつするような、あからさまな疑うたがいの視線を向けており、どこまでも気高い貴婦人といった空気をまとっている。

　しばらくフィオナを検けん分ぶんしたあと、リランメリはようやく扇を口元から離した。

「よろしいですわ。この国には聖獣医ホーリーメイカーが少ないと聞きますもの。何より、いまは聖獣にロイドを認めていただかねば話になりません」

　当然とばかりに言い切る言葉から、どうやらリランメリはロイドの母親にあたるらしい。フィオナはぴんときた。

　──そうよね、王子がふたりで継けい承しよう者しやが決まっていないってことは、必死になる周囲の人間には母親も含まれるんだわ。……にしても、この方は……。

「血統からいっても、王位にふさわしいのが誰であるかなど明白な事実ですのに、この国の者たちは浅はかで愚ぐ鈍どんでもどかしい限りよ」

　暗にジェレミーを貶おとしめているのだとわかる言葉は、まださほどふたりと親しくないフィオナが聞いても嫌な気持ちになる。

　ロイド自身も、ジェレミーと仲良くするつもりはなさそうだったが、目の前の王妃のように、毛嫌いする感情を抱いているわけでもないようだ。

「ともかく、貴女も聖獣医ホーリーメイカーとして我が国の未来に関わるのであれば、自分にとってなにが正解であるかを、よーく考えてなさることね」

　そう居い丈たけ高だかに言い放つと、王妃は来たときと同じく唐とう突とつに衣装の裾を引いて部屋を出ていく。

　残されたフィオナは、ただただ啞あ然ぜんとしつつ閉じられた扉を見つめた。

「王城って……恐ろしいところだ」

　湯ゆ殿どので対たい峙じしたロイドの鋭するどい言葉や態度の根こん拠きよとその理由が、少しだけわかった気がしてフィオナはため息をついた。

　嵐のような王妃が姿を消してから、さほど待たされることなく、今度は正式に迎えの従じゆう者しやが現れた。

「ジェレミー様もロイド様も、外でお待ちです」

　フィオナが頼んだものの支し度たくもすでに済んだらしい。

　師し匠しようの名を騙かたり噓うそをついている以上、心が晴れることはなかったが、せめて聖獣を診みることで挽ばん回かいせねばと決意してフィオナは部屋を出た。

　本城から出てジェレミーやロイドと合流すると、屋外へ通じる回かい廊ろうをいくつか渡って進んでいく。

　まったくひと気けがないところを見ると、公おおやけの通路ではないようだ。

　国に恩おん恵けいを授けてきたと伝えられる聖獣だけに、フィオナは王城の敷地に神しん殿でんか、祭さい壇だんが設けられているのだと思っていた。

　フィオナが生まれ育った村には、粗そ末まつではあったが祭壇があったからだ。

　村人はことあるごとに供そなえ物をし、聖獣と共に自分たちも飢うえぬよう、満ち足りるよう畏おそれながらも願いをかけるのだ。

　王城のなかの広い敷地には、庭師の手によって迷路のように手入れされた、立派な庭園がひろがっていた。

「この場所に、スレイプニルが？」

　本城から離れた思わぬ場所に、フィオナは周囲を見渡す。

　神殿や祭壇があるわけでもなく、大人の背せ丈たけよりもずっと高さのある庭木の奥は、光が入らずどこか薄暗く見える。

　すると心配するなというように、ジェレミーがぽんと肩を叩いてきた。

「スレイプニルは普段人目に触れることを嫌う。その姿を目にできるのは、基本的に王族だけだと聞いているんだが……俺たちも、まだ実物とは会えていない」

「でも、治療が必要だってことは具合が悪いことはわかってるんでしょう？　だから師匠を──私を呼びにきたのだとばっかり」

　森で話を聞かされたあとも不思議だったフィオナにジェレミーは、国王崩ほう御ぎよのあとにスレイプニルが現れてすぐ、暴れて逃げ出したことを聞かせた。

「その後、城へ戻ってきた姿を目撃されてるんだが、足どりが怪しくて、そのまま姿を隠かくしてしまったらしい」

　教えてくれたロイドも、ジェレミーと同じくスレイプニルの現状を確認できてはいないようだ。

「聖獣はランズウッドに長らく恵めぐみを与えてきたが、国王との距離は在位の期間それぞれに違ったとも聞く。交かわされる言葉も約束も、玉座に座った王と聖獣の間だけのことになるそうだ」

「そう……王族と誓せい約やくをする聖獣っていうのは、特別な決まりがありそうね」

　これまでフィオナが師匠であるミアウルフと治療に同行した際、目にしてきた聖獣にはそこまで長く生きて人間と関係を築いていたものはいない。

　貴族や資産家と交わされる聖獣の契約は、互いの利り益えきを優先に交わされる仕事のひとつのようでもある。

　どうやら王族と関わってきたスレイプニルという聖獣は、ひどく気き難むずかしいようだ。

　情報を与えられつつ、フィオナはふたりの王子について、迷路のようになっている庭木の角を曲がっては進んでいく。

　──この道すごく複雑だけど、ジェレミー様もロイド様も迷わず方向を選んでるみたい。王族だけがわかっている秘密の迷路なの？

　不ふ思し議ぎに思いつつ注意して見ていると、ふたりの王子の足が進むにつれて、植木自体がざわりと揺ゆれては並び方を変えていく。

　──違う。ふたりが正しい道を選んで歩いてるんじゃない。木のほうが道を作っていってる……。

　王族と誓約する聖獣がいる場所。

　ここには確かに、王族の存在のみに反応する力が働いているようだ。

　それもまた、聖獣であるスレイプニルの力によるものなのかもしれないとフィオナは感じ取る。

　やがてふたりの王子の前で木々がざっと揺れ、形を変えると、茨いばらが絡からみあった複雑な装飾の柵さくが現れた。

　どうやらここがスレイプニルの居場所らしい。

　ディアルマと同じく、聖獣が持つ独特の気配がここにはあった。

　──不思議。ここにいるのはディアルマとは違う聖獣なのに、周囲の空気が澄すんでいく気配がある……似ているけどでも、これはもっと気配が強い。それにすごく頑かたくなな印象がある。……この茨は絶対にほどけない。そんな気がする。

　道を進むことはできたが、目の前の茨の柵は来訪者を拒こばんでいるように見えた。

「さぁ、聖獣医ホーリーメイカーとやらの腕の見せどころだ」

　ロイドの言葉に、フィオナは背筋を伸ばして、支度してきたものをさっそく並べることにした。

　ふたりの王子が見守るなか、繻しゆ子すの生地を敷いた上に大理石の台座を置くと、簡かん易いの祭壇を作りだす。

　右から順番に、琥こ珀はく、水晶、瑪め瑙のうなどの輝き石せきをいくつも並べていく。

　そこへ盃さかずきに注いだ古酒をおき、異国の珍めずらしい香こう木ぼくを蠟ろう燭そくの炎で温めた。

　──聖獣の好物っていっても、まったく姿も力も違うもの。スレイプニルの好物は見当がつかないから……こうなったらフルコースで勝負するしかないわ。お願い、どれかにつられて姿を見せて……!!

　何しろロイドはフィオナの事情を知るだけに冷ややかに見守り、ジェレミーに至っては自分を『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』だと信じきっているのだ。

　祈るような気持ちでじっと茨を見守るフィオナには、沈ちん黙もくの時間が延々つづくように感じられた。

　だが、ふいに背後から風がそよぎ、香木の香りが茨のほうへと流れる。

　すると置いてあった輝石が次々と割れ、あるものは黒ずんだ。

　ジェレミーとロイドが息を吞のむのが伝わる。誰もが緊張して言葉を発することができぬまま状況を見守った。

　やがて少しずつ、茨がその茎くきをうごめかすと、ゆるゆると形を変えていく。

　決して中心を見せなかった茨の塊かたまりが、まるで蕾つぼみがゆるむように広がり始めた。

　多くの緑に囲まれてやや薄暗かった空間に、淡あわく白い光が満ちる。

　円形に囲った柵の中央から茨が消えると、そこには見たことがない白銀の毛並みを持つ馬が座りこんでいた。

　目の前の神秘的な光景に、フィオナはただ息を詰つめる。

　白銀の馬は、ゆっくりともたげた首をまっすぐにこちらに向けた。

　鼻筋に沿ってある青白い水晶のような瞳が、複雑な光を宿やどして輝く。

　ブルッと勢いよく息を吐はき、立ち上がったその足取りは複雑で不安定だ。

　明らかに普通の馬と違う特徴は、前後に四本ずつ、全部で八本もの脚があることだ。

　筋肉質な体を支えるがっしりとした八本の脚は、銀細工のように輝く蹄ひづめを持ち、地を踏ふみ鳴らす。

　ガツガツガツッ……まるで幾いく頭とうもの馬が走るような、迫力ある蹄の音が周囲に響いた。

　雪を思わせるまばゆいほどの馬体は、背せが高いジェレミーの頭の位置を余裕で超えるほどの巨体だ。

「すごい、レリーフで見たのって……聖獣の力を描いたものじゃなかったんだ」

　壁の彫ちよう刻こくを見たフィオナは、スレイプニルの多くの脚は、その力を抽象化して描かれたものだと思っていた。

　実際に目にするスレイプニルは、想像の何十倍も力強く荘そう厳ごんで美しい。

　後ろにいるジェレミーやロイドも、息を吞んで見守っているのがわかる。

「……なんて気高くて、綺き麗れいな馬なんだ」

「馬じゃない、聖獣だ。神の馬なんだぞ、当然だろう」

　ともすれば、夢ゆめ心地ごこちになりそうな光景を前に、ふたりは必死に冷静を保たもとうとしている。

　それでなくても自国の聖獣と相あい対たいするのが初めてなのだ。

　だがフィオナには、スレイプニルがとても不ふ機き嫌げんそうだという気配が伝わってきた。

　目の前にした人間すべてを、威い嚇かくし睥へい睨げいしている。

　水晶のような瞳の中心には、怒いかりとも言うべき感情が燃えていた。

　相手の真意を推おし量はかろうと、フィオナはスレイプニルと向き合ってみる。

「お願い。貴方あなたと話がしたいの。突然邪魔をしたから……怒おこってるのね」

　そこにはディアルマとはまったく違う、こちらが打ちひしがれそうになる強い拒絶だけがあった。

　近づくこともままならない状態のなか、状況のわからない王子たちは身を乗り出す。

「スレイプニルは、病やまいか怪け我がか……」

　緊張に耐たえきれないようすで、ジェレミーが声をかける。

「わからないわ。まだ……何も……」

　フィオナの言葉に、そばに立つロイドが眉をひそめる。

「聖獣について、詳くわしいんだろう。結果を出せ」

　たきつけるような言葉に、フィオナの心は焦あせっていく。

「聖獣はこれまでにも診てきたけど、王家と誓約している聖獣を診るなんて初めてだもの」

　言葉に噓はなく、それだけに不安が頭をもたげる。

　するとジェレミーが丁てい寧ねいに教えてくれた。

「王家と誓約してるといっても、本来はスレイプニルが人前に姿をあらわすことはめったにない。王座にある者だけがその言葉を聞き、力を引き出すことができる……らしい」

　口にした本人も、かなり自信なさげな口調にフィオナは黙ってうなずく。

　──つまり、王様だけが聖獣と近い存在ってことね。ジェレミーもロイドもまだ王子だから、スレイプニルと通じ合えるわけじゃない。

「まずは、具合を診せて」

　スレイプニルに近づこうとフィオナが一歩踏み出すと、地鳴りのような音を立てて、八つの蹄が踏み鳴らされた。

「危ない!!　こいつは気が荒らいんだ」

　ジェレミーの腕に腰を抱えられ、フィオナは後ろに引き戻される。

　互いの息が触れるようなその距離に、フィオナは混乱して足をばたつかせると、相手の腕から飛び降りる。

　だがスレイプニルはさらに怒りをあらわに、ジェレミーに向かっていななくと柵のなかで前脚を振り上げた。

　その大きな蹄は柵を越え、迫ってくる。

「……くっ！」

　身を低くして横へ転がったジェレミーを蹴り損そこなった蹄は、ドゥッと音を立てて地面に深い足跡を残した。

　王家と誓約しているはずの聖獣の乱暴な行為にフィオナは啞然としたが、ロイドの苛いら立だち交じりの冷めた視線に気づく。

　──ロイド様の母上のリランメリ様は、絶対に自分の息子むすこが王座に即つくって信じてた。

　でも、ロイド様自身は？　やっぱり、ジェレミー様を邪魔に思ってるのかしら。

　どちらの王子もまるでスレイプニルに近づける気配がないなか、フィオナはどちらが国王として選ばれるのか見当もつかない。

　──どっちの王子にっていうより、スレイプニルは誰にも心を開いてない。実際の顔合わせが初なんだとしても……これじゃまともに話ができるのかも……。

　フィオナは慎しん重ちように距離を測りつつ、スレイプニルに問いかけた。

「具合が悪いんでしょう？　でなければ馬の姿に近い聖獣の貴方が、さっきみたいに人前で座りこむはずはないもの」

　聖獣でなく普通の馬であっても、人前で脚を折って休むのは無防備なことであり、ひんぱんに見せる姿ではない。

　それが王族としか接さない、気き位ぐらいの高い聖獣ともなればなおさらだ。

　──いまのスレイプニルがここにいる理由も、すべてを自分から遠ざけるために逃げこんでるみたい。

　語りかけるフィオナを見返す瞳は、硬い光を宿している。

　高貴さと孤こ高こう、矜きよう持じの高さは、これまでミアウルフが相手にしてきた聖獣とは、一線を画かくしていた。

　だが治療ができなければ、フィオナの目的は果たされない。

「お願い、貴方は病気かもしれないの。だから私に確認させて──」

　せめて首筋に触れ、胸部の音を聞くことはできないかと、フィオナが再度踏みだそうとしたときだった。

「待て、俺が先にいく」

　先ほどのスレイプニルの気の荒らさに用心しているのだろう。

　フィオナはジェレミーがかばうように前に出ようとする脇わきをかいくぐってスレイプニルに近づく。

　茨がわずかに絡みつく柵に、手が触れようとした途と端たん。

　大地が鳴めい動どうし、激しく空が鳴る。

　爆発に似た衝撃に襲われ、フィオナとジェレミーは後ろにとばされ、ロイドも両腕をあげて顔や首をかばった。

「痴しれ者らが!!　分ぶもわきまえず、愚おろかな行いを悔くいるがいい」

　さらに一部の木々が炎ほのおをあげ、周囲には焦こげ臭くさい匂いが立ち上る。

　どうやらスレイプニルは、天候すら自由に操れるようだ。雷らい雲うんがたちこめる下で、フィオナもふたりの王子も言葉を失った。

　苛立ちを抑えきれぬように、たてがみを振りたたせると、スレイプニルは自みずから茨の柵のなかから歩み出る。

　ズシンと大地の振動すら感じられる巨体とがっしりした蹄の迫力に、フィオナは地面に座りこみ動くことができなかった。

　その眼がん前ぜんに、氷のような相そう貌ぼうがゆっくりと迫ってくる。

「いいか、小こ娘むすめ。そなたのようなものが、己おのれのうぬぼれのままに聖獣を……王家と誓約を交わす私に触れようなどおこがましい。噓うそで塗ぬり固めたうえ浅はかな真似事をして、恥はずかしいとは思わぬか？」

　落ち着いた声こわ音ねはフィオナだけが聞き取れるものだったが、スレイプニルがフィオナの噓をも見抜いていることに驚かされる。

　──どうして!?　まさかスレイプニルは師匠のことを知ってる……？　だから私が本物じゃないって……。

　動どう　よう揺ようのあまり視線を揺らしたフィオナは、スレイプニルから目を逸そらしてしまった。

　──仕方ないじゃない……私は何も持ってないんだもの。身分も、財産も、能力も……。

　いいわけがましいと、自分でもわかっている。

　何より、能力が足りないのは自分のせいだ。

　ミアウルフの近くで長く過ごしてきた間に、その医術の中身や技術をもっと真しん摯しに学ぶべきだった。

　一番みっともないのは、どんな事情であれミアウルフの名を騙かたる理由にはならないと本当はわかっていることだ。

　怒ど気きに満ちた空気のなかで、フィオナは己の情なさけなさに胸が締しめつけられる。

　──診てみればわかるかもなんて……思いつきの馬鹿な考えだったわ。

　未熟さを突きつけられたフィオナだったが、疑問も生まれる。

　──でも……スレイプニルはこんなに力強く怒りを表せるし、力も使えてる。一体、どこが悪いっていうの？

　打ちのめされたフィオナの頭上で、さらにスレイプニルは告げた。

「お前のような小娘風ふ情ぜいが、聖獣に関わろうと思わぬことだ。そう……関わることはない、私に……」

　声音に先ほどまでとは違う響きを感じて、フィオナははっと視線を戻す。

「待って、貴方のいうことは認めるわ。でも本当にどこか具合が悪いのなら、できることがあるかもしれない！」

　とっさに口をついた言葉は、心から発したものだった。

　見上げたスレイプニルには、全身を覆おおう怒りとまた違った気配が潜ひそんでいる気がしたからだ。

　それがどういったものなのか、はっきりと理解できないまま、フィオナの心には焦りばかりが生まれる。

　だがそのときには、すでにスレイプニルは茨の向こうへ戻っていこうとしていた。

　多くの脚がもつれないのが不思議だが、やがてその姿を隠すように茨が蔓つるを伸ばし始めた。

　すでに手が届かないとわかり、どうしようもなく後悔がわき上がる。

　──違う。スレイプニルはただ怒おこってるんじゃない、何か……わからないけれど、このままじゃいけないような。

　フィオナは素早く振り向くと、ジェレミーとロイドを交互に見る。

　何よりいまのようすから、自分が本当のミアウルフではないとジェレミーにも知れてしまったはずだとわかっていた。

「ごめんなさい……私──」

　するとフィオナより思い詰めたような顔で、ジェレミーが近づいてきた。

　そしてあまりに素早い動きで、がしっとフィオナの両手を握りしめる。

「!?」

「案じるな。わかってる、王家と誓約した聖獣を診るのは初めてだっていってたからな。しかもこの大きさで短気で、かなり年齢もいってるんだから頑がん固こだろう？　つまり距離を詰めるにも時間がかかるってことだ」

　うんうんとうなずきつつ、まるで馬の調教を語る口調のジェレミーに、フィオナはきょとんとしてロイドを見た。

　するとロイドもあっけにとられた表情を浮かべたあと、斜ななめ上を見あげて手を横に払う仕草をみせる。

「スレイプニルの治療も手こずりそうだが、兄上につける薬はなさそうだ」

　どうやらジェレミーは、いまだにフィオナが伝説の聖獣医ホーリーメイカーであると信じたままらしい。

　そしてロイドももはや真相を打ち明ける気はないと、お手上げ状態であることを示していた。

　がっしりしたジェレミーの手をふりほどくこともできず、フィオナは思いきり眉根を寄せる。

　──こ、こんなお人ひと好よしが国王になったりできるものなの？　それとも、王様ってのはこういう人がなるのかしら……わからない……。

　茫ぼう然ぜんとするフィオナにロイドが近づくと、「怖がってるぞ」と言いおいてジェレミーの手を離させる。

「さて、聖獣医ホーリーメイカー殿どの。お手並み拝はい見けんといったわけだが、このままではまともにスレイプニルと通じあうのも難しそうだ。伝説である貴女の手に負えないとなれば、我々に残された手はあるだろうか？」

　どうするつもりだ？　と暗に匂わされ、ロイドの冷ややかな視線に、フィオナは自分が失敗したのだと思い知る。

「待って、確かに具体的な結論は出せていません。でも、そういうことではなくて……このままじゃいけないというか、駄だ目めなんです」

　フィオナは自分でも口にするうち、胸の底にあった小石のような違和感が確信に変わる。

「駄目……というのは、どういう意味だ？」

　首を傾かしげるロイドの隣から、ジェレミーが不安そうに問いかける。

「やっぱり、スレイプニルは具合がよくないのか？　だから俺もロイドも、王族の誰も近づかせないってことか？」

　その言葉に、フィオナも再度考えこんでしまう。

　本来なら、ジェレミーかロイドのどちらかが王位に即くのだ。

　だがスレイプニルが部外者の自分だけでなく、王位に就き主になるはずの人間まで拒こばんでいる理由は、よほど具合が悪いということなのか。

　──スレイプニルが、これほど頑かたくなに周囲を寄せつけないのは、病か怪我が原因だ。私には報酬って下心が確かにあったけど、スレイプニルを傷つけたり、悪いことをするつもりはなかったのに……。

　内心で愚ぐ痴ちを浮かべて、フィオナは少しだけバツが悪くなる。

　必死にさしのべようとした手を、やみくもに拒こばまれるのは心地良くない。

　けれどそれは、これまで自分が何度も繰り返してきたことでもあるのだ。

　だからこそ周囲のすべてに疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているような、スレイプニルのようすが気になって仕方がないのかもしれない。

　だが時間が経つにつれ、再び目の前の茨が生い茂りだす。

「あぁ、駄目だな。もう見えなくなる」

　ロイドの言葉通り、スレイプニルは自らの姿を隠していく。

「いいさ、こうして姿を見られただけ大進歩だ。フィオナと一緒に時間をかければまたやり方もあるだろ」

　これ以上スレイプニルのそばにいても事態は変わらないとフィオナたちは判断し、一度王城へ引き上げることにした。





[image: ]






　フィオナたち三人の気配が迷路のような庭から遠ざかると、茨の柵のすぐ脇わきに新たな気配が生まれた。

　球面状に現れた光のなかに、くっきりと生み出されたのは黒い影だ。

　それは黒くろ豹ひようの形を作り、黄金色の瞳がぎらりと開かれると、闇やみ夜よの月のように輝く。

　その下に赤いものがひらめくと、大きな牙きばがのぞき低い唸うなり声がもれた。

「長生きした聖獣なんてのは、偏へん屈くつで手に負えねぇな」

「余よ所そ者ものが、この結界のなかにまで踏みこむとはよほどのことだな……」

　スレイプニルのつぶやくような言葉は、はなから相手と会話をする気のない響きだ。

「だが、これはお前が許したことだ。いかに俺といえど、王家の聖獣の結界にやすやすと入りこめはしない。無論、俺はお前の調子がどうであろうと関心はないがな」

　歩み寄る気はないと、ディアルマははっきり態度で示す。

　すると珍しいものを目にしたように、スレイプニルは首筋を伸ばしてディアルマと向きあった。

「なるほど、そなたがこだわっているのはあの小娘か」

　怒りのにじむ気配を隠しもせず、ディアルマは唸り声をあげる。

「……つまり、自分以外の聖獣に小娘の気が逸れていくのが大変おもしろくない、と。簡単なことだ。解決したければ、私を殺せばいい」

　静かな声音で告げたスレイプニルに、ディアルマは沈黙したままでいた。

　それが虚きよ勢せいでも、からかいでもないと理解できるからだ。

「しょせん、我々は血にあらがえない──」

　言葉尻は重苦しい空気に溶とけていくように、沈しずんで消える。

　スレイプニルの言葉に、ディアルマはふいっと首を背そむけると低くつぶやく。

「いわれなくても、わかっている。俺もお前と同じ、逃げられはしない……」

　暗く陰りを帯びた瞳をぎゅっとつむると、ディアルマは思いを断ち切るように地を蹴ってその場を去った。
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「しかし……打つ手はあるのか？　このままじゃ伝説の名が泣くぞ？」

　嫌いやみがこめられたロイドの言葉に、フィオナは歯は嚙がみする思いでキッと顔をあげる。

「……打つ手なら見つけます。実際にスレイプニルに会ってみて、あのままじゃいけないって気がしたの。報ほう酬しゆうのためだけってわけじゃないのよ。結果を出さずに謝しや礼れいをもらうつもりはないですから」

　フィオナの言葉に、ジェレミーが大きく笑顔でうなずく。

「さすがだな、患かん者じやを捨ておけないのが医師の本ほん懐かいってわけか！　難病でも必ず救うってことで伝説になったわけだ」

　どこまでもまっすぐにフィオナを信じているジェレミーに、さすがにいたたまれなくなり斜ななめ下に顔がうつむいていく。

「と……とにかく、ちゃんとスレイプニルの治ち療りようをしてから、約束通りの謝礼はいただくつもりよ」

　師し匠しようのミアウルフなら言うであろう言葉をフィオナは口にして、指を突きつける。

　断固として言い切ったものの、フィオナ自身もこれがかなり強気の暴言だとわかっていた。

「君の……臆おく病びようなくせに根こん拠きよのない自信と押しの強さ。立派なのか、単にがめついのか……その図々しさはたいしたものだがアテにはならんな」

「やれるっていう自信のあらわれよ。ここで逃げたら伝説の名が泣きます」

　口にすればするほど自分を追いこむだけだったが、いまはそうでもしなければ逃げ出したい気持ちに襲おそわれる。

　何より、あれほど周囲を拒こばんでいるスレイプニルのことが気になって仕方がないのも本当なのだ。

　──ほんとスレイプニルに看かん破ぱされた通り、私ときたらとんだ甘ちゃんだもの。このまま引き下がったら……自じ己こ嫌けん悪おで永遠にうつむく人生……。

　フィオナがうなだれていると両側から声がかけられた。

「……内容はともかく、口調とうらはらにあとずさってるぞ」

「もちろん俺たちにも責任があるんだ、協力するって！」

　朗ほがらかに声をかけてきたジェレミーはフィオナの頭上に、ポンと温かな手のひらを置いた。

　なぜか最初に触れられたほどの拒否感はなく、フィオナはその場に踏ふみとどまる。

　するとロイドが微かすかに眉まゆをひそめた。

「伝説の人物の頭を、ぽんぽん気軽に撫なでるのはいかがなものかと前にも言ったはずだが？」

「む……いけなかったか？」

　ジェレミーは気づかなかったと言いたげに、問いかけるようにフィオナを見下ろす。

　フィオナは答えに詰つまると、頭を縦に振ると見せかけて途中から横に振り、首をぐるりと回してしまった。

「ほほぅ。つまり自分にもわからない、と」

　ロイドが的確に読み取ると、フィオナはようやくうなずいてジェレミーを見あげた。

　──王族ってみんなこうなの？　……ってわけはないのよ。ロイド様を見てればわかるもの……きっとジェレミー様がおかしいんだと思うけど。それに異い母ぼ兄きよう弟だいだからかしら、外見も性格もまるでちぐはぐ……。

　自分の味方をしてくれるのはありがたいが、ここまでおおらかなジェレミーの言動は理解できないことが多い。

　むしろロイドの言葉や思考のほうが、フィオナ自身にはなじみ深いもののように思えた。

「ひとまず、私は部屋に戻る。君の力が及ばないのであれば、ほかの手段が必要だ」

　つれなく口にすると、ロイドはその場を立ち去った。

　結果を出せなかったことに失望されたようで、フィオナもそれ以上引き下がることができず、ロイドの背を見送る。

　残されたフィオナの肩をジェレミーがぽんと叩いて促うながす。

「とにかく、治療が長期化するなら宮殿に部屋を支し度たくさせないとな！」

　いそいそと歩きだすジェレミーに手を引かれたフィオナは、慌あわててそれを振り払う。

　きょとんとして振り向くジェレミーに、思いきり顔をしかめてみせた。

「十歩離れてついていくわ」

　必要以上に近づかないで欲しいと、警けい戒かい心しんもあらわに口にしたが「そうか」と笑顔で歩きだすジェレミーには、まるで通じていないようだった。

　──危ないわ。ジェレミー様って気づくと近くにいるんだもの。どこか聖獣っぽいというか、警戒がゆるむというか、油断できない。
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　王城であてがわれたのは、本城とは別べつ棟とうにある来客用の居室を主おもにした建物のようだ。

　建物には幾いく人にんもの貴族が行き交かい、さらには彼らが連れている侍じ従じゆうや使用人の姿も多くあった。

　彼らの装よそおいには、必ず黒いリボンがつけられているのが目を引く。

　しばらく眺ながめていたフィオナは、それが国王の死を悼いたみ、喪もに服す証あかしなのだと気づいた。

　ジェレミーもロイドも普通に振る舞っているように見えたが、衣服には黒い喪も章しようをつけていた。

　──そうよね。陛へい下かが亡なくなったばかりだといっていたけど、王子のふたりも辛つらいなかで役目を果たそうとしてるんだわ。……だからこそ聖せい獣じゆうは新たに国王と誓せい約やくを交わしてもいいはずなのに。

　ジェレミーとロイド、ふたりの王子と共にスレイプニルとの対面は果たせたが、このままでは両者が意思疎そ通つうできるようには思えなかった。

　ミアウルフが持っている書物には、王族が聖獣と誓約を交わす意味も記されていたはずだが、フィオナはその内容に興味を持たなかった。

　他国にもある、建国神話としての昔話なのだと簡単に思いこんでしまったのだ。

　日頃、ミアウルフと治ち療りようにあたる聖獣のほとんどが、野生のものか貴族か資産家の商家が絡からむものばかりだったこともある。

　彼等は王家の伝でん承しようがあるからこそ、それにあやかり土地の聖獣をあがめて誓約し、恵めぐみに預かろうとしているのだと思っていたのだ。

　──お金にがめつい師し匠しようだもの。同じようにがっついた金持ちばかりが周囲に集まってくるんだって納得してたんだけど。

　だが実際にスレイプニルと言葉を交わし、このランズウッド王国には王族と誓約を交わした聖獣が確かに存在しているのだと実感する。

「……でもやっぱり、誓約持ちの聖獣のことはよくわからない。もっと普段から師匠の治療を見ておけば……!!　うぅん、違うわ……目で見て技術を盗むぐらいのつもりでいればよかった」

　師匠であるミアウルフがいない状況で、聖獣の治療にあたること自体フィオナにとっては初めてのことだ。

　──それにしても、スレイプニルのあの圧倒される気配、これまで見たどの聖獣より力が強いって感じられたけど……だからこそ怪け我がをしているとか、すぐにわかる具合の悪さじゃないのが……余計気になる。本当にどこか悪かったり、命に関わるようなことだったら？

　これまでフィオナが目にしたことがある聖獣には、大怪我を負ったもの、重い病やまいに侵おかされ頭をあげることもできないものもいた。

　だがどの命も、ミアウルフの治療によって魔法のように回復したのだ。

「欲得まみれの思考で人柄と素そ行こうが最悪でも、治療の腕だけは手放しで評価できるのよね……」

　つぶやいてみて、それは少しだけフィオナの心を軽くした。

　愚おろかな自分であっても、強欲さが発ほつ端たんだったとしても、治療法が正しければスレイプニルは回復する可能性があるのだ。

　広い部屋を見渡せば、豪ごう華かな調度品に居い心地ごこちの悪さを感じる。

　役立たずのままの自分がいられる場所ではないと、思い知らされているようだ。

「そうよ、ここにいたって仕方がないわ。やることがあるんだから」

　フィオナはすくっと立ち上がると、ひとり部屋を出た。

　元来た道をなぞるように、回かい廊ろうの隅すみをひっそりと歩くうち、気になっていたことが脳のう裏りに浮かぶ。

　──スレイプニルの治療に関係しているかわからないけど……ふたりの王子がいて、しかもロイド様の母親は当然跡あと継つぎはロイド様だって、決めつけてる口調だった。

　これまで自国の王室に関心を払ってこなかっただけに、ふたりの王子についてフィオナは名前すら知らなかった。

　王城へ連れてこられたときには、王子たちに警戒するばかりだったが、いまとなってはちぐはぐな兄弟のことが気になり始めている。

　フィオナがひとりで出歩いていても、回廊ですれ違う人は誰もが気ぜわしい雰ふん囲い気きで、使用人のひとりだと思われるだけだろう。

　案あんの定じよう、誰にも呼び止められることなく、フィオナは再度本城へと向かった。

　城内を歩いていくと、頭上の木々の茂しげみから声をかけられる。

　そこにいたのは、目立たぬ黒い衣服を身に着け人の姿をしたディアルマだ。

　聖獣の姿ではひと目について厄やつ介かいだからだろう。

「ディアルマ、どこにいたの？　さっきはごめんなさい……ああなるつもりはなかったの」

　騙だまし討うちのようになってしまったあと、姿が見えなくなってしまったディアルマのことを、フィオナは心配していた。

「フィオナ。あの年寄りくさい馬は、聖獣医ホーリーメイカーなんかにどうにかされるつもりはないぞ。本気でここに居残るつもりか？」

　気配を殺しているディアルマの言葉には棘とげがあったが、フィオナは忠告を聞かぬふりをして歩き始める。

　ディアルマは軽やかに飛び降りると、後ろをついてきた。

「いいか、王城にいたってひどい目に遭ってうんざりするだけだ。ふたりの王子どもに関わるなんて、ろくなことにならん」

　心底うんざりした調子のディアルマの声に、フィオナは立ち止まる。

「私は王子のどっちのこともよく知らないし、王おう位い継けい承しようのことだってわからないけど……でも、スレイプニルの容よう態だいはなんだか気になるの」

「だから、あんな意い固こ地じな年寄り……放っておけばいいって──」

　ぼそっとつぶやくディアルマに、フィオナは首を傾かしげる。

「スレイプニルのこと、ディアルマも知ってるの？」

　王城の庭園に入っていったときにはディアルマの気配はなかったはずだと、フィオナは記憶をたどる。

「それは、あいつがここの結界の主あるじだからな。気配でわかったんだ。俺はあいつと関わる気は毛頭ないからな！」

　さらに不機嫌さをあらわにするディアルマに、フィオナは首をすくめた。

「でも、やっぱり報酬だって必要でしょう？　このまま逃げ帰ったら、師匠の罵ば詈り雑ぞう言ごんにだっていい返せなくなる。自分が役立たずで何もできないって、証明して帰るようなものだもの……それは嫌」

　──ここへ来る前は、自分で報酬を得られるようになれば、師匠にも言い返せて、みじめな気持ちにならなくていいんだって思ってた。でもいまはそれだけじゃない……。

「とにかくスレイプニルの治療に何ができるのか、確かめたいの」

　噓うそのない気持ちで強く訴うつたえかけると、背の高い青年姿のディアルマは気け圧おされたように無言で顎あごを引く。

　そのままふいと顔を逸そらしたかと思うと、木々の暗くら闇やみに姿を溶とけこませるように離れていった。

「……ディアルマ」

　これまで自分のすることに反対したことがないディアルマが、見たことがないほど厳きびしい表情と声こわ音ねで忠告する理由がわからない。

　──私、ディアルマのことだってよく知らない。助けてもらってからずっと一緒だったのに……どうして、王城だとこんなに不機嫌なの？

　森に隠れ棲すんでいた頃とは違い、外に出てみると、本当に自分が何も知らないまま生きてきたことを思い知る。

　フィオナが城内の道をでたらめに進んでいくと、前方に本城とは違う雰囲気の建物が見えてきた。

　丸木と煉れん瓦がを組み合わせた大きな建物は、用途がよくわからない。

　その裏手から、「構え！」と勇いさましい声があがると、雄お々おしい怒ど号ごうのような声があがり、フィオナはびくっと体をすくませる。

「そこで何をしている!!」

「ひッ!!　わわわ……っ」

　突とつ如じよ背後から怒ど鳴なりつけられ、悲鳴をあげながら走ったフィオナは、反射的にかがむとその場にあった石を拾った。

　石のとがった場所を指で確認しつつ振り向くと、そこには眉まゆをきりっと吊り上げた勇いさましい美少女の顔がある。

　だがその衣装は房ふさ飾かざりのある仕立ての上着と、編あみ上げた革かわ靴ぐつに膝ひざ下したを包んだ男性的な格好だった。

「え……っと……」

　──お、女の人!?

　フィオナが口にせず飲みこんだ言葉が伝わったかのように、相手の整った顔に朱しゆがのぼった。

「いいか、私はここの騎士団見習いのひとりだ!!　外部の者がこんなところまでのこのこ入りこむことは許されんぞ」

　やや低い声に、フィオナは相手が美少女ではなく、まごうことなく青年なのだと悟さとる。

　しかもその怒おこり方からすると、これまでも頻ひん繁ぱんに女性に間違われてきたのだろう。

　フィオナ自身もはなから少年だと思われていたことを思うと、複雑な気持ちはわからないでもない。

「えーと、その、仕事よ。私、殿でん下かからお役目をいただいているから……つまり──」

　必死に言葉を探しつつも、フィオナは内心激しく動どう揺ようした。

　──び……びっくりした……『王城に不ふ慣なれな使用人が迷子になっている』って察して、見逃してくれればいいのに。この、目くじら男。

　じつに己おのれに都合のいい解かい釈しやくを願いつつ、そのまま立ち去ろうとするフィオナを、青年はさらに厳しい表情でにらみつけてくる。

「殿下に？　どちらの殿下だ」

　さらに吊り上げられた目が、『お前のような小こ娘むすめが、殿下から直じき々じきに!?』と不ふ審しんさを物語っている。

「それは……どちらもよ」

　何ひとつ噓はついていないのだが、フィオナの返答に、目の前の青年はますます怒りのオーラを色いろ濃こくした。

　ぬっと手を伸ばすと、フィオナを捕つかまえてひったてるつもりらしい。

　恐ろしくなって手を払うと、そのまま勢いで走りだしてしまった。

「待て！　このっ」

　裾すその長いドレスは走りづらく、フィオナが背後に迫る青年を振り返った途と端たん、何かに衝しよう突とつした。

「がむッ!!」

　突如現れたと思った壁は、フィオナが捜している人物その一であるジェレミーだった。

「……っつつ～……」

　思い切り口のなかを嚙かんでしまったフィオナは、頰ほおを押さえつつジェレミーに目で助けを求めた。

「フレイ、どうした？　なんでフィオナがここに？」

「ジェレミー様のお知り合いですか？」

　いぶかしむ表情のまま、見習い騎士はジェレミーを前にしてかしこまる。

「そうだな。まぁ、客人というか仕事を頼んでるところだ。ひょっとして、俺に用だったのか？」

　ジェレミーの屈くつ託たくのない口調は、どこか人なつこい明るさがあった。

　しかしこの人あたりの良さこそが、フィオナをひるませる。

　つい一歩下がってうなずいたフィオナに、ジェレミーは「そうか」とうなずくとフレイに告げた。

「大丈夫だから、訓練に戻れ。俺は用が済んだら戻る」

「ジェレミー様、そのように不用意に外部の者とふたりきりになど──」

　気け色しきばむフレイに、ジェレミーは首を傾げつつフィオナを見る。

「こんな小柄な女性とふたりで、俺がどうにかされるとでも？」

　軽口を叩くジェレミーに、それでもフレイは納得したわけではないという表情で、何度も振り返りながら騎士たちのもとへ戻っていく。

　早くいけとでもいうように、ジェレミーは苦笑しながら手を振った。

　そしてあまりにも自然にフィオナの手を取ったかと思うと、迷わず歩きだす。

「ちょっ、何……どこへ!?」

　思わず手を振り払いそうになるが、ジェレミーはその気配に気づいたのかぎゅっと手を握り、笑みをみせる。

「王城に不慣れで、迷ったんじゃないか？」

　まるきり子供扱いされているようだったが、事実ここにたどり着いたのも単なる偶ぐう然ぜんにすぎず、フィオナは返す言葉もない。

「大丈夫です。ジェレミー様みたいな大きな人……見失ったりしないわ」

　実際にジェレミーに上うわ背ぜいがあるのはもちろんだが、人目を引く整った容姿や、身にまとう空気が周囲の意識を引き寄せる。

　──なんていうか、この人。まさに『王子様』って感じなのよね……歴史書のっていうより物語の……お姫様と出会ったり、怪物を倒したりするほうの。

　そう考えて、フィオナは己の幼い妄もう想そうから我に返る。

　──馬鹿なことを考えてる。王子様って感じじゃなくて、王子なのよ。ロイド様のときと同じで接し方なんてわからないけど。聞きたいことを確かめなくちゃ。

　どこへ向かうつもりなのかと思ったが、ジェレミーが連れていってくれたのは、騎士団の訓練場からほど近い、屋外の東あずま屋やだった。

　正方形のこぢんまりとした建物は、中央に小さなテーブルがあり、それを囲むようにベンチがあった。

　大だい理り石せきで作られたベンチを勧すすめられフィオナが座ると、その隣にジェレミーが腰を下ろそうとする。

　途と端たんにフィオナは勢いよく立ち上がり、ジェレミーと対角線上にあるもっとも離れた位置へいざるように逃げる。

「お、おい……？」

　ジェレミーからすると、フィオナの振る舞いは挙きよ動どう不ふ審しんでしかないだろう。

　それでも不快さや苛いら立だちをまったく見せないところは、王宮育ちの王族ならではの並なみ外はずれた忍にん耐たい力なのかもしれなかった。

　とにかく、ジェレミー様はお人ひと好よしで、やたらと距離を詰めてくるけど、こういう人ほど油断すると危ないって師匠もいってた。えぇと、何か身を守るものって……。

　フィオナはこみあげる緊張を持て余したあげく、自分の衣装の肩口に複雑に結ばれている黒いリボンに気がついた。

　結び目をなんとかくずして勢いよくほどくと、それを中央にあるテーブルの上に置く。

　自分とジェレミーの間に、伸ばしておいたリボンをビシッと指さした。

「いい！　いまから絶対にこっち側に入ってこないでください。何があっても、指一本、髪の毛ひと筋近づいたら……っ」

「近づいたら？」

　黒いリボンに指先が触れそうな位置に手をつき、身を乗り出すジェレミーはいまにも笑いだしそうな顔つきだ。
















「笑い事じゃないのよ」

　ぼそっと低い声で告げたフィオナに、ジェレミーは目を閉じると神しん妙みような声で謝罪する。

「わかった。スレイプニルに誓ちかって近づかない」

　そう口にすると、もう一度向かい側のベンチに腰を下ろして他意はないことを示そうというのか両手を広げた。

　じっとジェレミーをにらんでいたフィオナも、ようやく向かい側に腰を下ろす。

　そんなやりとりの間も、ジェレミーはずっと笑顔を浮かべていた。

「…………何よ」

「いや……ほんと見違えたなーと思って。何しろ森で会ったときには、男女の区別もつかなくて悪かった。でもフィオナは……ちょっといや……なんていうか珍めずらしいんだが、聖獣医ホーリーメイカーというのは、みんなそうなのか？」

　問いかけられて、言葉の意味をはかりかねたフィオナは首をひねった。

　珍しいというのが、自分の行動を指してのことだと気づく。

　師匠であるミアウルフにいつも叱しかられてきた、人を罠わなにかけてまで近づけまいとする警けい戒かい心しんのことだろう。

「違うわ……えーっと、これは私のもともとの性格です。森の暮らしは安全とはいえないから、簡単に人のことは信用できない。最初あなたたちが現れたときには、王子かどうかももちろん疑うたがってたわ」

　自分たちの身分まで疑われていたと聞き、ジェレミーはきょとんとする。

「そうかー……でも、もっともかもな。お互い顔も知らないところへいきなり現われて名乗ったからって『はいそうですか』とはいかないもんだ。伝説の聖獣医ホーリーメイカーってのも大変そうだな。森で暮らしていると、危ない目に遭ったりするのか？」

　いまだに噓をついていることを自覚して、フィオナはぐっと言葉に詰まる。

「…………あったとしても、ディアルマがいるから大丈夫よ」

「なるほどなぁ」と納得したようすのジェレミーを前に、フィオナは確かめなくてはと口にする。

「あの、スレイプニルの治療にあたって、ジェレミー様にも何か聞けないかと思って捜してたの。まだどちらが王座につくかは、決まっていないんですよね？」

　言葉を探すようすでジェレミーは視線を巡めぐらせると、大きく息を吐はきつつベンチにゆったり背を預けた。

「そうか、フィオナはほんとに森のなかだけで生きてきたんだな。わりと有名なんだぞ、この国の王座にどっちの王子が即つくのかっていうのは。もう何年も前から国民の関心事のひとつだ」

　王室の内部事情というのは、何かと国民の噂うわさの種たねになるのだろう。

　ロイドから聞かされていた、ふたりが母親の違う王子だというのも大きな理由だろう。

「普通は、第一王子が継つぐものなんだと思ってました。ランズウッドは違うの？」

「従来通りならな。俺たちが異母兄弟でなければ特にもめるはずのことでもなかったかもしれない」

　ジェレミーが説明してくれたのは、いささか複雑な事情だった。

　第一王子であるジェレミーの母親は、身分はさほど高くないが国内の貴族の娘だったらしい。

　王城への使いとして出入りするうち王子に見み初そめられ、ふたりは恋に落ちたという。

　そして生まれた男の子は国をあげて祝福された。

　誰もがランズウッドの明るい未来を想像したが、それは思わぬ形で裏切られた。

　東方にあるエルファラント国の戦士らが、砂漠を越え攻めこんできたのだ。

　そのときの同盟国であるシランが援軍を出し、厚い支援を約束してくれたことで、ランズウッドは危機をまぬがれた。

「両国の繫つながりをさらに強固にすべきだという意見が多くあって、父上はシラン国から姫君を正せい妃ひとして迎えることになったんだ」

「ロイド様は、その姫君……リランメリ様の子になるんですね？」

　話を聞かされて、フィオナにも徐々に事情がわかってきた。

　──ジェレミーは誰もが認めてた第一王子だけれど、血筋や外交のことを考えてロイドを嫡ちやく子しにしたい一派がいるってことなのね。

「リランメリ様……って、まさか直接お会いしたのか？」

　意外そうなジェレミーの顔に、フィオナは少しバツが悪い思いでうなずく。

「スレイプニルに会いに行く前に、部屋で待っているところに突然いらしたの。すごくお綺き麗れいな方だったけど……ちょっと変わった方だった」

　ジェレミーの母親も王妃であるはずだがと気になったが、先ほどの話からするとリランメリとは対象的に思し慮りよ深ぶかい人物なのかもしれない。

　詳くわしく言わずとも、リランメリが何を口にしたのかはおおかた予想がつくのだろう。

「まぁ、なんというかあの方なりに、ロイドを大切にしているんだ」

　部外者の、それも政治のことに関心をもったこともないフィオナには、口にできる言葉はなかった。

「ジェレミー様は王子なのに、どうして騎士団の訓練につきあっているの？」

「ここは俺が指揮をまかされた隊なんだ。信用できる近衛このえが多いし、つねに人目があって暗殺されにくい環境だからな」

「暗殺!?」

　さらりと口にされた物ぶつ騒そうな言葉は、思いもよらないものだ。

　だが、身の危険にさらされることはジェレミーにとっては日にち常じよう茶さ飯はん事じらしい。

「そりゃ、王族だからな。敵も味方も一緒くたに王城のなかにいるわけだ。とくに父上が身み罷まかられてからは、なかなか騒そう々ぞうしい毎日だぞ？　周囲には日々ロイドを支持する奴らからの嫌がらせと、俺を持ち上げようとするあまり、ロイドの失しつ脚きやくを願うネタばかり持ちこむ輩やからがあふれてる」

　フィオナにとって、書物のなかだけのことだった出来事が、生なま々なましく語られると言葉に詰まるものがある。

　ジェレミーははっきりと口にはしないが、王妃リランメリの気性のきつそうな言葉や自信を目にしたあととなれば、あり得ることだと思えた。

「……ジェレミー様は、自分が王座に即くべきだって思ってますか？」

　第一王子であり、危険な目に遭わされているジェレミーだけに、その笑顔の下にはどんな感情が渦うず巻まいているのかわからない。

　じっとうかがうような表情のフィオナに、ジェレミーはひょいと眉をあげてみせた。

「ほんとにフィオナはおもしろいな」

　思わぬ答えを返されて、フィオナは戸と惑まどう。

「その質問を、面と向かって俺にする人間は初めてだ」

　フィオナは「あ……」と残念な自分の口を閉じた。

　無ぶ遠えん慮りよな質問は、ジェレミーに根本的なことを考えさせたようだ。

　しばらく困ったように眉根を寄せていたが、考えがまとまらないのか眉をひそめる。

「そうだな。生まれてからそう望まれてきた。けど、それはロイドだって同じことなんだよなー……と、わかってはいるが」

　とても簡単に言い表せることではないのだという、ジェレミーの声音が返事そのものだった。

「俺かロイドかってことだけじゃなくて……国を治めていく者に、求められることは多い。もちろんそれを満たすためには、俺にだって足りない部分が多いしロイドだって苦労してる。じゃなきゃスレイプニルがさっさと現れて誓約しそうなものだろう」

　苦笑したジェレミーは状況を理解しつつも、仕方のないことだとでも言うように話を打ち切った。

「で、フィオナ。君だって『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』と呼ばれるまでに、ずいぶん経験を積んだのか？　それとも聖獣は珍しいから数じゃないってことだったりするとか？」

　他意のないジェレミーの問いかけに、フィオナはつい胸を押さえて視線を地面へと逸らした。

　──い、いいづらいわ……。伝説も何も、まさかその伝説の聖獣医ホーリーメイカーのもとで借金を脅おどし取られるみたいに暮らして、日々下働きばっかりで、来客を罠にはめることに全力を注いでたなんて……このキラキラしてまっすぐな人にはとてもいえない！

　まぶしいものが目の前にあるような気がして、顔をあげられなくなったフィオナは思い切りゴホンゲホンと喉のどを鳴らす。

「わ、私のことはいいんです。いまはスレイプニルの話が聞きたくてきたの」

　フィオナはそう切り出すと、スレイプニルが国王とどういう形で通じ合っていたのかを尋ねてみる。

「悪いな、ほんとに俺もロイドもさっき一緒にスレイプニルを見るまで、本物に会えたことはなかったんだ。それぐらい王城でも王都でも、聖獣を目にするっていうのは簡単なことじゃない。むしろディアルマを連れているフィオナのほうが驚きだ。しかも契約もしてないんだろう？」

「そう……なの？」

　指摘されても、自分と王子たちでは暮らしてきた環境があまりに違う。

「でも実際目にすると、やっぱり神こう々ごうしいもんだな。スレイプニルの力強い脚や雰ふん囲い気きには圧倒された。あれだけの聖獣にランズウッドが守られてきたんだとしたら、誇ほこらしい」

「私も、王家と誓約してる聖獣はあんなに気品があるのかって驚きました。誓約してどのぐらい経ってるのかしら……それに、国王がどうやってスレイプニルに報ほう償しようを与えていたのかも気になるし……」

　フィオナは疑問を口にするうち夢中になっていたのか、テーブルに境界線として置いた黒いリボンに自みずから手を乗せていた。

「何より、王族だけがスレイプニルと誓約できるのに、王子である貴方たちにスレイプニルはまったく心をひらいてないみたいだった」

　遠えん慮りよなく口にしたフィオナに、ジェレミーがぎゅっと渋い顔つきになる。

「そうだな。陛下が事故で落命されるなんてことは、誰も想像していなかった。俺もまだ陛下に学ぶべきことがたくさんあったはずなんだがな。ここしばらく公務に追われて留守がちになって、聖獣との儀ぎ式しきややりとりを、引き継ぐ準備もできてなかった。そんなことで悪いがスレイプニルについて、俺じゃ役に立てそうにない」

　苦笑されて、フィオナは落らく胆たんしたがゆるく首を振る。

「いいんです。まずはいろいろ話を集めてみたいから。スレイプニルに近い位置にいるふたりの話を聞こうとしただけです」

　そういってフィオナが立ち上がると、ジェレミーは黒いリボンを手に取りすっと差し出した。

　青空の下で映えるにもほどがあるキラキラしい笑みは、まさに王子の称号にふさわしい。

「ひっ……！　ま……またそんなことして、私が受け取ろうとしたら驚かすつもりなんでしょう？　騙だまされないわよ」

　ジェレミーの笑顔のまぶしさにのけぞったフィオナは、腕を体の前に突き出して身構える。

「俺も信用されてないな。いったろ、スレイプニルに誓うって」

　笑いを堪こらえるジェレミーに、フィオナは怖い顔つきのまま震ふるえる指を伸ばすと、素早くリボンを受け取った。

　いまの城内を移動するには、弔ちよう意いを示すリボンを身に着けておいたほうがいいはずだ。

「残念だな、境界線を引かれなきゃちゃんと結び直してやるのに」

「結構です！」

　ぴしゃりと断って、フィオナはなくなった境界線におびえて一歩下がった。

「じゃあ、これからロイドを捜すのか？　あいつは接見嫌いだからうまく取り次ついでもらえるかどうか……。大変かもしれんが、まずは使いだといってこれを見せるといい」

　そう口にすると、ジェレミーは自分の腰の剣を吊るしている革かわ紐ひもの一本をはずして渡してくれた。

　複雑な細工が施ほどこされている革紐には、王族だけが使用できる紋もん章しようが文もん様ようとして入っている。

「ありがとう」

　小声で告げると、「どういたしまして」と笑い含みで返された声に、フィオナは振り返れないまま本城へと向かうことにした。
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　本城に入るには、衛えい兵へいをはじめ侍従が幾人も待ち構えており、ロイドに取り次いでもらうまでに、ゆうに十人以上もの人を介かいさなければならなかった。

　ようやく接見を希望する客人用のこぢんまりした部屋に通され、ロイドを待つように告げられると、フィオナはすっかりくたびれて肩を落とす。

　磨みがき抜かれた床には、森でもめったにお目にかかれないような、大きな熊の皮の敷物が置かれている。

　大きな窓は全体を金きん泥でい細ざい工くの飾かざり枠わくで彩いろどられ、カーテンに留められている水晶の飾りが光をきらきらと宿している。

　豪華な調度品は、フィオナを萎い縮しゆくさせるものばかりだったが、気になるのは壁に飾られている数々の絵だった。

　筆ひつ致ちがそれぞれ違うなか、馬の絵が多いのはスレイプニルを描いているからだろう。

「ディアルマ……怒っちゃったかな」

　無意識に口をついたのは、いつも自分のそばにいた聖獣の名前だ。

　フィオナにとってはこの国を守護する聖獣より、よほど頼りにしている存在だ。

　それでも結局自分は、ディアルマの忠告を聞き入れず、いまもまだ王宮に残りつづけている。

　姿を見せない相棒に不安は募つのったが、いまは王子たちそれぞれのことを知るところから始めなければならない。

　しばらくは部屋でじっとしていられたフィオナだったが、刻々と時間が流れ、窓から入る光が赤みを帯びて沈しずんでくる頃には椅い子すから足を投げ出し、ときおりぶらつかせる有様だった。

「…………いつまで、待たせるつもりなの？」

　そんな言葉がもれるほど、窓から見える空が暮れきった頃。

　扉とびらがノックされ、ようやく!?　と椅子から勢いよく立ちあがったフィオナに、衝しよう撃げきの知らせが伝えられた。

「本日の接見は終了いたしましたので、明日のお越しを願います」

「………………………………え？」

　無情にもそれだけ告げた侍じ女じよは、まるでぜんまい仕掛けのように、パタンと扉とびらを閉め姿を消してしまった。

　すぐに扉を開けて廊ろう下かに出ると、どうやら並んでいるすべての部屋に、同じことが伝えられているらしい。

　誰もが「あー」だの「うぅ……」と呻うめきながら回廊に現れると、肩を落として去っていく。

「そんなぁ……」

　フィオナもがっかりしながら、与えられた客室へ引き戻るしかなかった。

　だがそんな最中に、通路の先を行く人々がざっと割れて壁かべ際ぎわに退くのが目にはいり、慌あわててフィオナもそれにならう。

「な、何!?」

　どうやら前方から身分の高い人物がやってくるようだ。人波の向こうをのぞくと、フィオナはそこに見覚えのある顔を見つけた。

　──あれ……リランメリ様だ。

　見つかるとやっかいなことになりそうで、フィオナはとっさに近くの部屋の扉の内側へと身を隠し、すき間からそっとようすをうかがう。

　周囲の客人たちが注目するのは、フィオナが歩いてきた廊下の奥の方向だった。

「ほら、リランメリ様と……あちらにクローディア様が」

　ひそひそ声に、どうやら奥から現れた貴婦人もかなり身分が高いだろうことは察しがついた。

　リランメリとはまったく違った雰囲気をもつ女性は、クローディアというらしい。

　ふっくらとした頰に、落ち着いた色の衣装を身につけ、喪を示す黒いリボンで波打つ金の髪をゆったりと結ゆったさまは、やさしい花を思わせる。

　柔らかな空気をまとったクローディアは、ジェレミーとよく似た色の瞳をしていた。

　足を止め、音もなく優ゆう雅がにドレスの裾を避けると、リランメリの一行に道を譲ゆずり笑顔を浮かべる。

　するとリランメリは優ゆう越えつ感かんに満ちた視線でクローディアを一いち瞥べつし、ゆったりと廊下の奥へと足を進めた。行き交う人が過ぎると、すぐにクローディアと侍女たちも何事もなかったかのように廊下の反対へと歩み去る。

「ああぁ、やっぱり。慎つつましやかでいらっしゃるから」

「どうかね、いつもああではジェレミー様ももどかしいだろ」

「いやぁ、張り合われないのはクローディア様のお人柄だ。諍あらそいを望まず誰よりも陛下を支えておられたよ」

　どうやら二人のお妃きさきが王城で近づくたび、周囲は一触即発の緊張に包まれるようだ。

　──なんだか、王子がふたりに王妃がふたりって……ほんと厄介なのね。

　フィオナはすぐに自室へと引き上げると、翌朝一番のりで接見を申し込むために急いで寝台に入ることにした。




　しかし恐るべき事態は、接見の受け付けの順序などではなかったことをフィオナは思い知らされる。

　翌日もまたフィオナは夕刻まで放置され、からくりのように侍女が「本日受付終了」を告げにきたのだ。

「あー……っ、もう！　何それ？　早朝から待ってるのに終了って何!?　誰か順番を飛び越えてるの？　部屋でご飯食べて寝てって、これ以上待てない……」

　焦あせりを感じまくっているフィオナはぶつぶつと低くつぶやきながら、部屋をぐるぐると歩き回る。

　──そもそも、ロイド様は本当に接見をしているの？　そっちが現れる気がないのなら、こっちから……。

　フィオナはそっと部屋を出て、諦あきらめて出ていく貴族たちとは反対の廊下の奥へと進むことにした。

　ひと気がなくなった廊下は静まり、柱と壁に同じ細工が繰り返される光景は、めまいを覚えるような大きさだ。

「うーん。こっち、かな？」

　フィオナはそっと気配を殺して、なるべく隅の暗がりを歩いた。

　森で暮らしている頃から、気配をひそめていることは得意なのだ。

　するとふっと鼻先に覚えのある匂いがした。

　ディアルマが黒くろ豹ひようの姿のときに見せるように、鼻をうごめかせて方向をさぐる。

「こっちね」

　するすると回廊の端を歩いていくと、嗅かぎなれた匂いがなんであるか気づく。

　突き当たりにあるのは、巨大な両開きの扉だ。

　それは革と紙の入り交じる、書庫らしき場所だった。

　ほんのわずか、人の指一本ほどのすき間が黒い帯のように見える。

　足音を消して近づくと、フィオナはすっと暗がりに鼻を近づけた。

　フィオナはためらうことなく、するりと扉の中へ体を滑すべりこませた。

　すると全身が革や紙、インクの気配に包まれる。

「……ふわぁ」

　思わずため息がもれるような光景がそこにはあった。

　足下から天てん井じようまで見あげるばかりの高さに、ぎっしりと書物が詰めこまれている。

　さらに書棚に沿って、ところどころに可動式の梯はし子ごと、それをひっかけているレールが見えた。

　棚につけられた手すりは、落ち着いた金色の鈍にぶい光を宿していた。

　本来なら真っ暗な場所なのだろうが、ゆるやかな流線を描いて奥へとつづく書棚の奥に、ほのかな明かりが灯ともされているのがわかる。

　息をひそめて進んでいくと、大きな樫かし材ざいのテーブルが、書棚の始まりにあたる位置に置かれていた。

　テーブルに合わせてしつらえられた、大きな背もたれの椅子に、捜し人の姿はあった。

　やわらかな明かりに照らし出された面おも立だちは、陰影によって憂うれいを帯び、美しさがいっそう引き立って見える。

　──ロイド様が、ここにこもっているのって、誰も近づけたくないから……？

　そんな気持ちがわかるといえば、勝手な感傷だと冷たく言い放たれそうだと思いながらも、フィオナは迷いつつ歩を進めた。

　わずかにそのまぶたがあげられると、視線がフィオナをなぞったがすぐに手元の本へと戻っていく。

　しばし沈ちん黙もくが流れ、フィオナはややしてから問いかけた。

「あのー……いま、私のこと見ましたよね？」

「それが何か？」

　見慣れない置き物が視界に入ったぐらいの認識なのだとわかり、フィオナはロイドがいる机に近づくと両手をついた。

「話があるから捜してたんです。スレイプニルのことで話が聞きたくて待ってたのに……王城にいる接見の人を全部待たせてこもりっきりなの？」

　問いかけるフィオナに、ロイドは明らかに迷惑そうな表情で頰ほお杖づえをついて視線を返す。

「そうか。自分の未熟さは棚上げして、まだ周りを頼みにうろついてるのか。仕方がないだろう。誰かさんの尻ぬぐいならぬ、スレイプニルのために打つ手が必要なんだ」

　灰色の瞳が哀あわれみを冷たく浮かべているのに、フィオナはこみあげる屈くつ辱じよくを堪こらえぐっと拳を握る。

「未熟なのは認めます。私が役立たずなのは本当だもの。でも、スレイプニルを助けたいって目的は同じはずよ。何か方法はないか調べたいの」

　するとロイドは、手元の書籍の革表紙をぱたりと閉じた。

　笑顔がますます研とぎ澄すまされ、麗うるわしさがはらむ毒が増すのがわかる。

「そうかそうか。目的と報酬のためなら手段は選んでいられないものな。臆おくすることなく図々しく、自ら私に近づいてきたのは褒ほめてやろう」

　ロイドはそう口にして笑みを浮かべたかと思うと、机に置いていたフィオナの手に触れた。

　ビクッと肩を揺ゆらして、フィオナは思いきり顔をしかめる。

　すると「やはりな」というように、ロイドが皮肉げな笑みを浮かべた。

「君は、誰のことも拒絶しているだろう。そんな人間が、他者から協力を得て聖獣を救うなんてことができるのか？」

「そんなの……ロイド様だって──」

　とっさに口をついた言葉だったが、ロイドの眉がひくりと動く。

「私が……なんだというんだ？」

　この部屋を見つけるまでに耳にしたロイドを取りまく環境の悪さや、口さがない人々の勝手な言葉を思い出す。

　だがそれを口にはできないフィオナの表情から、ロイドはすでに察しをつけたようだ。

「あぁ、騒々しい連中の雑音を耳にしたのか。あいにく、あんな連中に使う時間は持ち合わせていないんでね。接見希望者の大半がそうした連中だ」

　とりつくしまもないロイドの言葉に、フィオナは気づいた。

　──そういえば、ジェレミー様もロイド様も、どちらも取り巻きの噂は本気にしてないってそれぞれいってるのよね。やりとりを聞いてると最初は仲が悪いのかとも思ったけど、じつは逆なのかしら……。

　なかなかに複雑な異い母ぼ兄きよう弟だいのあり方に、王族というのも思うほど幸せな身分ではないのだとわかる。

　わずかに手の甲に触れている、ロイドの指のひんやりした感触に、フィオナは我に返った。

　自分の手にロイドが触れたままでいることと、一瞬でも他者に触れられてその手を振り払わなかったことに驚く。

　慌てて手を引いたフィオナは、警戒してロイドのいる机から離れようとした。

　しかし衣装につけた黒いリボンを指に絡からめ取られ、とっさに動きを封じられる。

「…………離してください」

　その言葉にロイドはさらにもう片方の手で、フィオナの手首をそっと握る。

「君は自分では十分用心しているつもりだろうが、実際のところ隙だらけだ」

「ロイド様に、私のことは……」

　フィオナはあらがって自分の腕を引くが、見た目の印象よりロイドは力が強い。

「あぁ、わからないね。森で暮らしたことなどないからな。だが、そこで出会う人間と獣けものなど、ほんのひと握りだ。この王城を見ただろう……人が人を陥おとしいれ、私し利り私し欲よくを優先する魔ま窟くつだぞ？」

　浮かべられた笑みはどこまでも高貴で品が良く、声音は聞く者の気持ちを惹ひきつける甘かん美びな響きがある。

　だがその灰色の瞳にあるのは、底の見えない深い深い闇やみ。

　周囲の誰をも寄せつけず、すべてを疑ってかからねばならない王族という立場の孤独。

　ロイドは、同じ異母兄弟であるジェレミーとは、まったく異なる空気をまとっている。

「ロイド様のいう通りなら、王族も貴族も、城にいる人間はよほど下げ劣れつなのね。そんな状況で聖獣に選ばれないのは当然なんじゃないですか？」

「構いやしないさ」

　思わぬ言葉に、フィオナはつい口をつぐむ。

「でも……王座を継ぐために、ジェレミー様と対立してるんじゃ──」

　ジェレミーの名を口にした途端、フィオナは強い力で引き寄せられ息を吞む。

　両腕をぎゅっとつかまれ、上から瞳をのぞきこまれて息が詰まった。

　いつのまにか、ロイドは右手だけを動かし、フィオナの黒いリボンをほどいたらしい。

　リボンはぴったりと首筋にそって巻かれ、その端がきゅっと指で引かれる。

「私の性しよう根ねの悪さと、君が治療でヘタをうってるのは関係がないことだ」

「いつの間に……手が早い上ほんっと性格が悪いんですね……」

「根性のしつこさでは君に負ける」

　フィオナはジロリとロイドをにらみつけ、黒いリボンを握る指先を払った。

「そのようですね……だから私も遠えん慮りよはしません」

　もはやフィオナは、相手が王族だと意識していなかった。

　ロイドはどこか自分と似たところがある。

　その口調に遠慮がないぶん、相手は王子だというのに、フィオナは思ったことをそのまま口にできるのだ。

「スレイプニルに選ばれたいかどうかはわかりませんけど、助けたいんでしょう？　それを恩おんに着せて、性格が悪い自分でも王座につかせてくれってロイド様はいうつもりだもの」

　露ろ骨こつに嫌みを織おり交ぜて告げるフィオナに、ロイドは笑みを浮かべた。

「あぁ、そうだとも。私はこの通りの性格だ。いつでも相手の弱みを握って、優位に立ってから事を運びたいね」

　ロイドはそこでふと笑みを消し去ると、真顔で尋ねた。

「今度は私から、聞かせてもらいたいな。そこまでして、君が報酬を望むのはなぜだ？　呆あきれるほど世間知らずでいられる森の奥で暮らしてきて、そばには聖獣がいるのだろう。そのうえ金や名めい誉よを望む根こん拠きよがなんなのか、実に興味がある」

「そんなの、単に私が欲深い人間だからよ。貴方もそう思うでしょう？」

　意地になってフィオナは答えたものの、自分が報酬にこだわった発ほつ端たんを思い起こした。

　──そうよ。お金がいるのは、師匠があんまり人のこと役立たずだっていうから。稼かせいでみろっていうなら……やってやるって……。

　だがそこからさらにたどっていくうち、フィオナはすべての始まりともいうべき過去に向き合うことになる。

　沈ちん黙もくをつづけるロイドは、フィオナの答えに納得していないようだ。

「理由なんて……生きるためだわ」

　ひとりごとめいてフィオナの口をついた言葉に、ロイドがわずかに首を傾かしげる。

「生きる？」

「いまの私にとっては、力になる可能性があるものすべてが必要なの。不安だから……。誰にも邪魔にされたくないし、捨てられたり…………殺されたりしたくない」

　次々とこぼれるのは、ずっとフィオナ自身の奥底にあった、叫びだしたいような気持ちだった。

『殺される』などという物騒な発言に、ロイドが怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「私は、捨てられたの。生いけ贄にえにするといって森の聖獣にあげてしまう子だからって……」

「聖獣に……生け贄、だと？」

　フィオナの言葉に、ロイドはあからさまに不快な表情を浮かべる。

「聞いたことがないぞ。だいたい、聖獣が生け贄など要求するものか」

　同じ言葉をかつてミアウルフからも聞かされたフィオナは、わずかに口元をゆがめる。

「昔、師匠にもそういわれたわ。でも生け贄を要求する聖獣がいると信じている人たちは確かにいて、犠ぎ牲せいになる子供がいるの」

　初めて耳にしたらしい習慣に、ロイドは深刻な顔つきになると「それは、いくつのときだ？」と低く聞いた。

「たぶん、六つになった頃だった。まだ弟も妹も小さくて、村には食べ物がすごく少なかったの」

「だからといって、聖獣が人の子供を要求するなんて聞いたことがないぞ？」

「あとで師匠に聞いたのは、それは聖獣じゃなくて妖よう獣じゆうだって。けど森で獲え物ものを獲って、村の人が殺されないようにするためには、生け贄が必要なんだって大人はいってた……そのときは、村に年頃の女の子が私しかいなかったってことは覚えてる」

　フィオナの言葉は、ロイドを本当に驚かせたようだ。

「聖獣については、いまは王都でも本物を見たことがない人間がほとんどで、半なかば伝承のようになっているが……地域によって、そんな行いがあるとは」

　ロイドは初めてみせる困惑の表情を浮かべ、しばらく沈黙したのち顔をあげた。

「君が王城について無知なように、私もまた自国のことに無知だということを認めよう。しかも……この場合の無知は許されない」

「……？」

「王族の無知は、何を持ってしてもあがなうべき罪であると……陛下はつねに口にしておられた。それは、間違っていない」

　自身の非を認めるロイドの発言に、フィオナはあっけにとられてしまった。

「すべての村の因いん習しゆうについては、いずれ詳細な調査が必要になるだろう」

　いまだ沈黙をつづけるフィオナに、ロイドがわずかに首を傾げた。

「……なんだ、私が国のことを考えるとおかしいか？　王座に座れるか怪しいのに、差し出がましいとでも？」

　再び硬こう化かしたロイドの態度に、フィオナは強く首を振る。

「そんな意味じゃなくて……ただ、驚いただけです。王族がこんな小娘の話をちゃんと……聞いたりするのかって……」

「私とて、国王として恥ずかしくないようにありたいと思っている。たとえ誰もが兄上こそが王座にふさわしいと考えていてもだ」

　苦々しい口調で椅子に腰を下ろすロイドは、フィオナまでつられて体が重くなるようなどこか疲れたようすがあった。

「王様とかお城で暮らす人って……もっと夜会とか贅ぜい沢たくばかりして、楽しく過ごしてるんだと思ってたわ」

　頰ほお杖づえをついたロイドの額に幾いく筋すじか黒髪が流れると、憂うれいを帯びて見える。

「君が求める金銭にも、思ったほどの力はない。むしろ金も名誉も権力も、過ぎればすべてが毒になる。私は飢えてさまよったことはない……が、王族の暮らしが決して心安らぐものではないと知っている。王座に価値を見いだすのは、むしろ座っている当人よりも周囲のほうだと思えてならないね」

　実感のこもる言葉を、フィオナはただ黙だまって受け止めた。

　──この人は、たくさんのもののなかで、大勢の人のなかで、とても孤独なんだわ。

「ロイド様は、本当はジェレミー様が王座にふさわしいと思っている？」

　踏みこみすぎだと思いながら、ロイドのようすが気になって、フィオナはつい尋ねてしまった。

「その質問に、私がなんて答えると思うんだ？　第一王子で、人望があって、心身ともに健康なジェレミーこそが、王座にふさわしいとでも？」

　それは反ロイド派の側近たちが、いかにも口にしそうなことだった。

　フィオナは黙って首を横にふる。

　そして自分にできることをするべく、ロイドが向かうテーブルに手をついた。

　遠慮なく卓上をじっくりと眺ながめまわすと、立派な革表紙の手記らしきものに気がつく。

　先ほどジェレミーに渡された、革紐の文様とよく似た紋章がそこにはあった。

「ひょっとして……それは国王陛下について記されたもの？」

　ロイドの両側に高く積み上げられた革表紙の書物は分量がある。

　圧倒的に右側に積まれた山が高く、どうやら机にあるすべての書物に目を通していたようだ。

「これらは陛下が公務に就かれてからの日々を、記録させてきたものだ。これなら王座についても、スレイプニルについても手がかりになるかと思ってな」

　そう口にするロイドの、手元の用紙に書き写された情報はかなりのものだった。

　さらに周囲にはいくつも広げられた大小の地図が目につく。

「これって……何を見つけたんですか？　……っ!?　えっ、ちょっと」

　またも自分の図々しさを指摘されるかと思いきや、目の前で起きたことにフィオナはうろたえた。

　つい先ほどまで頰杖をついていたロイドが、いつのまにか机に倒れ伏している。

　驚いて駆け寄ったフィオナは、触れたロイドの額ひたいが見た目の白さを裏切り熱を帯びていると知った。

「ひどい熱。どうしてこんな──誰か人を……！」

　まなざしは焦しよう点てんが定まらず、肌は青白いのに額に触れると汗ばんでいる。
















　ロイドの背後に目をやると、そこに置かれた水差しや食事の盆ぼん、寝起きに使っていたらしき積み上げられた毛織物がある。

　──このようすじゃ、スレイプニルと会ってから……ずっとここにいたの!?

　ロイド自身、通常の人よりも自分の体が脆ぜい弱じやくなことは、わかっているようだった。

　森でフィオナのもとへ現れたとき箱馬車で移動していたのは、長距離の乗馬に耐えられる体ではないからなのだろう。

　人を呼ばなければと扉へ向かおうとしたフィオナの背に、厳しい制止の声がかかる。

「待て！　人を呼ぶな」

「……え」

　戸と惑まどって振り向くと、鬼き気き迫る形ぎよう相そうでロイドがこちらをにらんでいた。

「大丈夫だから、人を呼ぶのは駄だ目めだ。やめてくれ」

　無理に立ち上がろうとするロイドに、フィオナは慌てて駆け寄り体を支える。

　言葉とは裏腹な状態だったが、ロイドの口調や態度からフィオナは気づいた。

　ここでロイドと会えるまでにさんざん耳にした周囲の噂や、ふたりの王子に向けられる関心についてはわかっている。

　ロイドが倒れたと知られることは、周囲にさらにいらぬ噂を立てさせることになるのだ。

「わかったわ。誰にも知られないようにします。でもこのままじゃ……少し待ってて！」

　フィオナはロイドを椅子にもたれかからせると、急ぎ足で書庫を飛び出した。

　周囲の注意をひかぬよう、できるだけ回廊の端をちょこまかと走り抜け、道を覚えた騎士団の宿舎まで走りつづける。

　するとつんけんした顔つきのフレイが、向こうから近づいてくるのに気づいた。

「お前、またうろついて──」

「ちょうど良かった！　いますぐ、ジェレミー様にお話があるの……重要な一大事の、緊急かつ火か急きゆうのことで、速すみやかに伝わらなかったら間違いなくお怒りのことよ!!」

　髪を乱し、息を切らせながら一気に詰め寄るフィオナに、フレイはたじろいだようだ。

「ちょっ、少し待て……動かずにそこで待ってるんだ！」

　勢いに吞のまれたのか、素直に走っていったフレイは、ジェレミーを連れて戻ってきてくれた。

「どうした!?　一体何が……」

　駆け寄ってきたジェレミーに、フィオナは周囲を見渡すとひそめた声で、ロイドが倒れたことを告げる。

「ロイドが──!?」

「誰にも知らせたくないからって、助けを呼べなくて。運び出すのに人手がいるの」

　ロイドにとってジェレミーは、本当は一番手を借りたくない相手でもあるだろう。しかし周囲からゆがんだ情報が伝わるぐらいならば、当人たちが直接知るほうがましかもしれないとフィオナは思った。

　焦あせるフィオナの言葉ですぐに察さつしがついたのか、「わかった」と言ったジェレミーはすぐにその場から駆け出した。

　ちゃっかりとフィオナの手をつかんで走りだしたジェレミーに、背後からフレイが声をあげる。

「ジェレミー様！　人手が入り用でしたら私も……」

「いい、人払いを頼む。騎士団は全員待機！　決してあとをついてくるな」

　声こわ高だかに言い放ち、走り続けるジェレミーはロイドの状況がわかっているようだ。

「あ、あのっ……ロイド様は、書庫にいてっ」

　走りながら息のあがるなかでフィオナが告げると、わかっているというようにうなずかれる。

　──ひょっとして、ロイド様が倒れるのってよくあることなのかも。ジェレミー様もそれを知ってるみたいだし。

　ジェレミーは人の多い王宮の回廊は使わず、建物の裏手に回ると使用人が行き来する細い石畳の通路から屋内へと入った。

　器用に人目を避けて書庫までくると、迷うことなく書棚の奥を目指して歩いていく。

「ロイド……」

　その声に、ロイドがなんとか首を起こそうとするが、あまりに熱が高いのか、動きは鈍にぶく目が潤うるんで力がない。

「よりによって、誰を呼びつけたかと思えば……」

「憎まれ口を叩いてる場合じゃないだろう。とにかくここから運び出してやる。侍じ医いを呼ぶなりの対処はそれからだ」

　ジェレミーはロイドの背後にあった織物を手に取りくるむようにして有う無むを言わさずかつぎ上げてしまった。

「おい！　下ろせ。自分で歩いていく」

「いーや、いまのお前の足どりで部屋まで移動するのは無理だ。より周囲の注目を引くだけだぞ。とにかく、お兄ちゃんにまかせなさい」

　さすがに普段騎士団を率いているだけに、ジェレミーはロイドを軽々かついだまま書庫を出ていく。

　フィオナも慌ててあとを追った。




　ジェレミーは気配を消すのがうまいのか、体格がよく目立つはずなのにうまく人の注意が逸れた隙に歩を進める。

　フィオナも足音をなるべく立てないように必死についていくと、あっという間に奥まった一室にたどり着いた。

　幸いなことに周囲には人の気配がない。

　ジェレミーが迷うことなく扉をひらくと、どうやらそこはロイドの私室のようだ。

　天てん蓋がいを手で払い、さっさとロイドを寝かせてしまうとジェレミーが声をかける。

「どうする、侍医を呼ぶか？」

「いい、疲れが出ただけだ。大事にしたくない……」

　そう答えるものの、ぐったりとしたようすのロイドが気になって、フィオナは寝台に歩み寄った。

「これからいうものを用意できたら……少しは楽にできるかも」

　そう告げたフィオナに、ジェレミーが「大丈夫だ、騎士団なら口が固い」と請うけおってくれた。

　フィオナが頼んだのは薬草や、調理に使うようなものがほとんどだったが、ジェレミーはすぐに部屋を飛び出していく。

　その間にフィオナは、ロイドの使いのふりをして侍女に冷たい水と湯の支し度たくを頼むことができた。さすがにロイドの部屋に居座りつづけるのは得策でないと、ひとまず自分が与えられた部屋に戻り、持ってきた道具を取り出す。

　やがてむすっとした表情のフレイが運んできてくれた薬草と材料を使い、熱冷ましの煎せんじ薬や、呼吸を楽にするための軟なん膏こうを作り貼はり薬にすることができた。

「どうしよう……ジェレミー様は……」

　これ以上、彼を頼みにすることはできないとわかっていた。

　──ふたりは殺しあってもおかしくない間柄だって周りは思ってるんだもの。ジェレミー様がロイド様の私室に出入りしていたら、いらぬ憶おく測そくを呼ぶことになる……。

　フィオナは覚悟を決めると、薬を手にロイドの私室へと近づくことにした。

　拍子抜けすることに、先ほどと変わらず部屋の周囲には侍女や侍じ従じゆうの姿もない。

　──ここ数日、ロイド様はずっと書庫にいたから……部屋の明かりもついてないし、誰もいないと思われてるんだ。

　ロイドは自分の寝台に横になったことで気がゆるんだのか、気を失うように眠りに落ちていたようだ。

　かなり汗をかいたのか、髪がしっとりと濡ぬれていたが、少し熱は下がっている。

　すると今度は、体が冷えてしまうことが心配になった。

　──着替え……えーと、そうよ。目の前にいるのは患者だもの、聖獣と変わらないわ。ディアルマなんてもっと大きいんだもの！

　えいや！　と思い切り、フィオナは羞しゆう恥ち心しんに鍵かぎをかけると、ロイドの胸元の細い紐をゆるめ、体をなんとか抱えて斜めにする。

　片方ずつ腕をシャツから引き抜き、香油を垂らした湯で絞った布で体を拭ふくと、喉から胸にかけて膏なん薬こうをぺたりと貼りつけた。

「……ふぅ」

　思わぬ力仕事にフィオナは息をついた。

　部屋に明かりをつけられないことが、助けになった気分でほっとする。

　掛け布を肩までしっかり覆おおってから、新しい上着はないかと探そうとすると、薄暗いなかではうまく見つけられない。

「そこ、奥の開き戸をあけてみろ……」

「あぁ、この背の高いチェスト…………えっ」

　声に言われるままシャツを見つけ出したフィオナは、ロイドの意識があることにぎょっとする。

　暗闇で手招きされると、色の白いロイドの手は優雅にすら見えた。

「どこか痛む？　具合の悪いところがあれば、侍医を呼びます。私は人間の医者ではないし、森で学んだ応急手当てぐらいしかできないもの」

　するとロイドはフィオナの手からシャツを受け取ってはおると、再び手を差し出した。

「……？」

　何か受け取るものがあるだろうかと反射的に手を伸ばしたフィオナは、その手首をぎゅっとつかまれ引っ張られる。

　寝台の横に置かれた布張りの箱に、フィオナは腰掛けるような格好になってしまった。

「騒ぎにせず、自室に運んでくれたんだな。感謝する」

「でも、ジェレミー様の力をお借りしました」

　急場のこととはいえ申し訳ない思いもしたが、ロイドは怒らなかった。

「兄上にも礼をいおう。君は本当に医術を扱うんだな」

　やっと実感したと言いたげな声はやさしく、瞳に初めて見る穏おだやかな色があった。

　するとロイドは枕の下から、一冊の革表紙の冊子を取り出してみせる。

　どうやらジェレミーに運びこまれるときに、とっさに手に握ってきたらしい。

「いいか……ここに陛下が聖獣と出会ったときのことが記されてる」

「えっ、ほんとに!?」

　薄闇のなかで、フィオナはロイドがひらいた冊子をのぞきこむ。

「……──えーっと、ここね……エドワルド王子は即位に際して、特別な試練を果たされ……？」

　読み書きについては、師匠であるミアウルフに徹底して叩きこまれていたフィオナだったが、王宮の記録書は言葉遣いや使用する文字も変わるのか、見慣れぬ文字がいくつかあった。

「『果実』、だ。『黄金の葡ぶ萄どう』を手に入れた、とある」

「それは、金色の葡萄ってこと？」

　苦しげに眉を寄せるロイドに、フィオナは我に返った。

「あっ、具合が悪いのに……ごめんなさい！」

　ロイドの口調がしっかりとしていることに甘えて、つい話しこみそうになる。

「構わん……『黄金の葡萄』は何かの隠いん喩ゆかもしれない。場所がはっきりしないから、この記録にある状況からあてはまる地域を推すい測そくして、地図で心当たりはつけてある。書庫にしのびこみ、赤い紐がついた地図を運び出せ。この記録書を見ればわかる。この内容がわかれば、兄上にも伝えてくれ」

　熱がまだ下がりきっていないというのに、このまま話し続けそうなロイドに、フィオナは眉をしならせる。

「とにかくロイド様は寝ていてください。でも、いいんですか？　内容をジェレミー様に伝えても」

「あぁ、兄上に借りができたからな」

　ロイドの声音から、ふたりの王子は周囲が思うようにいがみあってはいないのではないかとフィオナは感じ、部屋を出ていこうとする。

　このまま悪化させてしまっては、せっかくの治療も台無しだ。

　しかしロイドはしっかりとフィオナの手を押さえこんで離そうとしない。

「…………あの、人の話を聞いてます？」

「心配だというのなら、朝までこうしているのを許してやってもいいが」

「……え？」

「君は弱った生き物をほうっておけない性分だろう？　気になるだろうから、私のそばにいてもいいといっているんだ」

　当たり前に、とてもありがたい許可をするように口にするロイドに、フィオナは軽くのけぞった。

　──いま、ロイド様の声に一瞬だけ師匠の声が重なっちゃった……あぁ、やだ！

「結構です。心配なのは、私が手当てしたロイド様の体ですから！　それに治療したいのは人じゃなくてスレイプニルです」

　なんとか自由になろうと、病人に荒らっぽくないよう手をほどこうとするフィオナに、ロイドはクスッと笑い、手の甲に口づける。

「ひぃやあぁっ！」

　熱の高い唇の感触と、ロイドが思わぬことをしたせいで悲鳴をあげてしまったフィオナは、慌てて己の口をふさいだ。

　勢いで両手が自由になったことに気づくと、必死に笑いを嚙み殺しているロイドをきっとにらみつける。

「病人なのにふざけるなんて、ロクなことにならないから！」

　悔しさに赤くなる頰をぐいっと手のひらで押さえると、フィオナは小走りに部屋を出て回廊を走った。
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　フィオナはロイドから聞かされた通り、すぐに書庫へと向かった。

　ここ数日、ロイドが人払いをして調べ物にこもっていたせいか、倒れたことを知られていないおかげか、周囲に人の気配はない。

　目的の地図を手にすると、机のそばにあった明かりを消して、フィオナは自分に与えられた部屋へ慌ただしく戻った。

　壁際に置かれた簡かん易いの机に手て燭しよくの明かりを載せ、さっそくロイドが口にしていたことを確かめることにする。

　すると炎が揺らぎ、窓に人影が映るのに気づいてフィオナは顔をあげた。

　いつから部屋にいたのか、人の姿になったディアルマは窓枠に腰を預け、どこか不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべてこちらを向く。

　いまだにフィオナが、王城から帰ろうとしないことが気に入らないのだろう。

「なんだ、それは」

　ディアルマはフィオナの手にあるものをめざとく見つけると、ずかずかと歩み寄り、はるか高い位置から荷物をひょいと取り上げてしまった。

「返して」

　非難をこめた声にもまったく動じることなく、大きな手で冊子をぱらぱらとめくっていく。

　つづいて巻き取られている地図を広げると、ディアルマの目元が険けわしくなった。

「これは、ニルムスの森か……」

　フィオナにとってもディアルマにとっても、それは記憶に深い地名だ。

「そうよ。ニルムスにスレイプニルの治療に必要なものがあるの」

　ニルムスの森のなかほどにある、わずかな平地にフィオナが生まれた村はあった。

　広大な土地に広がる森と森の狭はざ間ま、ほんの少し開けた土地に人々は身を寄せるようにして暮らしていたのだ。

　土が悪く畑を耕たがやすことはできず、わずかに実った作物は、森からやってくる獣に食べられてしまう。

　村を挟むようにある森に、聖獣が現れたのはほんの数十年前だという。

　だがそこにひそむ獣は、森で狩りをする人間を許さなかった。

　獲物を一匹手にして帰ると、村人がひとり得体の知れない獣に襲われた。

　最初は偶然だと思われていたその符ふ号ごうは、幾度も繰り返されることで、村人に恐怖を植えつけていった。

　いつからか、森で狩猟をする者はほとんどいなくなったのだと、父親が口にしていたのをフィオナは覚えている。

　ほとんどの男たちは、森に入ると木の実やキノコを手にして戻ってきた。

　そしていつしか、村人が森に入りこむのはごく入り口までとなり、かすめ取るようにわずかな糧かてを手にすることしかできなくなったのだ。

「あそこには、妖獣に生け贄を捧げるような連中が暮らしてるんだぞ？」

　心から軽けい蔑べつする口調のディアルマに、フィオナは唇を嚙みしめる。

「……そうしないと、あそこでは獲物がとれないから。何人もの村人が飢うえて死ぬって大人は……」

「だから？　五つ六つの幼い少女を化け物の口にいれてやることが、正しい行いだと認めるのか？」

　詰きつ問もんするような声に、フィオナはディアルマを見上げた。

　唇が震ふるえるのは怒りのせいだ。

「……許さないわ。私が助かったことで……村の誰かに何かあったとしても……悲しくもない。後悔だってしてない」

　突き放すように口にして、こみあげる怒りに眉根を寄せる。

「お願いディアルマ、力を貸して。いまはスレイプニルを助けたいの」

「そうはいってもな、スレイプニルも俺にとっちゃ森の化け物と同じで、関係のない存在だ」

　自分は間違っていないと譲らないディアルマに、フィオナはそれでも引くつもりはなかった。

　いまはどうしても、自分が掲げた目標に手を伸ばしたい。

　ミアウルフの言葉も、ジェレミーとの会話も、ロイドに託された手がかりも、すべてが自分に行く先を指し示しているように思えた。

「今回のことは、師匠への当てつけってだけじゃない。初めて、自分でやりたいと思えたことなの……ディアルマに助けてもらって、やっぱり人は信用できなかったけど、聖獣のことは好きになったわ。自分でも役に立てるならって願ってる」

　いまの自分が疑い恐れるのは、己の未熟さだ。

　ただそれは大きな不安とやる気と、いままで知らなかった力をフィオナに感じさせてくれる。

　しかしディアルマにすれば、自分を頼るばかりだったフィオナが、ほかの聖獣に気を取られていることが、気に入らないのかもしれない。

　──そうよね、ディアルマはやきもち焼きっていうのかしら、執着心が強いもの。

　人の姿でこうして会話すると忘れてしまうが、ディアルマと自分とは確実に違う生き物なのだ。

　さらに聖獣はそれぞれが単独で存在し、群むれて暮らすことはないらしい。

　ゆえに仲間意識といったものを、スレイプニルに感じることもないのだ。

　あくまで意固地な態度を崩さないディアルマは、何か言いたげに口を開いたりゆがめたりを繰り返すと、そのまま胴どう震ぶるいするように首を振った。

　すると揺れる黒髪の表面に銀色の艶つやが走り、ディアルマの姿が変わる。

　窓に爪をかけた黒豹は、低い唸うなり声をあげるとそのまま外へと飛び出していった。

「ディアルマ！」

　フィオナは窓辺に駆かけ寄ったが、その姿は対面の宮殿の屋根へ軽々とのぼり反対側へと消えてしまった。

　ため息をついて、フィオナは床に放り出された地図と冊子を再び手にする。

　いま手元にある記録は、本来自分のような庶しよ民みんが目にできるはずもない貴重なものだ。

　フィオナはテーブルに記録書を広げると、一心不乱に読みふけった。

　一般に使われない文字や表記も多く解読には苦労したが、不明な箇所は想像でおぎないつつ丁てい寧ねいに眺ながめる。

　夢中になっているうちに夜半になり、あたりが暗くなってきた。

　食事をとることも忘れるほど、熱中して調べ物をつづけたフィオナは、いつのまにか眠ってしまったらしい。

　窓から差し込む朝日で目を覚ますと、机にうつぶせていた体はあちこちが痛んだ。
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　翌朝。日が昇ると、フィオナはすぐに部屋を抜け出した。

　まだ夜空の名残なごりを残した空は、端のほうに青い色の帯を残している。

　つい本城に視線が向き、ロイドの体調は回復しただろうかと気がかりになった。

　外へ出て目当ての建物に近づくと、すでに大勢の人の気配と馬の足音が聞こえている。

「エイ！　オウ！」と勇ましいかけ声が空にあがり、空気を震わせていた。

　騎士団の鍛たん錬れんは、早朝から行われているようだ。

「やっぱり、動物と肉体派は朝が早い……」

　つぶやいたフィオナは、そんな朝のさわやかさを裏切るひどい有様だ。

　ロイドの看病で消耗したまま、夜中じゅう酷こく使ししたまぶたは腫はれてしまい、何度もかきまわした髪はすっかりもつれている。

　思案と推測を繰り返した結果、眉み間けんのしわもくっきりしているに違いない。

「えーと……これ」

　フィオナは昨日ジェレミーに渡された革紐を手に握りしめて、宿舎らしき場所へと向かう。

　よろよろと通り過ぎそうになった井戸の向こう側から、大きな声がかかった。

「フィオナ!?　こんな時間にどうした……」

　どうやらすでに鍛錬を終えたのか、ジェレミーが頭から水をかぶり髪を拭いている。

　──こんな早朝から、王子自ら騎士団に交ざってるの？

　フィオナは驚きつつも、ロイドから預かった冊子と地図を持って近づいた。

「ロイド様の手当てをして、これを預かったんですけど……昨夜あのあと大丈夫だったか気になって……」

「あぁ、俺も気になったから夜に使いの侍女を出しておいた。ちゃんと当人が届け物を受け取ったらしいから心配はいらない。あいつの人払いもほどほどにしないと、王宮のどこかで行き倒れそうだからな」

　思わぬジェレミーの気づかいに、フィオナはほっとした。

「それとスレイプニルの治療に役立ちそうな内容で、ジェレミー様にも伝えて欲しいって」

　かなりの時間をかけてロイドが調べつくした冊子と、託たくされた地図をジェレミーにも見せる。

「ふぅん。……ところでこの『黄金の葡萄』ってのはなんだ？」

「預かった記録を見ると、きっとスレイプニルにはそれが必要なんだと思うの。色々考えてみたんだけど……」

　一晩かけて、記されている記録と自分が知っている聖獣の性質から、フィオナはおよその見当をつけた内容をジェレミーに話して聞かせた。

「──だからこの森にしかない、スレイプニルの好物みたいなものがあるんじゃないかって思うんだけど……っ!?」

　いつの間にか、熱心に話しこんでいたフィオナは、ぎょっとするほど近くにジェレミーの顔があることに気づいた。

　言葉を途切れさせたまま、思わずあとずさる。

　そして間かん髪はついれず、靴のかかとでざざっと土の上に線を引くと身構えた。

「またそれか。今度はこの線を越えるなっていうんだな」

　ため息交じりの言葉に、フィオナは念を押すように何度もうなずく。

　ジェレミーはお手上げだというのか、両の手のひらをみせると、大人しく線の向こうにとどまった。

「俺のことを信用してないのはともかく……よくはないけど、まぁ仕方ないとして。スレイプニルを治療するためなら俺も協力する。幸い、地図にあるその場所なら、子供の頃に何度か狩りで父親に連れられていったことがある。すぐに支度をさせよう」

　そういって力強い笑みを浮かべたジェレミーに、フィオナは黙だまってうなずいた。

　ロイドが言った通り、ジェレミーはなんの屈くつ託たくもなく協力を申し出てくれる。

　フィオナもそのまま騎士団の宿舎へと連れていかれ、着替えをさせられた。

「田舎いなか娘むすめ、馬には乗れるのか？」

　昨日はなかなかの勢いでフィオナに敵意を見せた騎士見習いのフレイが、つっけんどんに尋ねる。

「フィオナよ。森ではロバに乗ってたわ」

「ふん、馬の背から落ちれば、捨てていくことにするからな」

　そう口にすると、フレイは自らも靴を履はき替え紐を締しめ直していく。

「……あなたもくるのね」

　小声でつぶやくフィオナをフレイは見逃さなかった。

「いま、めんどくさいと思ったな。ジェレミー様にはつねにおそばで目を光らせる者が必要なんだ。どこの誰とも知れない人間が持ちこんだ、ロイド様からの地図や情報だなんて、信用していいものか知れたもんじゃない！」

　棘とげのある言葉と、怒りをはらんだ声にフィオナはさすがに言い返しそうになる。

　すると近づいてきたジェレミーが、「心配は不要だ」と言いたげに、ぽんとフレイの肩を押した。

「すまんな、あれも俺のためを思ってのことなんだ。いまや……王城が全体的にこんな空気で居心地が悪い。それはロイドも同じだろうけど」

　すべてを真に受けてくれるなと言いたげなジェレミーの口調に、フィオナはぐっと口を閉じた。

　ロイドの具合は、深刻そうに見えた。

　何よりあの膨ぼう大だいな書物から、これだけ絞りこんだ情報を得るのに、あの書しよ斎さいにこもっていたのは一日や二日では済まないはずだ。

　フィオナと森で出会う前からつづけていたことなのだろう。

「あいつの苦労に報むくいるためにも、これは俺たちが手に入れてこないとな。そうだ、馬なら俺の馬に相乗りでもいいが」

　ジェレミーの口調や表情から、手柄を独り占めするつもりはないのだとわかり、フィオナはほっとする。

「相乗りは遠慮します。ジェレミー様の騎士たちをこれ以上心配させたくないもの」

　──変ね、私はスレイプニルが助かればいいのであって、べつにこの兄弟がどうあろうと……関係なんて……ないって思ってたのに。

　最終的にジェレミーがロイドに出しゆつ立たつの知らせを伝える使いを出した。

　フレイを含む数人の従じゆう者しやを連れて、フィオナはジェレミーと共に因いん縁ねんのあるニルムスの地へ向かうことになった。
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　朝のうちに、王都からニルムスへ出発した一行は、思わぬことで一時休止を余よ儀ぎなくされた。

「殿でん下か、後方から馬車がずっと追ってきてます」

　フレイがジェレミーに馬を寄せると、声を落として申告する。

　フィオナも手た綱づなを引いて背後をうかがうと、確かに近づいてくる馬車の音がする。

「え……あれって」

　ぼんやり見覚えのある色味の箱馬車に、つい馬を止めた。

　ジェレミーも同じなのか、すぐに馬ば首しゆを巡めぐらせると背後からやってくる馬車を待つことになった。

　馬車は騎き士し団だんの前までくると停車し、用意された踏ふみ台の上に当然のようにロイドが降り立った。

「ロイド!?　『黄金の葡ぶ萄どう』ならちゃんと持ちかえると、使いを出しておいただろう」

「体は、大丈夫なんですか？」

　ジェレミーにつづいて、フィオナはなんとか自力で馬を下りるとロイドの顔色を確かめにいく。

　だが旅りよ装そうに身をつつんだロイド自身は、まったく悪びれたようすもなく堂々とそっぽを向いている。

「知らせがきた以上、兄上とフィオナのふたりだけに任まかせておくのは、不安でしかないだろう」

　そう言い放つ口調はこれまでと変わらず、本当に昨夜まで熱に苦しんでいた人物だろうかと思わせる隙すきのなさだ。

「そうか……つまり、俺と一緒に行きたいんだな！」

　嬉しい発見をしたとばかりに、朗ほがらかに口にするジェレミーに、ロイドはくわっと眉まゆを吊り上げる。

「どう考えたらそうなるのか、理解し難がたいな。私自身が調べたことを、この目で確かめなければ気が済まないだけだ」

　どこかずれた兄きよう弟だいの会話に、フィオナは啞あ然ぜんとしてしまう。

　しかし我に返るとロイドに近づき、さっと手をあげた。

「？　……何をしている」

　怪け訝げんそうな顔つきに、フィオナも負けじと厳きびしい顔で告げる。

「かがんでください、熱を測りたいんです。私が看病したロイド様の体調をこの目で確かめなければ気が済みませんから」

　その言葉にはロイドも言い返せないのか、素直にフィオナの前でかがむようすをみせた。

　それでいいとばかりにフィオナが伸ばした右手で額ひたいに触れようとすると、ぐっと近づいたロイドに背を抱き寄せられて直接額に額を押しつけられる。

「うああぁあ、離して！　ない、熱はないです……!!　あるのは意地悪根性だけ」

　手を振り回してもがきまくったフィオナは、なんとかロイドの腕を脱することができた。

　するとふいにロイドが真顔になる。

「ニルムスへ向かって大丈夫なんだな？」

　どうやら自分の身を案じてくれているらしい問いかけに、フィオナは驚きつつうなずいた。

　騒そう々ぞうしいやりとりののち、結局ロイドはちゃっかり馬車に乗ってあとにつづいた。

　騎士団の一行も再び馬を走らせだしたが、やはりフレイをはじめ幾いく人にんかは自分たちの主あるじと敵対しているロイドの存在が気になるようだ。

「大丈夫なんでしょうかね……」

　つぶやきをもらしたフィオナに、ジェレミーが気づいたのか馬を寄せる。

「気にするな。俺もロイドも日頃から手は打ってるさ。これまでは互いに距離を取って、さんざん周囲の不仲説を否定せずにきたんだ」

「不仲……というわけじゃなかったのね」

　とても『仲良し兄弟』とは見えなかったが、思い返せばジェレミーはロイドに対して兄らしい態度を取ろうとしているようだ。

「当たり前だ、母親が違ってもあいつは弟だ。俺とロイドが険悪な間は、厄やつ介かいな連中もそう焦あせって動きはしない。均きん衡こうが保たれてる間はようすをうかがってるだけだったからな。そこへ陛へい下かの急きゆう逝せいがあったから、周囲も動きを決めかねてる」

　そうかもしれない。ジェレミーの言葉には、うなずけるところがあった。

　王おう妃ひで母でもあるリランメリのような女性が、ロイドのそばに人をつけていないことは意外だった。

　ジェレミーからの使いが行き来できるのも、いまのうちなのだろう。

　結局、ロイドが合流したあと、騎士団の馬を駆かって森に到着したのは昼を大きくまわった頃になった。

　やや傾かたむいてきた日差しを目にして、フレイが顔をしかめる。

「かなり早くに城を出てきたのに、今日は余分な荷物が多いからか、思った以上に到着が遅れてしまいましたよ」

　ふうぅっと派は手でにため息をつき、あてつけがましいフレイに、ほかの騎士たちも苦笑いだ。

　だがフィオナはそれどころではなかった。

　これでも必死についてきたのだ。

　街道を馬で長距離走るのは初めてのことで、思ったより苦労した。

　それでも森に入ってからは、フィオナも本領を発揮して騎士団の誰よりも器用に馬を操あやつって進んできたのだ。

　ミアウルフとの森での暮らしで、ロバを使って遠くから薪まきを運んだり、貴族の屋敷へ薬を届けにいかされた経験の賜たま物ものだろう。

　──まさか、こんなところで役立つなんて思わなかったけど。

「やっぱり森のなかが得意なんだな」

　馬を寄せてきたジェレミーの言葉に、フィオナはうなずいてみせる。

「油断しないでください。この森はあまり安全な場所じゃないの……ほかの騎士にも伝えてくれてるんでしょう？」

　フィオナの記憶にあるように、ここは狩猟を禁じられた森だ。

　意外そうにジェレミーは森を見渡す。

「そういえば子供の頃に一度、このあたりに狩りにきたことがあったんだが……そのあと一度もこなかったってのも不思議だ」

　ジェレミーの言葉に、フィオナは打ち明けるべきか迷った。

　王族が狩猟にくるには、警けい護ごを含めかなりの人数と武器の備えはあったはずだ。

　だとすれば、あの狡こう猾かつな獣けものは彼らを襲うようなまねはしなかっただろう。

　王族を無事に帰せば、さらに自分の命を長らえることを知っていたのだ。

　そして彼らが狩猟を終えたあと、村で人を襲ったかもしれない。

　──でもそれをいえば、ジェレミーはこの森で狩りをしたことを気にするかもしれない……。

　そんなことを気にかける必要などないはずなのに、フィオナは自分でも意外だった。

　困惑したままフィオナは馬を先に進める。

　──説明しないのは面倒だからよ。こんなにお人ひと好よしのジェレミー様に話せば、私がなだめることになるだけだもの。

　用心深く、自分の欲望を満たすことを知っている生き物は、ミアウルフも口にしたようにもはや妖よう獣じゆうと呼ぶべきものなのだろう。

　森に入ってから何度も不安になったフィオナは、ときおり木々を見あげてはそこにディアルマの姿を捜してしまう。

　いつもは森を歩く傍かたわらに、必ず黒い影があった。

　近くにいないときでも、木の枝の高みから必ず見守ってくれていたのだ。

　けれど、いまディアルマの気配はなく、恐ろしい記憶が残るこの地にいるだけで、フィオナは身がすくむ思いがする。

　こうして木々のなかに踏みいってから、どこからか慣れない視線を感じるような気がして仕方がないのだ。

　神経がささくれだつ空気のなか、フィオナは木の種類を見分けて、なるべく根が張っていない平へい坦たんな道を選び騎士団を先導していった。

　やがて下した生ばえの種類が変わり、あたりには水気をふくんだ風が感じられる。

「たぶん、あの先に地図にあった湖があるはずよ」

　幼い頃はまったく気づかなかったが、この場所はフィオナが捨てられさまよった場所とは反対の位置になるようだ。

　目を凝こらしたジェレミーが、感心したように鼻をうごめかせた。

「確かに……昔きたときにはまったくわからなかったな。けど、少しこのあたりは妙な気配だ」

　するとフィオナの乗った馬をはじめ、つづく騎き馬ばがほとんど足をとめてしまった。

　ロイドが乗った箱馬車に繫つながれた馬も、ひどく気が立ったようすで、道の先へ進もうとしない。

　愛馬を下りたジェレミーが、馬の手綱を手に鼻先を撫なでてなだめた。

「仕方がない。ここからは歩きでいこう。悪いがふたりここに残って、馬のようすを見ていてくれ」

　ジェレミーが指示をすると、訓くん練れんされた騎士たちはすぐに自分たちの役回りを決めて二手に分かれた。

　事情を説明され、ロイドも馬車を降りると歩いてついてくるようだ。

　周囲をさぐるように見まわすと、フィオナの傍らにすっと近づいてひそめた声で問いかける。

「ひょっとして、君が話していた獣がいる場所というのは……この近辺なのか？」

　フィオナははっとしてロイドと視線を合わせた。

　真剣な目の色から、昨夜フィオナの話を聞いたロイドが、すぐに自分の故郷について調べてくれたのだろうと察しがつく。

　小さくうなずいて、「いまもいるのかはわかりませんけど」と答えるのがやっとだ。

　それと同時に、フィオナの言葉にすぐに取り合ってくれたからこそ、ロイドはニルムスへ同行してくれたのだろうかとも思う。

　──生いけ贄にえについても『許されない無知』だって、ロイド様は口にしてたもの。

　自みずからの後こう悔かいを行動で示すつもりなのかもしれない。

　警けい戒かいしながら歩くなか、フィオナと並んで歩くロイドにジェレミーが話しかける。

「ロイドが見つけた資料を俺も見てみた。だが『黄金の葡萄』ってのは、そのまま金色の葡萄のことじゃないんだろう？」

「……そうだな、王室の記録書で人目につく場所に置かれるものの内容は、肝かん心じんの事柄はかなり伏せられる決まりだ」

　フィオナも記された記録と地図を何度も見て考えた。

「葡萄だなんていっても、この森は暖かくはないから小さな山葡萄ぐらいしかないはずよ。それは聖せい獣じゆうが好むものとは思えない……聖獣に贈るほどのものといったら、もっと時間がかけられた特別なものになるはずだわ」

　──聖獣が好むもの。時間が経った木や石、でも湖になんてどんなものがあるの？

「そういうもんか。そういや王城の庭園でスレイプニルを呼び出すときにも、色々並べてたな」

　ひとりうなずくジェレミーの隣で、ロイドは手にした地図を目に記憶をたどっているようだ。

　話しながら進むうち、一行は立木がひらけた場所へとたどりついた。

　先ほどまでの薄暗さが噓うそのように、午後のゆるく輝く光が下生えに降り注いでいる。

　正面には低めの岩山が扇おうぎ状に連なって広がり、その手前には半円を描く形で、湖が水面を見せていた。

「こんな湖は、地図にもなかったはずだが」

　輝く湖面を不ふ審しんげに眺ながめていたロイドは、再び地図を手にしてその場にしゃがみこむ。

　そして何かを確認するように、岩場や土を触りだした。

「このあたりの土は、かなり特殊な雲うん母もをふくんでるみたいだ。フィオナが使っていたように、聖獣が鉱こう物ぶつにも反応するのなら、調べてみる価値はある」

　ロイドの言葉に、フィオナとジェレミーが並んで湖面に目を凝らしていたときだった。

　水面の一部に、水中から光が発しているようにまばゆいきらめきが見える。

「……何、あの光」

　湖へ近づいていくフィオナの隣をジェレミーが急ぎ足で前へ進み、ロイドがあとにつづいた。

「すごい。見たことがないほど水が澄すんでるな」

「お待ちください。私がまず偵てい察さつに参ります！」

　騎士団員のなかからフレイが飛び出すと、ジェレミーより先に安全を確認しようというのか湖岸づたいに歩いていく。

　光のもっとも強い場所に目を凝らしていたフィオナは、それがただの日差しの反射ではないことに気がついた。

　どうやら湖の中央部分に、何か沈しずんでいるようだ。

　同じように視線を向けたジェレミーが、すぐに湖岸の周囲を調べていたフレイに指示を出す。

「まさか、あの装備を使うことがあるなんて──」

　そうつぶやいてフレイが騎士たちと組み立て始めたのは、小さな浮き舟のようだ。

　興味深く見ていたフィオナの隣で、ロイドも興味を持ったのか、近くの騎士に問いかけた。

「そんな簡素な仕組みのものが、水に浮くのか？」

　騎士団のなかでもひょろりと長身な男が、不自然に硬い動きと勢いでうなずく。

「はっ、大丈夫であります。この船体に使用してある革かわには、モルゴー蝶ちようが使われておりますです！」

「蝶……？」

「はい、あの蝶は霧深い谷で生せい息そくしておりまして、鱗りん粉ぷんに特とく殊しゆな脂あぶらがあるのです。ですからそれを採取し加工してから革に吸着させることで、ほぼ完全な防水効果が得られるというわけなのでありますっ」

　一本調子で勢いよく説明をしてくれる騎士は、ロイドとフィオナに絶対に視線を合わせようとはしないが、説明はとてもわかりやすい。

「おもしろい試こころみだな。人員も……興味深い」

　ぽそりともらしたロイドを見ると、ジェレミーが率ひきいる騎士団の印象に変化があったようだ。

「騎士団はあらゆる地形に対応していけるように、日々鍛たん錬れんを心がけてるんだ」

　ジェレミーも隣で笑いながら、小舟を完成させた。

　どうやら海は無理だが、小さな川や湖に漕こぎ出せる単身用の小舟らしい。

「次は、空なのであります」

　どうやら青年によると、ランズウッドの騎士団は空をも制せい覇はしようと、複雑な骨組みを作らせて高みから滑かつ空くうする訓練も行っているという。

　──騎士団って、なんだかもっと王宮で取り澄ましてるのかと思ってたけど、意外にたくましい感じ。

　森で暮らしていたフィオナでも、水の調達や洗せん濯たくに細い小川か井戸を利用するぐらいで舟とは無縁だ。

　数人の騎士が瞬またたく間に組み立てたのは、三つの小舟だった。

　箱型の舟は、縁へりにある鉄の輪に、申し訳程度の小さな櫂かいがひとつつけられている。

　まずはジェレミーがそれを手にし、次にフレイが残るふたつの小舟を運ぶ。

「ほら、フィオナはこれに乗って」

「…………え？」

　てきぱきと指示を出すジェレミーに、フィオナは驚かされる。

「湖の中央を見に行きたいんだろ？　舟は三つだから、残りのひとつにフィオナが乗るといい。ロイドは体調のこともあるから陸で待機しててくれ」

　有無をいわさぬ段取りで、ジェレミーは湖に浮かべた小舟に乗り込む。

　フィオナも迷う間もなく、スカートの裾すそをまとめて持つと騎士が浮かべてくれた小舟に足を置いた。

「あ、おい！　待てって……ロイドは水に濡ぬれたりしたら──」

　動どう揺ようした声をあげるジェレミーを振り向くと、どうやらフレイが乗るつもりだった小舟をロイドが奪ってしまったらしい。

　しかしフィオナも重心が定まらない小舟に、しばらく縁を両手で握って耐えるしかなかった。

　平へい衡こう感覚がつかめてくると、ロイドの小舟を慌あわてて捜す。

　思いのほか器用なのか、いつの間にか漕ぎ出したロイドは先をいくジェレミーの小舟を見て、櫂を操っている。

　負けじとフィオナも櫂を握ると、同じように動かしてみた。

　暖かな日差しの下、ゆっくりと湖のなかほどまで舟を進めると、岸辺から光って見えたものの正体が現れる。

「これ……湖のなかに、こんな？」

　水の中から光が生まれているのは、湖の底から押し上げられるように伸びている水晶の柱があるからだった。

　細い長柱状の透とう明めいな水晶が、びっしりと寄せ集まり、一本の巨大な柱を形作っているのだ。

「見事だな。これほど大きなものが水中にあるとは──」

「深さはどこまであるんだ？」

　感かん嘆たんのため息をもらすふたりの王子と一緒に、フィオナも水の深くまで目を凝らす。

　思いのほか深く、底が見えない湖の、どこまでつづいているのかわからない水晶の連なりは、神こう々ごうしさすら感じる神秘的な光景だ。

　湖をのぞきこんでいたフィオナは、あることに気づいた。

　湖面が揺ゆれるのにあわせて、水晶のまだ育ちきらない小さな柱が集まった部分がまばゆい金色を帯びて光る。

「…………わかった！　黄金の……葡萄って」

　夢中で前のめりになると、フィオナのつぶやきに気づいたロイドが振り返り、ジェレミーと顔を見合わせる。

　そのとき、ふいに頭上を強く風が渡り、水面が不規則に揺らいだ。

　小舟が揺れたかと思うと、声をあげる間もなくバランスを崩したフィオナは、湖に投げ出されていた。

「っ、ぷぁ!!」

　まとわりつく衣類に必死にもがいてあらがい、水面に顔を出す。

「フィオナ！」

「大丈夫か、こっちへ」

　緊張したロイドの声に、すぐにジェレミーが小舟を寄せると、ひっくり返ったフィオナの小舟を元に戻してくれた。

　フィオナは襟えり元もとをジェレミーにつかまれている状態で、水中の足もとに目を凝らす。

「そこでちょっと待っててください。確かめてくるので、もし私がおぼれたら助けてください！」

　念を押したフィオナは、ジェレミーの手から離れると、深く息を吸って思いきり水のなかに潜もぐった。

　さほど泳ぎが達者なわけではないフィオナだったが、明るく光が射しこむ水の中だけに恐怖心は不思議となかった。

　するとすぐ脇わきでドボンと大きく水が揺れ、フィオナを追ってジェレミーも湖に飛びこんだのだと気づく。

　──そうよ、記録にあった『黄金の葡萄』をもたらしたのは、エドワルド陛下だって記されていた。ジェレミーは、幼い頃に陛下とこの森へきたことがあるって口にしてたもの。だとしたら、この水晶が……。

　フィオナのあとを追って潜ってきたジェレミーと、水中で視線が合うと、まっすぐに水晶の柱の一部を指さした。

　そこにはまさに『黄金の葡萄』があった。

　揺れながら、降るように差す日差しを複雑に反射して、黄金に光る果実の粒が連なった姿に見える。
















　ジェレミーはわずかに顎あごを引き、驚いているようだ。

　しかしすぐさま姿勢を変えると、さらに深くに潜っていき、ためらうことなく手を伸ばす。

　凍った枝を折るように、それはわずかに硬そうな抵抗を見せたがあっけなくジェレミーの手に収まった。

　ふたりが水面に顔を出すと、ロイドがぱっと顔を逸そらした。

　一瞬だけだったが、ひどく心配げな表情をしていたのはフィオナの見間違えではないだろう。

「ほら、早くあがれ」

　そっけなく口にして、ロイドが乗っていた小舟を片手で引き寄せる。

「やったな」とつぶやいてジェレミーが浮かべた満面の笑みに、思わずフィオナもつられかける。

　水を吸った重たい衣装だったが、フィオナは必死にもがいて自分の小舟にあがった。

「兄上……岸のほうで何かいっているようだぞ……？」

　ロイドの視線の先には、湖岸で待機していたフレイが、何やら大きい身振りをしているのが見える。

「……すみませんっ、説明しておいたのですが！　馬と待機している者が、勝手なことを……!!」

　聞こえる声は半なかば叫び声になっており、フレイの表情には焦あせりと怒いかりがあらわになっている。

「なんだ、待機組がどうしたって──!?」

　はっきりと聞き取れなかった部分を、ジェレミーが問い返したときだった。

　三人の乗った舟が突とつ如じよ大きく揺れ、水面ごと持ち上げられる。

「!?」

「な、何が……」

　体勢を立て直したときには、もはや湖は一瞬にして表情を変えていた。

　頭上に渦うず巻まく暗雲が集まりだし、湖を囲む木々が強風にあおられている。

　この場所に嵐が訪れようとしているのだと、フィオナは気づいた。

　小舟から放り出されないように、両腕を広げて小舟の縁を握り、なんとかバランスを取る。

　舟を左右に揺すぶられながら、流されそうになるロイドの舟をジェレミーがつかみ、陸にいるフレイに向かって叫び返しているようだ。

　激しい葉ずれの音で聞き取りづらいが、ジェレミーが顔をしかめて口にした言葉がかろうじて聞こえた。

「狩りは、禁じておいたはずだ!!」

「わかっ……ます。ですがっ、馬と待たせた者たちが……夜や営えいになるかもしれないと……食料調達をしてっ……たようで」

　風に遮さえぎられ切れ切れになるフレイの言葉から、どうやら残っていた騎士が森の獣を狩ってしまったらしいとわかる。フィオナは思わず顔をゆがめた。

　──だとしたら、突然のこの嵐だって、無関係じゃないのかも……。

「とにかく、天候もおかしい。すぐに岸に戻ろう」

　ジェレミーがロイドと共にフィオナの小舟に近づく。

　全員が櫂を手に進めようとすると、湖の底で竜が身をうねらせたかと思うほど、再び激しく水が暴れだした。

　悲鳴をあげることすらできず、フィオナは必死に小舟にしがみついた。

　しかし水はさらに渦巻き、変化して、フィオナとジェレミーが乗った小舟は同じ方向に押しやられた。

　歯を食いしばるほどの力にされるままに流され、フィオナは再び湖に落下した。

　必死に水面に顔を出して見まわすと、すでにロイドの小舟もひっくり返されている。

　いまや流れの激しい渦が巻く湖には、先ほどまでの面おも影かげはない。

　かなり流されたのか、湖の奥にあった岩壁がすぐ目の前にまで迫っていた。

　急流に体を持ち上げられるようにして、フィオナの前を流されていくロイドの肩が視界に入る。

「っぷ……!!　駄だ目め！」

　フィオナはとっさに身をよじって手を伸ばした。

　力いっぱいロイドの肩をつかんで、自分の方向へと引っ張った。

「ぐっ!!」

　血の気が引き、青ざめたロイドをかばったのはとっさのことだった。

「大丈夫か!?」

　水の流れに乗ってようやくジェレミーが近づくと、フィオナはうなずいて問いかけた。

「私は平気です。ジェレミー様こそ、『黄金の葡萄』は？」

　せっかく手に入れたばかりの『黄金の葡萄』は、しっかりとジェレミーの懐ふところにしまわれているようだ。

　衣服の胸元を示して安心しろというようにうなずき返したジェレミーは、フィオナが抱えるロイドごと腕に抱きこんだ。

　まさにそのとき、大きな流れに頭から吞のまれ、三人とも水すい没ぼつしてしまう。

　ゴポンッ……

　大きく水の音がして、全身が冷たい水に包まれると、息が吸えない恐怖に襲われフィオナの意識は薄れていった。
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　怖い。

　寒くて冷たくて、息ができない苦しさ。フィオナは確かにその感覚を知っていた。

　深くに沈めていた記憶がはっきりと甦よみがえる。

　ひとりで暗い森にいつづけるのは、震えだすほどの恐怖だ。

『この子を生け贄に……』

『聖獣さまに捧ささげればきっと、今年は狩りを許してくださる』

『このままじゃ』『飢うえて』『あそこもうちも』『死んでしまう』

　幾いく重えにもひそひそと押し寄せる、自分を殺してしまおうという者たちのささやきから逃れたくて、暗がりで頭を振る。

　──いや、死ぬのは。




　凍えるように寒い夕暮れだった。

　フィオナは森の深くに連れていかれると、木に縛しばりつけられ置き去りにされた。

　黄昏たそがれの、周囲の木々が黒い影に塗り変わる頃。なんとか縄から逃れたフィオナは、近くの木の虚うろに身を隠かくした。

　風に揺れる木とは違う、明らかに近づいてくる獣の気配。

　枝を折り、土を踏む音がすぐそばに現れる。

　虚の奥にへばりつくようにして、フィオナはぎゅっと目をつぶった。

　フッ、フッ……フーー……

　繰り返される荒らい息が、生臭い風を漂ただよわせる。

　必死に息を止めていたフィオナは、恐ろしい存在がふいに押し迫ってくる気配に薄目をあけた。

　そこには暗くら闇やみをうごめく虫のように、ふたつの黄き褐かつ色しよくの瞳が光っている。

　人間とはまったく違う、小さな瞳どう孔こうが恐ろしくてフィオナはさらに身を縮めた。

　緊張のあと、やがて獣の気配が遠ざかったのをきっかけに、フィオナは自分の足を奮ふるい立たせる。

　ここに、とどまってはいけない。

　恐怖がつのるばかりで体は言うことを聞こうとしないが、必死に夜の森を走りだす。

　木や石に足をぶつけて駆かけるうちに、靴の片方はどこかへいってしまった。

　だが痛みを気にする間もなく、息を切らしてひたすら逃げつづける。

　大人の何倍もある獣から遠ざかりながら、フィオナはなんとか村へ戻りたいと本能に頼ってやみくもに走った。

　かなり先のほうに、村の煮に炊たきの煙けむりが見えたと思った瞬間だった。

　その肩を後ろから強く突かれ、前に転がるように地面に体が叩きつけられる。

「いやっ……やめて、嫌だぁ!!」

　仰あお向むけにされたところをもがいて、めちゃくちゃに四し肢しを振り回して暴れた。

　自分を片手で押さえつけ、もう片方の手で口をふさぐ相手は、恐れた獣ではなく村でもさほど親したしくもない炭焼き小屋の男だった。

　その姿は人だが、先ほどの獣よりよほど恐ろしい。

　舌打ちせんばかりの険けわしい表情に、厄介なことになったという苛立ちばかりが感じられる。

　生け贄に置いてきたはずの娘が村に戻ったりすれば、男がひどく責められる失態だからだろう。

　男の黒く頑強な手は、岩を押しつけられているように、冷たく硬い。

　怖いのは、相手がひとことも言葉を発しないことだった。

　自分に話しかけること自体が禁きん忌きだとでもいうように、黙もく々もくと決められたことをするのだという意志が感じられる。

　男は大きな手を伸ばし、フィオナの首に手をかけた。

「グッ……!!」

　息が詰まり、苦しさに吐き気がこみあげる。

　空が少し暗くなったと思った瞬間。

　目の前が夜になった。

　ドン、と鈍にぶい音が響き、重たい薪まきの束がぶつけられたような衝しよう撃げきが男を介して伝わると、フィオナの体は地面を転がる。

「じっとしていろ」

　突如声が聞こえる。

　解放された喉のどが鳴り、冷たい空気に胸が満たされた。

　うつむいて体を丸めると、思い切り吸いこんだ空気にむせて幾度もえずいた。

　その背中をぽんと叩くやわらかな感触に、フィオナはようやく顔をあげる。

　夜だと思ったのは、目の前に立つ豹ひようの姿だったらしい。

　漆しつ黒こくの体はじっと見つめると、豹ひよう紋もんが浮かびあがってわずかに光る。

　鋭するどい黄金の双そう眸ぼうのやや上に、細い稲いな妻ずまのようにある傷口、その部分だけが銀毛に変色していた。

「……聖獣？　生け贄を食べにきたの？」

「間抜けな質問だ。人を食らう聖獣などいない」

　低く艶つやのある男の声に、フィオナは周囲を見回した。

　だがフィオナを殺そうとした村人は、離れた位置に転がったまま気を失って起き上がらない。

「こっちを見ろ。お前は、生きたいか？」

　力ある黄金の瞳が、厳しく試すように問いかける。

　それは先ほど隠れているフィオナを見た、じっとりと濁にごった黄褐色の瞳とは違う輝きに満ちていた。

　噓やごまかしは絶対に許されない空気に、フィオナは身を起こす。

　強い力に絞しめ上げられた喉を、けほんと鳴らして答える。

「……死にたくない」

　だがフィオナの答えを、黒豹は気に入らなかったようだ。

「生きたいのか？」

　再び問いかけられ、フィオナはぼうっと視線を巡めぐらせたあと、こっくりとうなずいた。

　途と端たんに、涙がこぼれて止まらなくなる。

　美しい黒い毛並みの背を向けられ、その温かさに手を伸ばした。

　途端に心がほっとゆるみ、安あん堵どに包まれるなか、もう二度と会うことがないであろう父親を思い出した。

　ディアルマの背にしがみついていたことを、いまでも覚えている。




　──覚えてる……覚えてる？　あぁ、これは……そう、夢だ。ごめんなさいディアルマ。ちっともいうことを聞かなくて。いつも貴方あなただけは私の味方をしてくれてたのに。

　ぼんやりと意識が覚かく醒せいしかけたところに、耳慣れない声が入る。

　急速に意識が戻り、フィオナが重たいまぶたを引き上げると、見慣れぬ光景が目に映った。暗がりのなか、自分の周囲をぼんやりしたオレンジ色の光が照らしている。

「え……夜!?」

　頭上が暗いことに驚いて、フィオナは身を起こそうとしたが、肩がズキッと痛んでそのままくずおれた。

「フィオナ大丈夫か？　外傷はなかったけど、かなり強く打ちつけたからな。それにひどくうなされてた」

　ジェレミーの声に、無意識のままフィオナはそうっと腕を動かしてうなずく。

　まだどこかぼうっとする意識のまま、肩をかばいつつ濡れた髪を片手でしぼる。

「うん。痛むけど動かせるわ」

「すまない、ロイドをかばってくれたんだな」

　その声にフィオナは周囲をきょろきょろと見まわした。

「ロイド様は、どうなって──」

「大丈夫だ。そっちに寝かせてある。ふたりともひとまず上着は脱がせたが、早くこっちで火にあたるといい」

「私たち、一体どうなって……って、ふたりって、えっ!?」

　やっとジェレミーの言葉に我が身を見下ろすと、フィオナは騎士団で着せられた一部革かわが使われた上着を脱がされ、下着も同然の薄着姿になっていた。

　動揺して我が身をかばうように体を丸める。

　──そんな、この格好で明るいところに近づくなんて……できるわけないでしょう～。

「ほら、いつまでも離れてないで。こっちで火に……？」

　フィオナを引き寄せようとしたジェレミーは、相手が恐怖の形ぎよう相そうで体を引く態度に首を傾かしげた。

「上着だけじゃなくて……さらに脱がせようってことなの!?」

　思いきり疑いの目を向けたフィオナに、ジェレミーがぎょっとする。

　だがフィオナの恐怖の妄もう想そうはとどまることなく、自分の右手首を突き出すようにして見せた。

「もし……食べるつもりなんだとしても、ほんとに、肉だってついてない。たいして美お味いしくもないわよ!?」

「おい、待て──」

「ほんとよ、こんな歳としからじゃ『特殊な夜の使用人』にだって……」

　湯ゆ殿どのでロイドに吹きこまれた、王都の恐ろしい人買いの話までもが脳のう裏りに浮かび、フィオナは青ざめるいっぽうだ。

　その手首を、ジェレミーの温かい手にぐいっとつかまれ、ヒッと息を吞のむ。

　腕に負荷がかかった影響で、ぶつけた肩が痛み顔をしかめてしまう。

「落ち着け。そんな下心はないから！　だいたい、なんだ……『特殊な夜の使用人』って……。俺は騎士でもあるんだぞ、女性に失礼な振る舞いをするなんてあり得ないし、飢えるほど腹も減らしてない」

　きっぱりと口にしたジェレミーは、じつに自然に距離を詰つめてくる。

　フィオナの背を落ち着かせるように、ぽんぽんと叩いてなだめると尋ねた。

「いいか、肩の調子も確かめたい。手を握ったり開いたりしてみるんだ。あぁ、大丈夫だな。肩が少し熱を持ってるが……」

「平気です。少しなら薬も持ってきてるから」

　フィオナは脱がせてもらっていた上着に縫ぬいつけられていた物入れから、蠟ろう紙しに包んである膏こう薬やくを取り出した。

　そしてジェレミーとは反対側に横たえられているロイドはと見ると、気を失い青白い顔をしている。

　額に手を当ててみるが、肌は冷たく息づかいも荒らい。

「私のことはいいですから、ロイド様をたき火の近くに寝かせて。それと……あぁ、でも乾かわいた布はさすがにないものね」

　このままではロイドが、ますます体調を悪化させてしまう。

　格好を気にしている場合ではないと、フィオナは気を取りなおす。

　四の五の言わずに自分たちを乾かさねばならないのだと、フィオナも諦あきらめてたき火のそばに座る。

　改めて周囲を見れば、三人がいるのは洞どう窟くつのような暗い洞ほらのなかだ。そして開けた岩場の先には、水が打ち寄せていることがわかった。

「この湖の岩場の下には、こうした穴がいくつもあるみたいだ。夕刻になると、洞窟の穴から穴へ水が入っていくことで流れが生まれるんだ」

　ロイドを移動させたジェレミーは火に手をかざし、落ち着いた余裕さえ感じさせる。

「そうだ、『黄金の葡萄』はいまどこに!?」

　洞窟に流される寸前まで気になっていたことを、フィオナは思い出して焦る。

　ジェレミーはうなずくと、自慢げに胸元を示した。

「おかげで無事だ。ちゃんと革袋に入れて、ここに入れてある」

　あの水晶が『黄金の葡萄』だという確証はまだない。

　それでもフィオナもジェレミーも、水のなかで見た光景に自分たちの発見が正しいはずだと感じていた。

「でも、水に落ちたのに、こんな場所で火がおこせるなんて……」

　あまりに混乱がつづいていて、そんなことにも今頃気づく。

「あぁ、小舟と一緒だ。騎士団ではどこにでも携帯できる火ひ種だねを油あぶら紙がみで厳重に包んで、持ち歩いてるんだ」

　ランズウッドの騎士団は、かなり装備を充実させているらしい。

　笑顔になると歳より幼く見えるジェレミーだが、いまは濡れ髪をかき上げているせいか、精せい悍かんな横顔がくっきりとしている。

　いつになく目のやり場に困るような気がして、フィオナは視線をさまよわせた。

　──変に緊張してしまうのは、相手が王族だからよね。だいたい王子ふたりに挟はさまれて、寝かされていたなんて普通ではあり得ないことだし。

　現状を考えるほど現実味が薄れていき、フィオナは再度頭上をみあげた。

　先ほどいた位置では見えなかった光景があり、思わずぽかんと口を開けてしまう。

「あそこに、見えてるのは空？」

　うっすらとだけ赤味を残して、空はすでに暮れていこうとしている。

「そうだな、ここは洞窟といっても岩が積み重なってたり、水に削られた洞窟が繫がったりしてるみたいだ。ここみたいに天てん井じようが空いてる場所もある。だから火もおこしやすかったが、騎士団の奴らも見つけにくいんだろうな」

　外に繫がっているという開放感が、少しは安心させてくれるが、とうていよじのぼれる高さではない。自分たちが置かれている状況がのみこめて、フィオナは少しずつ気持ちが落ち着いてきた。

　濡れた髪が乾いてくると、頰ほおや指先に熱が戻るのと同じくして、今度は体がだるくなってくる。

「怪け我がで熱があがるかもしれないからな。楽にしてろ」

　まるで子供を扱うような手つきや口調は、フィオナを安心させてくれた。

　猛烈な眠気に襲われてジェレミーにうながされるまま、その肩口にこてんと頭ごともたれかかる。

　眠ってろというように、ジェレミーの手がそっと髪に触れる心地よさにまどろむ。

　眠りに落ちる感覚もないまま、フィオナは意識をなくした。







「……丈夫か？　おい、フィオナ？」

　手に触れるぬくもりが添い寝をしてくれるディアルマのものではないとわかって、フィオナは目を開いた。

　目の前にあるのはロイドの顔で、なぜかフィオナは手を握られている。

「あれ、私寝ちゃってました？　というよりロイド様こそ、体の具合は──」

　慌てて起き上がると、まだ頭が重たく目元が腫はれぼったい。

　それでも、悪夢に見舞われたときと違い、体はどこかすっきりしていた。

「少し手が熱すぎるぞ」

　そっけない口調はこれまでと同じものだったが、ロイドがすっと手を伸ばしフィオナの頰に触れる。

　ひんやりしてなめらかな手が心地良く、フィオナの意識はしゃんとした。

　──ひょっとして、これは心配されてるとか……？

　ロイドの思わぬ気づかいに戸惑っていると、洞窟の内部を探索していたのか、暗がりからジェレミーが戻ってくる。

「駄目だな、この先はふさがってるか水に沈んでる。水の満ち引きがあるかもしれないが、いま出られるところはなさそうだ。フィオナは大丈夫か？　この森にきてから少し緊張してるだろう」

　ジェレミーにも異変を察知されていたらしい。

　ロイドに打ち明けていた過去を、ジェレミーに話していないことが心苦しくなり、フィオナは口をひらいた。

「私、この森のすぐそばの村で生まれたの」

　ジェレミーはもちろん、その言葉にロイドもわずかに顔を曇くもらせる。

「そうか……だから色々と詳くわしかったんだな。暮らしていた森から遠い場所なのに、詳しいようすだったから不ふ思し議ぎだった」

「それは……私が幼い頃、この森で生け贄に捨てられたからです。聖獣のディアルマとは、そのときに出会って──」

　ロイドに話したときと同じように、フィオナは我が身に起きたことをジェレミーにも伝えることにした。

　この森にいる聖獣のふりをした妖獣のこと。辺境の村ではいまだにそれを聖獣だと信じこみ、捧げ物をする因いん習しゆうがあることを口にする。

「……そんな。確かに小さな村や集落までは、視察も行き届いてるとはいい難がたいが……いまも、まだ？」

　ジェレミーは普段から騎士団と視察に出ることが多いのだろう。初めて知る事実に、打ちのめされているようだ。

　それは以前のロイドと同じく、この国を治める立場にあるジェレミーもまた自分の責任として感じるものがあるのだろう。

　フィオナの隣に座っているジェレミーは、立てた片かた膝ひざに腕を載せ、顔を半ば埋うめるようにして聞いていたが、厳しい表情は隠しきれない。

「ロイドは、知ってたのか？」

「あぁ、フィオナが書庫にきたときに聞かせてもらった」

　ジェレミーは一瞬目を閉じて、拳こぶしをぎゅっと握ると穏おだやかな表情で顔をあげた。

「辛つらい話をさせたな。こうして聞いたからには、変えていかなきゃな。村人の信しん仰こうや文化を制限するつもりはないが、子供の命に関わるようなことは放置できない」

　ジェレミーとロイドのふたりから、約束するように見つめられ、フィオナはたじろいでしまう。

「ありがとう……ございます。私……王族の人が、こうしてちゃんと話を聞いて動いてくれるはずないって、子供の頃からそう思ってたから」

　人を信じられなくなり、やり場のない気持ちを国を治める者が悪いのだと信じていくことで暮らしてきたのだ。

　まさか自分が王族を目の前にして、言葉を交かわせる日がくるなどと考えたこともなかった。

「でも、このことをロイドが先に聞いてたってのは、なんだか悔くやしいな。フィオナは寝顔も可か愛わいいが、うなされるのを見るのは辛いぞ」

　しゃあしゃあと口にしたジェレミーに、ロイドはちょっとだけ優越感があるのかつんと顎をあげる。

「それは親密さの違いだな……兄上じゃなく、私に打ち明けたくなるんだ」

　得意げに口にするロイドを押しのけて、フィオナはジェレミーを問い詰めた。

「……ちょ、待ってください！　いつから人の寝顔見てたんですか!?」

　しかしジェレミーはまったく悪びれない。

「寝てるときは逃げないしな。あ、それはロイドも同じだぞ。ここに閉じこめられたおかげで珍めずらしいものが見られた」

　嬉しげなジェレミーに、フィオナと一緒にロイドも非常に嫌そうに顔をしかめる。

「～～っ！　金こん輪りん際ざい人の寝顔を見たりしないで!!」

「私に意識がないときは、兄上は視界に入らないとここで誓ちかえ！」

　ふたりが同時に不服を申し立てたときだった。

　三人がいる頭上の、外へとつづくわずかな岩の隙間から、遠えん雷らいのように鈍にぶく轟とどろく音がする。

　不気味な音は、巨大な馬の蹄ひづめのように迫り、爆発するような衝撃となって三人がいる洞窟に激突した。

「キャアァァ!!」

　地面の揺れと頭上から落ちてくる砕くだけた岩に、フィオナは悲鳴をあげる。

　ジェレミーが腕で頭をかばいながら、フィオナを自らのほうへと引き寄せると、ロイドがその手を引いて岩が落ちてこない壁際へと避難した。

　崩れた岩が小石と砂利をまき散らして落ちてくる。

　フィオナを伏せさせて、ロイドがその体をかばうように覆おおい被さった。

　やがて騒音と落石が落ち着くのを待つと、フィオナはそっと頭をあげた。

　見あげると、ぽっかりと大きく拡がった洞窟の天井には切り取られたような夜空がある。

　星の明るい空の下、どこか人に似ているが異様に太い手足を持つ、巨大な狒ひ狒ひの姿がそこにはあった。

　突き出た唇を威い嚇かくするようにひんむくと、そこには鋭い牙きばが見える。

　前後の足の爪は黄色みを帯びて尖り、右手は血に濡れていた。

　先ほども空気を轟かせた、雷かみなりのような衝撃が、再び狒狒の口から放たれた。

　長い四肢で、力強く岩を蹴けると、吠ほえ猛たけって走りだす。

　洞窟をのぞきこんだ黄褐色の瞳が、ぎょろりとフィオナを見つめて止まった。

　──これって……あのときの妖獣。

　ロイドがフィオナを背にしてかばうと、獣の恐ろしい形相が、怒りを宿して再び吠える。

　話していたばかりのフィオナの過去から、目の前に現れたのはこの森に巣くっている獣だとジェレミーも気づいたようだ。

　フィオナは恐怖で混乱しかけたが、ロイドが振り返りぎゅっと頭を引き寄せると、恐ろしい吠え声から遠ざけるように耳をふさいでくれる。

　ジェレミーは崩れ落ちた瓦が礫れきが積み上がったところに、足場を探そうとすると、狒狒の吠え声がぷっつりと途切れた。

　狒狒の背に食らいつき、引き倒した存在があったのだ。

　夜空よりもなお黒い、しなやかで美しい聖なる獣。

「ディアルマ……!!」

　フィオナは叫ぶと、ロイドと共に壁際から駆けだす。

「ディアルマ、どうしてここが……？」

　怒おこらせてしまったと思っていた。

　王城から森へ帰ってしまったかもしれないと思っていたディアルマが、目の前に現れたことが信じられない。

　──森を進む間、ディアルマの気配はしなかったのに。

　瓦礫に手をかけ、ジェレミーが素早く岩壁を駆けあがっていく。

　ちらりと背後を見ると、フィオナとロイドが無事であることを確認し、腰に下げた剣に手をかけた。

　緊張した面おも持もちでロイドが問いかける。

「あれが、君がいっていた森の獣か……聖獣ではないんだな？」

「違うわ。ひたすら長く生きて知恵をつけた妖獣だってディアルマはいってた。森にきた王族には、手を出さない判断ができたぐらいだもの。どうすれば村人を怯おびえさせて、いうことを聞かせられるか、ちゃんと知ってる」

　同じくフィオナの言葉を聞いていたジェレミーがうなずき返すと、大ぶりの剣をスルリと抜いて構えた。

　ディアルマに突如背後から襲われた狒狒は、太い腕を振りあげると黒い毛皮に覆われた胴を拳で殴なぐりつける。

　ギャンと苦しげな唸うなりをあげて、ディアルマの体が宙を舞った。

「ディアルマ!!」

　悲鳴をあげたフィオナは待っていることができず、ジェレミーがのぼっていったのと同じ足がかりを必死によじのぼる。

　ロイドもすぐにあとにつづいて、背を押してくれた。

　フィオナがなんとか洞窟の外に出られる場所にしがみつくと、外ではジェレミーが抜刀して、狒狒の牙を受けている。

　そのまま狒狒の腹を蹴りあげ、体勢を崩した相手の胸に切りつけた。その隙にディアルマがしなやかに身を返すと、狒狒の背に爪を立てて動きを抑えこんだ。

　目の前の岩を聖獣の力ではね飛ばすと、とがった部分を狒狒の胸に叩きつける。

　鈍い音を立てて苦しむ狒狒からディアルマは飛び退のくと、さらに周囲の岩を集中してぶつけ岩山で押しつぶすようにした。

　だが、相手もそうとうな怪力があるのか、再び岩山はがらがらと崩され、狒狒の巨体が飛び出してくる。

　激しい戦いの最中、ディアルマの動きを見たジェレミーが狒狒の背後へと回りこむ。

　ジェレミーは岩壁を背にすると、足を踏んばり剣を低く構えた。

　ディアルマが、狒狒の首筋に思い切り食らいつく。

　振りしぼるような怒り声をあげた狒狒を、ディアルマは引きずるようにして走り、ジェレミーが構える剣に向かって思いきり投げつけた。

　剣の切っ先は、あやまたず狒狒の喉元をとらえている。

　湿った呻うめき声をあげると、狒狒はドサリと体を横倒しにした。

　苦しげに細っていく呼吸が不規則に乱れると、その瞳は虚うつろに光を失い狒狒は絶命する。

　ディアルマは脚を痛めたのか、わずかによろめくのを見て、フィオナは駆け出していた。

　涙があふれだすのを止められないまま、ディアルマの首筋に思いきり抱きついてしゃがみこむ。

「ごめんなさい……っ」

　ディアルマが消えた理由は明白だった。

「前からいってたろ。お前を苦しめた妖獣なんざわけないって……」

　フィオナがずっと恐れていた故郷の森に近づくのを、ディアルマが見過ごすはずなどなかったのだ。

　──私……まだ何も信用できてなかった。それでも、ディアルマだけは疑ったりしちゃいけなかったのに。

　ディアルマの肩越しに空を見ると、星がいくつもきらめく夜空が広がっている。

「もう会えなかったら、どうしようって……怖かったの。ごめんね。ごめんなさい」

　思いのぶんだけ腕に力がこもってしまい、「痛いぞ」と呻いたディアルマに、「私も」とフィオナも右肩を押さえて苦笑する。

「こっちだ！」

　声をあげたジェレミーが湖に向かって手を振る。

　湖岸からフレイが乗った小舟が、角かく灯とうを振りながら近づいてくるのがわかった。

　崩れた洞窟から、残った火種の光が空に放たれて目印になったようだ。

「ジェレミー様、ロイド様、ご無事ですか!?　先ほどの音はなんです!?」

　上陸したフレイは取り乱していたが、主の無事な姿に心から安堵したようだ。

　先にフィオナとロイドを岸に運ぶようにジェレミーは主張したが、ディアルマがフィオナを運ぶと言って聞かなかった。

　その背にフィオナがしがみつくと、ディアルマはそのまま岩場を駆け上がっていく。

　湖を渡らず、湖を望む岸壁沿いに森を迂う回かいしてジェレミーたちと合流するつもりのようだ。

　夜風が髪をあおり、頰を撫なでるのがくすぐったくてフィオナは首をすくめる。

　わずかに離れていただけなのに、これほどディアルマの背の感触を懐なつかしく感じ、フィオナはそっと黒い毛並みに頰を寄せた。

　ディアルマとこうして再会できたこと。何より互いの信頼が失われていなかったことに胸が熱くなる。

　そしてあることに思い当たると、予測が確信へと変わっていくのを感じる。

　──『黄金の葡萄』は手に入れられたと思うけど……スレイプニルの病気はひょっとして……。

　フィオナは、スレイプニルに出会ったときから感じていた、わずかなひっかかりを思い起こしていた。

　──ランズウッド王国の聖獣は王とだけ誓せい約やくを交わして通じあう。そしてエドワルド王が『黄金の葡萄』を捧げたのよね？　つまり、それって──。

　目的地に到着すると、湖岸に連れてこられた馬たちが落ちついたようすで草を食はんでいるのがわかった。

　主であるジェレミーが無事見つかったことに安堵した騎士たちも、煮炊きの火を起こし始めている。

　フィオナは騎士たちに頼んで水と布を借りると、馬に積んでいた自分の荷物を受け取り、少し離れた位置にディアルマを連れていった。

「さぁ、ディアルマは人ひと型がたになって。毛皮がないほうが傷の具合がよくわかるもの」

　フィオナに請こわれて、ディアルマはしぶしぶ草地に座ろうとしたが、近づいてくる気配に動きを止めた。

　フレイの誘導によって、無事に岸に戻ってきたジェレミーとロイドが、フィオナを見つけて駆けてきたのだ。

　ふたりの王子を前に、相変わらず威嚇するように低く唸りをもらすディアルマは、「もう、喧けん嘩かはしないでよ」とフィオナになだめられ、人の姿へ変化する。

「無事で何よりだった、その……ディアルマの怪我は？」

　共闘した仲だと思うのか、ジェレミーが心配そうに問いかける。

「いま洗ってみたけど、手持ちの薬でなんとかなりそうです。深いところまで狒狒の牙が食いこまなくて良かった」

　フィオナはほっと息をつきながら、受け取ったばかりの手荷物を広げると手早く布地に膏薬を広げて貼りつけ、包帯でしっかりと固定してしまう。

　ロイドがすっかり暗くなった湖面を見つめてつぶやいた。

「あんな大きな獣が知恵をつけてるとは……村人たちも支配されてたってことか」

「これで、ここらの森にはもう生け贄はいらないのか？」

　ジェレミーの問いかけに、無ぶ愛あい想そにそっぽを向いたままディアルマが答える。

「同じことだ。今回は知恵の回る狒狒だったが、数年か、数十年もすりゃ新しい獣が現れるだけだろ」

　ディアルマの言葉に、フィオナは黙だまってうつむいていた。

　それこそ自分たちが生まれてから死ぬよりも、ずっと長い時を生きる聖獣にとっては、あの狒狒の存在は一時のものであり、幾度も繰り返されてきたことなのだ。

「いや、繰り返させない。変えていく、それが役目だ……」

　ジェレミーの声はいつもの明るい声こわ音ねではない、それでいて固い決意を感じさせるものだった。

　ロイドはひょいと片眉を吊り上げたが、そのまま無言で小さくうなずく。

　夜営で用意されたスープとパンが配られると、すでにフレイの指示でひとりの騎士が、先に王城へと戻っていることを聞かされた。

　──そうよ。いくらなんでもランズウッドの跡あと継つぎがふたりとも戻らないなんて知れたら大事よね。

　フィオナはたき火に照らし出される、ジェレミーとロイドの横顔をちらりと眺め、自分がいかに大変なことに首をつっこんでしまったのかと思い知らされた気持ちになった。

　やがて食事を終えた一行は、日の出を待って王城に戻ることになった。

　食事を終えたフィオナのそばにジェレミーがやってくる。

　差し出された布包みに、フィオナは首を傾げた。

「今日手に入れた『黄金の葡萄』だ。聖獣医ホーリーメイカーとして調べておくことがあるなら、預けたほうがいいかと思って」

　その言葉に、フィオナはつい苦い顔で唇を嚙かむ。

　いまだにジェレミーは自分を『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』と呼ばれる、ミアウルフだと信じこんでいるのだ。

　打ち明けるべきだという気持ちは強まっていたが、躊ちゆう躇ちよしているうちにジェレミーにぽんと包みを手渡されてしまった。

「どうした？　元気がないな。あれはやらないのか、線を引いてほら……」

　威嚇するそぶりを見せないフィオナに、どうやら違和感があるらしい。

　それほどまで自分の振る舞いが極端だったのかと自覚させられ、フィオナは苦笑いを浮かべた。

「さっき、ディアルマが口にしてたことで……思い出したの。私は基本的に人を信用できてない。ジェレミー様のことも、ロイド様のことだっていまだによくわからない。それは……私が何も、誰も許してないからだって」

「許す？」

「そう、両親や、村人。私が生け贄になることで、やり過ごそうとした人すべて」

　口にして、自分でもそうした気持ちをはっきりと自覚する。

「……ただ、私だって生け贄の自分が助かったあと、村がどうなったかなんて気にかけもしなかった。ほかの誰かが生け贄にされたかもしれないのに……思い出すのも怖いし、考えると腹が立つし……憎いって思うから」

　それはまぎれもない本音であり、いままで無意識でいたことだけに、より胸をえぐるような本心だった。

　ジェレミーはフィオナの言葉を反はん芻すうするように、しばらく沈黙していたが、やがてそっと口を開く。

「いいんじゃないか、そんなの」

　顔をあげたフィオナに、ジェレミーは小さく笑みを浮かべてうなずいてみせる。

「誰だって、聖人になれるわけじゃない。だいたいフィオナは子供だったんだ。そんな目に遭あって、人のことまで考えるなんてできなくていい」

　硬い視線を向けたフィオナに、ジェレミーは苦笑した。

「あ、それは綺麗事で慰なぐさめようってのは受けつけないって顔だ」

　ずばり言い当てられたような気がして、フィオナはつい肩を引いてしまう。

「いや、フィオナのことだけじゃなくて、俺も王族だからって、すべてを平等にはできないから、そう考えることもある……」

「…………ひょっとして、ロイド様のお母様……リランメリ様のこと？」

　迷ったが、気にかかっていることだけにフィオナは尋ねてしまった。

　ジェレミーが前に話してくれた暗殺が試こころみられたことや、王城で顔を合わせたふたりの王妃の振る舞いからしても、わだかまりはあるはずだ。

「俺にとってロイドは弟だ。周囲の考えとか動きも色々あるなかで、ロイドも苦労してるはずだ。それにあいつのことを、俺は信じてるからな」

　あぁ、とフィオナは腑ふに落ちるものを感じる。

　──これだから、ロイド様はジェレミー様が苦手で……憎むこともできなくて、自分のことまでもてあましちゃうのよ。

　ふたりの王子たちは、互いを意識しつつ、しかし決して嫌悪を抱いている訳ではないのだと、外の人間であるフィオナにはよくわかった。

　そしてふたりは顔を合わせて、微妙に「んん？」という顔つきになった。

「つまり……なんの話をしてたんでしたっけ？」

　慰められていたのか、慰めたくなったのか自分でもよくわからなくなったフィオナに、考えを巡らせたジェレミーが再び口をひらく。

「そう……つまり、フィオナが生け贄に連れ出されたとき、止めたかった人も、助けたかった人もいたはずだってことだ。誰も彼もがひとつの同じ気持ちで、幼い子を森に置いてきたかったはずはない……そういう考えもあるかと……思ったんだ」

　ジェレミーの口調と瞳は真剣で、フィオナを元気づけようとしているのは明らかだった。

　それはわずかな居心地の悪さと温かさを、フィオナにもたらす。

「やっぱり、そんなの偽ぎ善ぜんね。そうやって受け入れて、許したり許されたりする気持ちに自分がなりたいだけなんだわ」

　いまの自分には、まだそんなふうには考えられそうにない。

　ひねくれたフィオナの返答に、ジェレミーは何かに驚いたようにはっとする。

「いま、わかった。……こうして一緒に過ごしてみて、気づいたぞ。フィオナはなんかこう、ロイドに似てる気がするな」

　思わぬ言葉をかけられて、フィオナは戦せん慄りつのあまり後ろにひっくり返りそうになった。

「ちょっと……嫌がらせにしてもどうかと思う言葉ですね……」

　するとザザッと背後の草木が揺れて、「聞き捨てならないな」と低く声が聞こえた。

「ロ、ロイド様!?」

「私に似ていて光栄だと思えないのか？」

　どこから話を聞かれていたかはわからないが、フィオナもジェレミーも不安に視線をさまよわせながらロイドを迎える。

「ロイド、そうじゃないって。ほら、お前って基本的に誰のことも信用してなくて、それが徹底しすぎて誰のことも利用できないっていうか……自分のことにも厳しいというか、究極の孤こ独どく……いやそれも悪いか、じゃあ孤こ高こうで！」

「…………」

　じっとりと無言で、ジェレミーの言い訳を聞くロイドの隣で、フィオナはやはり顔をしかめる。

「孤高でも孤独でも受け入れがたいわ。私はロイド様と同じじゃありませんから！」

「本当に失礼だな、君は」

　ムッと視線を険しくしつつ、ロイドはフィオナの手にある『黄金の葡萄』をちらりと眺めた。

「まったく兄上は、ちょっと目を話すと勝手をする」

「あ、これならお返しします。私が預かるのは責任重大すぎるので」

　フィオナの正体を知るロイドには、大切なものを預けることに不安があるはずだ。

　そう察したフィオナは、包みを差し出した。

「警護なら人数も足りている。君は聖獣医ホーリーメイカーとして、できる限りの手を尽くしたらどうだ」

　投げかけられた言葉で、ロイドがいまもジェレミーに真相を告げるつもりはないのだと気づきフィオナははっとした。

　まだ自分に挽ばん回かいの機会が与えられていることに気づき、フィオナは『黄金の葡萄』をしっかりと抱えて頭を下げた。

「わかりました。お気持ち、感謝します」

　そう答えると、フィオナはディアルマが休んでいる場所へと戻った。

　夜営となれば、ディアルマの毛皮にまさる居心地の良い場所はほかにないのだ。
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　昼前にランズウッドの城へ戻った一行は、王城がちょっとした騒さわぎになっているなか迎えられた。

　昨夜のロイドの外出と不在、しかも同行者がジェレミーであることを知ったリランメリが怒いかりを爆発させ、クローディア妃ひの館へ乗りこんでいったらしい。

　しかしクローディア妃が扉とびらを決して開けなかったおかげで事なきを得たと、騎き士しから報告を受け、ジェレミーとロイドは互いに顔を見合わせため息をつく。

「こんな騒そう動どうは、早くに終わらせるべきだな」

　そのために必要なのが、聖せい獣じゆうスレイプニルの復調なのだと、フィオナはいよいよ腹をくくらねばならない気持ちにさせられた。

　人払いをした一室に、ジェレミーとロイド、そしてフィオナが集まり『黄おう金ごんの葡ぶ萄どう』を見つめる。

　昨晩、ロイドから預かった資料の内容をもとに、フィオナは改めて『黄金の葡萄』を検けん分ぶんした。

「エドワルド陛へい下かが残された記録と地図。そこにあった聖獣の好むものとしては、これが一番『黄金の葡萄』に近いことは確かです。ただし、この水すい晶しようが黄金に見えるのは、午後の日差しがややゆるむ時間に限定されますけど……」

　籐とうかごに入れられ、布で綺き麗れいにぬぐわれた水晶は、窓から入りこむ日差しを受けて、細かく寄り集まった水晶の立たち柱ばしらが複雑な光を放って見える。

　フィオナの報告を聞いていたジェレミーにロイドも、水晶の塊かたまりをのぞきこむように顔を寄せた。

「確かに。この目で見てきたがその解かい釈しやくが正しいようだ」

「悪いが、俺には正解がわからないが……『伝説の聖獣医ホーリーメイカー』がついててくれるなら心強いってとこだな」

　その言葉にフィオナは顔を曇くもらせ、ロイドはややそらぞらしく視線を逸そらす。

　だがフィオナもいまとなっては、手に入れた『黄金の葡萄』でスレイプニルをいかに回復させられるかに、注力するときだとわかっていた。

　ロイドが片手をあげると、ジェレミーとフィオナに告げる。

「午後には、スレイニプルの治ち療りようにあたれるよう手配しておくから、ふたりとも少し休んでおいてくれ」

　フィオナはほっとすると、『黄金の葡萄』をロイドに預けて退出した。




　与えられた客室に戻ったフィオナは、寝しん台だいに黒くろ豹ひよう姿で体を横たえているディアルマを目にしてほっとする。

　その隣に腰掛けると、そっと黒い毛皮を撫なでてフィオナはつぶやく。

「ディアルマ。スレイプニルの治療は、『黄金の葡萄』でうまくいくと思う？」

「……さぁな。自信がないのか？」

　問いかけられ、フィオナはわずかにうなずいた。

「一度スレイプニルに会ったときに、偽にせ物ものだって見破られてるもの。自分が未熟で治療の腕が師し匠しように及ぶわけもないってわかってる……けど、治したいって気持ちは本当の気持ちよ。だからうまくいって欲しい」

　素直な気持ちを口にするフィオナに、ディアルマはやれやれとため息をつく。

「ミアウルフの奴がよくいってたろ。どんな状態であっても、聖獣そのものが気力に満ちてるかどうかが大きいって」

　確かにこれまでフィオナが立ち会ってきた治療でも、それは大きかった。

　聖獣は長い時を生き、天地とその狭はざ間まにあるすべてのものから精気を得ることができる。

　だからこそ『黄金の葡萄』のように、長い年月を経て結晶化した物質は聖獣に力強く働きかける力を持つはずだ。

「それに知ってるだろう？　あの男の治療代金が法外なのは、治療に必要なものが高価で希き少しようだってことがある。とはいえ、大半は単なる欲深さからだけどな。そうしたものと同じ強力な力を、この黄金の葡萄は持ってる」

　ディアルマの言葉に、フィオナは治療に積極的になれる勇気をもらいつつ、確かめなければならないことがあると感じていた。

　部屋へ運ばれた食事を取り、ひと休みを終える頃、扉が遠えん慮りよがちに叩かれた。

　聖獣との接見の支し度たくが調ととのったと、迎えの侍じ従じゆうが呼びにきたのだ。

　身み支じ度たくをしたフィオナは気持ちをひきしめると、再び王城のなかにある、庭園の入り口へ向かうことにした。
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　侍従に案内され、フィオナはジェレミーとロイドに合流すると、前回と同じく不ふ思し議ぎな植木が生おい茂しげる、迷路のような庭園を抜けていった。

　フィオナはスレイプニルを呼び寄せるため、前と同じように小さな祭さい壇だんと繻しゆ子すのクッションを用意し、その上に『黄金の葡萄』を丁てい寧ねいに置く。

　ふたりの王子が緊張の面おも持もちで見守るなか、フィオナは初めてスレイプニルと対面したときと同じように、いくつもの輝き石せきや香こう木ぼくを祭壇に並べていった。

　硝子ガラスの皿に垂らした香油に火を灯ともすと、茂りきった茨いばらが徐々にゆるみ始める。

　そのすき間から淡あわい光がもれると、やがて自みずからの脚で立つスレイプニルの姿が現れた。

　体を横たえてはいないものの、微動だにしない体と多くの脚に不自然な力がこもっているようにも見える。

　フィオナはその瞳を見て、ためらうことなく告げた。

「お願い。貴方あなたを助けたくて、今日は特別なお見舞いを持ってきたの」

　相手を緊張させぬようにと、できるだけやわらかい声こわ音ねと表情を心がける。

　一歩一歩進むと、フィオナは柵さくを越えてスレイプニルに近づいた。

　手にした籠かごに入ったままの『黄金の葡萄』を差し出すと、スレイプニルはわずかに鼻を寄せてくる。

　前回会ったときの刺とげ々とげしい態度ではない、明らかに『黄金の葡萄』に心惹ひかれているのだとわかる仕草だ。

　さらに心地ここちよさそうに目を細め、香りを楽しんでいるようにも見えた。

　フィオナはそっと手を伸ばすと、やわらかな鼻先の呼こ気きの温度を確かめる。

　それから耳、首筋、前脚からすべての蹄ひづめ、背中から尾に至るまでしっかりとくまなく診しん察さつしていく。

「これで、気が済んだか」

　おとなしくしていたスレイプニルに声をかけられ、フィオナは神妙な顔でうなずいた。

「貴方の病気がわかったわ」

　その言葉に、背後にいるロイドとジェレミーが息を吞のむのがわかった。

　スレイプニルはただ黙だまったまま、落ち着いたようすだ。

「不調の原因は──」

　フィオナはここへきて予想が確信に変わっていた。

　張り詰めた空気に一同が答えを待つなか、思い切ってスレイプニルに告げる。

「仮け病びようよ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、ふたりの王子がそれぞれに口を開く。

「……仮病!?」

「なんだ、それは……どういう」

　スレイプニルは深いため息をつくだけで、フィオナの言葉を否定しない。

　動どう揺ようするジェレミーとロイドを振り返ると、どちらも苦い表情を浮かべていた。

「仮病というのが本当なら、それはやはり俺たちに不満があってのことなのか？」

　尋ねるジェレミーの声は硬い。

　暴れて逃げ出したうえ、不調に見える原因が仮病となれば、王子たちへの不満からなのではないかと疑ってしまうのは当然だろう。

　問いかけに答えぬままのスレイプニルの前に立ち、フィオナはゆっくり首を振る。

「仮病だとはいったけど、スレイプニルに痛むところがあるのは本当よ」

　そう口にして、絹きぬ糸いとのような銀のたてがみに指先で触れた。

　厳きびしい気き性しようを持つスレイプニルが、いまはされるがままにうなだれている。

「陛下を……誓せい約やく者だった国王を失った悲しみは、とてもとても深いものだった。いまもまだ、貴方はそれをもてあましてる」

　フィオナは湖から戻ったあとも、気になっていたことを確かめるため、ロイドから預かった冊子を調べつづけていた。

「スレイプニルが、陛下と誓約を結ぶ際に『黄金の葡萄』は捧ささげられている。きっとこのときも同じように、具合が悪くなったんでしょう？」

　フィオナはまずそこに立ち返ってみたのだ。エドワルド王が捧げたものが、聖獣との誓約にどうして必要だったのかを。

「ディアルマに聞いたの。もちろん、聖獣との誓約に捧げ物をすることはあるらしいけれど、決してそれがなければ果たされないものじゃない。日々の糧かてとして捧げものはしても、ランズウッドの王家を代々見てきた貴方が、代だい替がわりに限って捧げ物を要求することがあるんだろうかって」

　無言のまま、じっとフィオナを見つめるスレイプニルの瞳は静かだ。

「エドワルド王が即位されたということは、その前の陛下が退位されたか、身み罷まかられたかってことよね？　調べたけど、病気で亡くなられていた。そして当時のエドワルド王は、聖獣医ホーリーメイカーから助言を得て、自ら『黄金の葡萄』を手に入れている」

　当時助言した聖獣医がミアウルフ本人なのか、彼が師し事じしていた人物なのかまでは、はっきりと記されていなかった。

　フィオナはジェレミーとロイドに近づくように促うながし、ふたりで『黄金の葡萄』を手にするように渡した。

　ふたりはぎこちない仕草で手を添えて、『黄金の葡萄』をスレイプニルに差し出す。

　それを鼻先にしたまま、スレイプニルはうなだれた首をもたげる。

　迷うように視線を揺ゆらし、やがて重たい口を開いた。

「そなたたちは……未熟だ。周囲の理解を得られず、互いを信じられず、認め合えない……だが相手を憎みきることもできない」

　森でふたりの王子と出会ってから、ジェレミーとロイドそれぞれの態度や気持ちを見てきたフィオナにも、その言葉はうなずけるものだった。

「仮病は、私たちの行動を見定めるためのものだったのか？」

　ロイドの問いかけに、スレイプニルはゆっくりと頭を横に振る。

「いや、そうではない。もっとも未熟なのは、私なのだ。いつまでも慣なれることができぬ、人は短く駆かけ去ってしまうものを……どうしても、諦あきらめの悪い」

　悔やみきれないと自身を責めるスレイプニルに、三人は顔を見合わせた。

　フィオナは『黄金の葡萄』を見つめて口を開いた。

「ロイド様は何日も夜を徹して、聖獣医ホーリーメイカーのことを調べて捜したわ。ジェレミー様が、ニルムスの森で妖よう獣じゆうを退治してくれなければ、『黄金の葡萄』は持ち帰れなかった。ふたりの王子が、貴方のために協力したのよ」
















　その言葉に、ジェレミーがうんうんとうなずいて告げる。

「本当にぶっ倒れるまで調べ物をしつづけるなんて、ロイドの根性と執しゆう念ねん深さがなければ無理だったな」

　朗ほがらかにそう口にしたジェレミーは、これでもロイドのことを自慢しているつもりらしい。しかし当人の顔は、微妙に苛いら立だちにひきつっている。

「兄上とは頭の出来が違うからな。だが、頭脳労働が無理なのだとしても、あの森で『黄金の葡萄』を持ち帰るには、兄上とフィオナの力が必要だった」

　周囲に振り回され、すれ違いも多かった王子ふたりが、ほんのわずかだが歩み寄り始めたことに、フィオナの胸があたたかく満ちる。

　ジェレミーとロイドは、再びスレイプニルに葡萄を差し出すように捧げ持った。

　捧げられた水晶は午後の日差しを受けて、まさに黄金の果実に見える。

　スレイニプルはそっと口を開くと、水晶の端をくわえ上げ小気味よい音を立てて残らず嚙かみ砕いた。

　周囲に光の粉が弧こを描いて舞い散り、小さな虹にじの輝きが現れる。

　すると幾いく本ほんもの蹄が音を立て、大地を踏ふみしめたスレイプニルは力をみなぎらせるように太い息を吐はいた。

　銀のたてがみが燃え立つように揺らめき、日を照り返す。

「良かった」

　フィオナがつぶやいて笑顔を浮かべてすぐのことだった。

　クヒンと細く息があがったかと思うと、スレイプニルが脚をもつれさせた。

　蹄が騒そう々ぞうしい音を立て、大きな体がその場にくずれるように倒れこむと、ぐったりと首を横たえる。

　息を吞んだフィオナは、驚いてその場に膝ひざをつく。

　ロイドとジェレミーも、すぐさまスレイプニルのそばにしゃがみこんだ。

　首筋に触れると、脈打ってはいるがひどく弱った不規則なものに変わっている。

「そんな……ついさっきまで普通にしてたのに。それに、病やまいの兆ちよう候こうなんてどこにも──」

　衝しよう撃げきを隠かくしきれないフィオナは、スレイプニルのまぶたの色を確認し、次に口をあけようとした。




「無駄だ、いまさら水晶がどうこういっても始まらん」




　突如背後から聞こえた耳慣れた声に、フィオナははっと動きを止める。

　驚いてとっさに立ち上がったジェレミーとロイドは、簡単には踏み入れられるはずのない場所に現れた侵入者に身構えた。

　そこに悪びれたようすもなく立っているのは、藁わら色いろの髪をくしゃっと乱れさせたままの壮年の男だった。

　うっとうしく伸ばされた前髪の下から、品定めするようにふたりの王子を交互に眺ながめる。

　埃ほこりっぽい旅りよ装そう姿のミアウルフに、フィオナは啞あ然ぜんとしてしまう。

「師匠……どうしてここに？」

　だがフィオナの驚きにはまったく取り合わず、ミアウルフは大げさにため息をついてみせた。

「王城から使いがきたんだ。お前は、勝手に俺の名を騙かたっているそうだな」

　その言葉に、フィオナの隣にいたロイドが顔をしかめる。

「……すぐに先の知らせの訂てい正せいの使いを出したんだが。行き違ったか？」

　フィオナはこの状況にすぐにピンときた。

　──そうよね。スレイプニルはランズウッド王国の聖獣だもの。そんな大切な治療に、本物じゃない小娘がいるだけなんて、あまりにも頼りない。ロイド様はちゃんと師匠宛に使いを出していたんだ。

　そして自分がここに居残り、スレイプニルの治療を続行し始めたことで、ロイドは改めて状況を伝える使者を立てたのだろう。

「無駄です、ロイド様。事情をどう説明しても、お金の匂いがあるところに師匠は現れますから」

　ただひとり、状況がわからず困こん惑わくしているジェレミーの前で、フィオナは深く膝を折った。

「申し訳ありません。これまでジェレミー様に噓うそをついていました。私は、伝説の聖獣医ホーリーメイカーなんかじゃない。本当のミアウルフはここにいる人物です」

　打ち明けられたジェレミーに、黙っていたロイドも気まずそうに眉まゆをしならせる。

「フィオナから本物ではないと打ち明けられたが、ミアウルフ殿どのを呼び戻すには時間がかかると知らされた。だから使者を用だてしたが、その間は聖獣を多く見てきたフィオナの力を借りるのもありだと思ったんだ」

「いいえ、それだけじゃなくて。私が、報ほう酬しゆうを望んでロイド様にくいさがったから……売り言葉に買い言葉っていうか……そもそも師匠が悪いというか」

　ロイドひとりに責任を負わせられないと、フィオナは口を開く。

「はぁ!?　なんで俺が──」

　突如悪人呼ばわりされミアウルフは憤ふん慨がいしたが、混乱ぎみに次々と告げられる事実にジェレミーの理解も追いついたようだ。

「わかった。つまり……俺たちは人違いでフィオナを連れてきてたんだな。けど、フィオナは報酬が必要で、かつミアウルフ殿はすぐに王城にこられない事情があった。だからその間フィオナに治療をさせてみることにしたが、ロイドは念のために使いを出しておいた、と」

　明確に状況を口にしたジェレミーは、さらに付け加える。

「で、俺にそれを伏せておいたのは、フィオナのためを思ってと……責任問題になったとき、ロイドは俺を巻きこむまいとした……だろ？」

　どちらも継けい承しよう権けんを争っているとされる王子なのだ。聖獣に関わる不ふ手て際ぎわがあれば、一挙に立場は不利になる。

　ロイドはそこまで見越していたのかと、フィオナは感心してしまった。

　しかし三人を前に、ミアウルフが苛立たしげに喉のどを鳴らした。

「……で、お話し合いは結構だが、俺のいいたいこともいわせてもらおう。勝手に人の家に押し入って、王族がじきじきに家の下働きをかどわかして連れ去るとはな、恐れ入ったもんだ。治療が行われていると追加の使者は口にしていたが、もう俺に用はないってことなんだな？」

　嫌いやみったらしく口にすると、ミアウルフは強引にフィオナの手をつかみ、そのまま立ち去ろうとする。

「師匠!?　待ってください。いまはスレイプニルの治療を優先しないと……それに、どうしてなんです。『黄金の葡萄』だって、本物に間違いなかったはずなのに。スレイプニルも受け取ってくれたのに……具合が悪くなるなんて」

　動揺するフィオナに、ミアウルフは小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らしてつかんだままの腕を引く。

「愚おろか者。この聖獣の場合は、仮病のまま治療するのが最良だった……。聖獣としての力を戻しちまったことで、現れる病状があるんだ。残念なこったな。俺が受けた依頼じゃないから、診みるわけにもいかん」

「ちょっ、師匠！　嫌です、このまま帰れません」

　すでに診断は済んだとばかりに、この場を切り上げようとするミアウルフにロイドが一歩進み出た。

「お待ちください」

　あからさまに尊大な態度で振り向いたミアウルフを前に、ロイドは片膝をついた。

　フィオナもジェレミーも、目の前の光景にしばらく言葉を失う。

「ミアウルフ殿。高名な聖獣医ホーリーメイカーとして、貴方の実績は聞き及んでおります。初めに助力を請こいにうかがいましたが、我々の早はや合が点てんで彼女にも貴方にもご迷惑をおかけしたことは謝罪します」

　いつも誇ほこり高く、決して他者にへりくだったりしないロイドの行動に、フィオナは目を見張る。

「この国は、ランズウッドには、陛下亡なきいまこそ聖獣の導みちびきが必要なのです。我々が未熟で及およばぬことばかりで、スレイプニルを苦しめてしまった。だからこそ、これからわかりあわねばなりません」

　これまでのロイドからは想像もつかない丁寧な物腰に、フィオナは啞然としてしまった。

　すぐ隣で、同じようにジェレミーも膝をつく。

「お願いします。貴方が家族のように大切にしている女性を、勝手に連れてきてしまったことは謝あやまります。ですが、フィオナには多くの力を貸してもらいました」

　三人ともが、スレイプニルを助けたい気持ちは同じだった。

　──それに……私は知ってしまったもの。ディアルマと暮らしてきて、聖獣にも人に似た感情がある。そして人と同じで、自分で思うようにできるわけじゃない。私も湖でディアルマを失うかもしれないって思ったときには、心がつぶれそうになった……。

　だがフィオナは、意い固こ地じになったミアウルフが、どれだけ人の話を聞かないかをよく知っている。

「知らんね。王族だろうが誰であろうが、俺に強制はできない。いまだって俺の意思で下働きを取り戻しにきただけだ。治療が報酬次第だと知っているんだろうが、報酬がいくらであっても決めるのはこちら……だっ!?　痛いぞ！」

　顎あごをあげて気分よさげにロイドに言い返しているミアウルフのすねを、フィオナは遠慮なく蹴りつけた。

「知ってますけど……わかってたことですけど、やっぱり師匠は本物の人でなしです!!　私は帰りませんから」

　抵抗するフィオナを見下ろして、ミアウルフは冷たい光を目に宿した。

「半端なお前に、このスレイプニルの治療ができるとでも？」

　冷静な声音に、フィオナは己おのれの未熟さを突きつけられうなだれる。

　もっと前から真剣に、ミアウルフの治療を目に焼きつけ、技術はもちろんその内容と意味を考えるべきだった。

　機会はいくらもあったのに、それをふいにしてきたのは自分自身でしかない。

「できる、とはいえません。でも、スレイプニルは生きたいんだってわかりました。王子たちを信じたい気持ちが……あるんです」

　変わりたい、そう願う気持ちはくっきりとフィオナに届いた。

　──私も、変わりたい。

「スレイプニルを助けるために、できることはすべて試したいんです。治せるようになってみせます」

　決意をこめて口にすると、心に浮かんでいた迷いも消え失うせる。

　ミアウルフはこのうえなく苦々しげに顔をゆがめた。

「なるほど……お前のやわな根性で、治療とやらがどこまでできるか見届けてやってもいい。俺のもとに約束された報酬を持ち帰れば、そのとき初めて一人前だと認めてやらんこともない」

　そして上着の懐ふところに手をいれると、裏地に仕込みベルトでつけられた物入れをごそごそとかき回す。

　取り出されたのは、赤ん坊の腕ほどもある水晶の細いナイフだ。

　ミアウルフはスレイプニルのそばに歩み寄ると、躊ちゆう躇ちよすることなくナイフを持った右手を振りかぶった。

　片膝をつく姿勢で、日差しにきらめくナイフが、勢いよく振り下ろされる。

　ドッと鈍にぶい音を立て、ナイフは肋ろつ骨こつの隙すき間まを抜けると、するりとスレイプニルの体に吸いこまれた。

　緊張に詰めていた息をフィオナが吐き出すと、王子ふたりもこれが治療の一環だと理解したのか表情がわずかにゆるんだ。

「いいか、これでスレイプニルの命を眠りに固定させた。この大きさのナイフなら、三み月つきほどはもつはずだ」

　どうやらその間に治療方法を見つけ、尽じん力りよくするだけの時間を稼かせいでくれたようだ。

「この状態が単に苦しみを長引かせるだけなのか、こいつに新たな時間を与えられるのかはフィオナ、お前次第だからな。もちろんこの手助けは、借しやく財ざいのひとつになるぞ……水晶のナイフは、この大きさだと──」

　時間の猶ゆう予よと共に、フィオナの借りがもりもりと増えていくのを、ミアウルフは書き留めるのに余念がない。

　どんなときでもがめつさを忘れない、ミアウルフのぶれない姿勢にうんざりしながらも、フィオナは深くうなずき返す。

　しっかり現状を把は握あくすると、ミアウルフはフィオナをはじめ、ふたりの王子を嫌そうな顔で眺めた。

「はー……ったく。王城から面倒な使者がきたから、下働きを取り返しにきただけなのに。とんだ無駄足を踏まされたもんだ」

　不ふ機き嫌げんそうに口にして背を返すと、ミアウルフは迷路のように複雑な庭園の小こ路みちを戻っていく。どうやら本当にフィオナを置いて帰ることにしたらしい。

　本来ならば王族の気配にしか反応しないはずの植木が、ざわめくように道を作るのを、ジェレミーとロイドは不可解そうに見送った。

　だがフィオナはミアウルフには構わず、倒れているスレイプニルのたてがみをそっと撫でる。

「必ず治してみせるから。待ってて」

　ささやくように誓うと、フィオナはスレイプニルの体が再び蔓つるに隠されていくのを名残なごり惜しく見送った。

　そしてやや離れた位置に立っている、ジェレミーとロイドは互いに視線をぶつけあうと、どこか気まずげな表情を浮かべた。

　どちらからともなく、フィオナのそばに歩み寄ると牽けん制せいするような眼差しになる。

「では、フィオナの身柄については、私が責任を持つということで──」

「大丈夫だ。フィオナは俺と騎き士し団だんが必ず守るから」

　同時にそう口にして、それぞれがわずかに眉根を寄せ顎を引く。

「「いや、だから！」」

　またしても言葉を重ねてしまい、どういったものかと首を振る二人の前に、フィオナは困惑して首を傾かしげた。

　──あれかしら？　王城に私を置くとなると、きっと揉もめることがあるんだわ。私は本物の聖獣医ホーリーメイカーじゃないし、ロイド様のそばではリランメリ様も見張っているもの……。

　ジェレミーともロイドとも距離が近しくなったせいか、フィオナの頭のなかでは彼らが王族だということが、ときおり抜け落ちそうになる。

「あの、いいんです。私はどこか敷地の小屋の隅すみにでも置いてもらって、寝起きできれば。パンの代金ぐらいは、街へ出れば仕事も見つけられると思うし」

　下働きや、簡単な薬草の調合などは、ミアウルフとの森の暮らしでみっちり教えられている。

　そう気づくと、こき使われまくりの日々もまったく無駄ではなかったと、フィオナは改めて嬉しくなった。

「フィオナ、あのな……そういうことじゃなくて」

「君ひとりの衣食住についてまで、金品を払えというつもりはない」

　困惑したようすで説明に手間取るジェレミーとロイドを、フィオナはやはり理解できない。

「じゃあ、何があるっていうの？　私が問題を起こしたときの責任者ってこと？　大丈夫よ、王城では人に罠わなを仕掛けたり、獲え物ものを獲とるようなまねはしないわ」

　まかせておいてと胸を張ってみせるフィオナに、ロイドはジェレミーの肩を叩く。

「この世間知らずに、どういうところから女性の意識を学ばせればいいんだ……」

「うーん、フィオナはそこがいいっちゃいいけど。確かに、洞どう窟くつでもあの薄着で俺たちの間で眠りこんじまうのはなぁ……警けい戒かいしてるわりには無む防ぼう備びすぎるっていうか」

　ジェレミーは旅の道中を思い出したのか、苦笑を浮かべた。
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　エドワルド国王陛へい下か崩ほう御ぎよにつづき、ランズウッドの聖せい獣じゆうまでもが、一時的とはいえ眠りについてしまったことで、王宮はかなり混乱していた。

　ふたりの王子は、連日議会を召しよう集しゆうし、当面の国政の管理や方針について話し合う日々を送っている。

　だがこの状況は、思いのほかランズウッド王家に落ち着きをもたらした。

　ジェレミーとロイドが、同じ部屋で直接言葉を交かわし始めたことで、周囲は彼らに好き勝手な噂うわさを吹きこめなくなったからだ。

　もとより臣しん下かをあまり頼ってこなかったロイドは、せいせいしたと言わんばかりの態度で口にする。

「まわりくどい伝言を繰り返して、話がひんまがるよりよっぽど早い。何より、誰の話が正確なのかもよくわかったことだし」

「そうだな。俺も直接ロイドから聞いた言葉のほうが安心できる。良かれと思ってくれる報告を、いちいち検けん分ぶんするのもやっかいだ。疑うのも疲つかれる」

　そんなふたりの王子は、慌あわただしい日々のなかでも、ひんぱんにフィオナの話を聞く時間を作ってくれた。

　現在のフィオナは、騎き士し団だんの宿舎で寝起きをする日々を送っている。

　王宮に長期滞在用の客室があるからと、ロイドはさんざん引き留めたが、客人というほどの身分でもなければ、働きもできない自分には不相応だと辞退した。

　実際に王宮に出入りしてみてわかったが、フィオナは身を守るための財産や権利は欲しかったが、贅ぜいを凝こらして暮らしたいわけではない。

　その点、騎士の宿舎は女性騎士もいることから、王宮で侍じ女じよに囲まれた生活をするよりはよほど気が休まった。

『自分のことは自分で。規き律りつ正しく、勤きん勉べんに』を常つね日ひ頃ごろから掲かかげて暮らす彼らの行動は、じつに理にかなっていて納得できる。

　さらにただで日々の食事をするわけにはいかないと、フィオナは騎士団の馬の世話をはじめ雑事を手伝っていた。

　そして暮らしてみれば、意外にも早く騎士団の生活になじむことができた。

　毎朝、身み支じ度たくを整える頃には、騎士見習いのフレイが現れてフィオナをせっつく。

「ほら、小娘。水みず汲くみを終えてから、ジェレミー様の愛馬のお世話だ」

「はいはい、わかってます」

「返事は一回、はっきりと」

「……はいっ！」

　返事をしなおして早足で歩きながら、フィオナはどうにも不ふ思し議ぎな感覚に捕とらわれていた。

「もーフレイはせっかちなんだから……って、なんかこの生活、師し匠しようのところにいるのと、あんまり変わらないような気も??」

　それでもこれまでと違うのは、使命があるなかでの一日の始まりは、張り合いと気合いに満ちていることだ。

　午前は騎士宿舎での仕事をし、午後からは王城へいくことになっている。

　ロイドがフィオナに書庫への出入り許可をくれたのだ。

　この日は調べたいことの項目をまとめた書を手にして書庫に入ると、奥の椅い子すにはロイドの姿があった。

「珍めずらしい、今日は午後の会議はないんですか？」

　問いかけながらフィオナはロイドの傍かたわらに筆記具を並べていく。

　ロイドは書物を開いているわけでなく、頰ほお杖づえをついたまま視線をぼんやりとさまよわせていた。

「フィオナ……地質学の識者を知らないかといっていた件だが」

「え！」

　数日前に聖獣についての文ぶん献けんを調べていて、どうしても地質学者に尋ねてみたいことがあったフィオナは思わず身を乗り出す。

「王宮へ招待できそうだ。彼は学識もあるが、身分ある貴族でもある。その間は、王宮でのつきあいをしてもらうことになるが──」

「わ……わかりました。お話がうかがえるのなら…………かなり不得手というより、ほとんど無知ですけど、努力します」

　王宮での振る舞いはもちろん、初対面の貴族と会うのはひどく緊張する。

　不安ながらも、心こころ惹ひかれる提案にフィオナがそう口にしたときだった。

　書庫の入り口のほうから、騒そう々ぞうしい足音がにわかに近づいてくる。

　息を切らして現れたのは、駆かけこんできた勢いのまま、金髪を乱したジェレミーの姿だ。

「ちょっと待て！　いまの話、聞いていたぞロイド。ことあればフィオナの気を惹こうとして……」

　詰つめ寄るようなジェレミーに、ロイドはしれっと明後日あさつてのほうを向いて答えない。

「それにいっておくが、もう会議は始まるんだぞ!?　何を堂々と引きこもってフィオナとふたりきりでいたりする！」

「え、やっぱり会議があったんですか!?　……ロイド様、どうしてここに？」

　しかしロイドはまったく動じたようすもなく、退たい屈くつげな視線をちらりとふたりに向けただけだった。

「いいがかりだな。私はスレイプニルの治ち療りようの助けになるように、必要なことに手を尽くしているだけだが？」

「いい逃れだけは達たつ者しやだな。知ってるんだぞ、ロイドはフィオナが騎士団の宿舎にいることが気に入らないから、あれやこれやを餌えさにして釣つりこもうとしてるんだ」

「餌って……」

　王宮の池にいる浅ましい魚を思い出し、フィオナは複雑に眉まゆ根ねを寄せる。

　だが自分の意見などよそに、ガツガツと言い争う兄弟の姿を見て、フィオナは持参したノートを黙だまって開くと、選んできた書物から書き写し始めた。

　ふたりが終わらぬ言い争いを重ねているのを聞いているうちに、それはいっそ心地良い雑音となり、フィオナは軽く鼻歌を歌ってしまう。

「フィオナ!?」

「この状況のなかで、何がそんなに楽しい……」

「………………え？」

　ふたりにギロリと視線を向けられ、フィオナは首を傾かしげる。

　自分でも鼻歌の理由を探ってみると、それはすぐに胸の奥から浮かんできた。

「いえ、おふたりが仲良くなられたものだなぁ、と感心してたらつい」

「これがそう見えるのか!?」

「あり得ぬことだ……」

　即座に否定するふたりの言葉を聞き流し、フィオナはつづけた。

「それに、ひょっとしたら私は、ここへきて運命に出会ったんじゃないかって。そう思い始めてるんです」

　目を輝かせて語るフィオナを、やや張り詰めた表情でジェレミーとロイドが見守りながら、わずかに身を乗り出す。

「私のもとで、学べるからだな」

「俺と騎士団での暮らしが楽しいからに決まっている」

　ふたりの王子が、互いに牽けん制せいするような視線でいがみ合う前で、フィオナは迷うことなくはっきりと答えた。

「こうして、スレイプニルの治療をするって目標が持てたのも、聖獣の医術を本気で学ぼうって気持ちが生まれたのも、おふたりのおかげです。森にきてくれたあの日、運命が決まってたのかもしれないって、そう感じるから」

　フィオナの答えに、ふたりの王子はなぜか盛大に脱力したようだ。

　おかしなことを言っただろうかとフィオナは戸と惑まどったが、苦笑するジェレミーとロイドはやはりどこか間合いが似ている。

　言い合いばかりしているものの、兄きよう弟だいの存在はどこかうらやましく思えた。

　それでも、この書庫に面した回かい廊ろうの窓の外。

　張り出した枝に、大きな黒くろ豹ひようの体を横たえてディアルマが待っていてくれることをフィオナはわかっていた。

　運命というのは、奇妙で残ざん酷こくで、そして大きな夢を与えてくれるものなのだと、フィオナはもう知っている。
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　こんにちは、月つき本もとです。

『王おう子じ様さまと鉄てつ壁ぺきの聖獣医ホーリーメイカー　お迎えは間違いだらけ！』をお手に取ってくださり感謝しております、嬉しいです！

　今回はお仕事ものをやりたいなと思いつつ、書き出してみるとお仕事に就つくまでっぽい気もするのですが、なかなか手て強ごわいヒロインでした。

　それでもヒロインのフィオナをとりまく、王子だったり動物もどきだったりは書いていて楽しかったです。

　動物大好きな作者は、現在のところ犬とリクガメと過ごしておりますよ。

　でもなぜか一緒に暮らしていると、徐じよ々じよに名前が愛あい称しようになり、活用形になっていき、最後は原型をとどめないまでに進化してしまうという……。（ペットあるある）

　本文で患かん者じやにあたるスレイプニルは、外見設定で担当さんを弱らせたりもしました。

「この生き物は、脚あしが……多いんですよね」「えぇ、まぁ。なんていうか八本なんですけども……」というやり取りが何度かあり。

　確かに『八』という数字だけ聞くと、違う生き物を想像しそうなものですけれど、前後にそれぞれ四本ずつぐらいで思っていただければ、そう違い和わ感かんはないかと！

　などと力説してしまいますが、カスカベ先生の素敵な挿さし絵えでイラストを楽しんでいただけるはずです。

　カバーを拝はい見けんした時点で、ものすごくテンションあがっております♪

　それぞれの表情から衣装の細やかなところまで、素晴らしいイラストにわくわくしつつ、内容もお楽しみいただけることを願いつつ。

　大変ご助じよ力りよく戴いただきました、担当女じよ史し＆編集部の皆様、制作に関わる全ての方に感謝を。

　そしてここまでお目通しくださった読者さまに、ありがとうございますの気持ちをありったけお届けしたいです。

　またいつか、お会いできることを願っております。





（ソチオリンピックのスケートに感動をもらいつつ）月本ナシオ






　運営サイト：アマヨノホシ（移転しました）

　http://amayonohoshitsuki.blog.fc2.com/








著者

月本ナシオ

Nashio Tsukimoto




極寒の季節。ウイルスに怯えつつなんとか無事です。昨年は引っ越しを経て、新環境にて雪を眺めて驚く２０１４年。

午年にからめた訳ではないですが、動物がわりと出てくるお話です！

そしてカスカベ先生の描かれるヒロインが、衣装含めて可愛くてたまらんです♪

著者ブログ：アマヨノホシ（※移転しました）

http://amayonohoshitsuki.blog.fc2.com/










イラスト

カスカベアキラ

Akira Kasukabe




生粋の道産子、イラストや漫画を描いて暮らしています。牡羊座、Ａ型。

活動ブログはこちら→http://kelog.sblo.jp/

この度は大変素敵なお話の挿絵を担当させていただけて本当に嬉しいです…！

聖獣医って想像を絶する大変な職業なんだろうなあ…一読者として、フィオナの頑張る姿と二人の王子にきゅんとしつつ応援しながら、始終楽しく絵を描かせていただきました。
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お迎むかえは、間ま違ちがいだらけ！
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